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プロローグ








　暗い寝室に、一条の光が差し込む。カーテンの隙間から外の明かりが入り込み、光の帯となって室内を照らした。ベッドに届いた光が、彼女の体を鮮やかに浮かび上がらせる。光の帯が彩るのは、陶器のように白い肌。

　黒い瞳を見つめながら頬に手をやり、そのまま耳から頭へと滑らせる。さらさらとした髪が指に心地よい。後頭部を支えるように手を添えて、グイと引き寄せた。

　暗闇の中で二つの影が一つになる。

　闇の中、二人の息遣いだけが響いた。光の帯の中に時折浮かぶのは、夢中で唇を合わせる二人の姿。

　自分の呼吸なのか、彼女の呼吸なのかもわからない。ただ、無我夢中で彼女の体を求め、むさぼる。熱い呼気を漏らす小さな赤い唇。その息さえも奪うように唇を重ねた。

「ふ、っん……ん……んふっ」

　息が続かないのか、彼女が顔を背ける。けれど逃さないように頬を両手で挟み込み、さらに舌を深く差し込んで口内を蹂躙した。口づけの合間に小さな鼻と口で呼吸をする彼女が可愛くて、愛おしい。辛そうに見えるけれど、やめることはできない。早く早くと心が求めるままに口内を探る。息を荒げながらも、受け入れてくれる彼女にさらに愛おしさが溢れてくる。

　口内をくまなく舐めとってようやく唇を離した。彼女が潤んだ瞳で見上げてくる。やめてほしいと言うように、もっとやってほしいと望むように。

　彼女の肩まである黒髪を撫でおろす。絹糸のような感触に目を細め、それを指に絡ませて髪に口づけた。

「好きだ」

　黒い瞳、黒い髪。火照って赤くなる頬、細い鎖骨。程よい質量を持つ胸、引き締まった腰、丸い尻。世話焼きな性格も、甘えてくる仕草も。彼女の何もかもが好きだ。そう言葉にすればわずかに目が見開かれ、それから嬉しそうに細まる。

「私も、好き。大好き」

　小さな唇から発せられた言葉に感嘆の息を吐く。

　ずっと聞きたかった、明確な好意の言葉。

「愛してる」

　応じるように答えて額に口づけた。彼女の瞳から涙が零れ落ちる。悲しみではなく嬉しさで。幸せで流れた涙を親指でぬぐい、目元に口づけて雫を舐めとる。そうしてまた唇を合わせた。

　優しく触れあう唇。形をなぞるように唇に舌を這わせた。上気する頬を、赤くなっている耳を、潤んだ瞳を覆う瞼を、さらさらと流れる髪を、いつもは白いのに赤く染まっている首筋を、唇で確かめるように触れ、じっくりと味わうように舐める。

　首筋から柔らかな胸に辿り着いて、そこに赤い痕を残した。白い肌に赤い斑点が残る。花弁を散らすように点々と痕を残していく。

　彼女の白い肌のキャンバスに、赤い色を残していく。それに夢中になっていると、彼女が不満げな、それでいて甘い掠れた声を上げた。

「もっと、いっぱい触って……」

　苦笑しながら彼女の望むように、柔らかな胸を揉む。ピクリと体が反応し、頂がむくむくと立ち上がって硬くなっていく。感じている証が嬉しくて、それを口に含んだ。

「やっ、ん…………ああぁ」

　飴玉を舐めるように舌を擦り付ける。口内で転がし、チュッと吸いついた。彼女からさらに甘い声が漏れる。

「もう……そこばっかり」

　胸ばかりを丹念に舐めていたら、苦笑を伴った彼女の声が耳に届く。

「ここを弄られるのは嫌いか？」

「…………好き」

　問いかければ恥ずかしげに頬を染めて彼女が小さく肯定する。それににやりと笑う。

　彼女を好きだと思う。その気持ちと同じくらい、彼女を虐めたい。言葉で攻めて、指先で追い詰め、舌で愛撫し、そして自分自身で陥落させる。そうなることを望み、そしてそうするために実行に移す。

「他に、どこを触ってほしい？」

「どこって……その、えっと」

「言わないとわからない」

　途端に挙動不審になる。それがどこだかは十分に理解している。わかってはいるが、彼女の口からそれを言わせたい。

　あの小さな赤い唇から卑猥な言葉が紡がれれば、どれほど劣情が刺激されるだろうか。彼女の言葉を待っている今でさえ、血管にマグマが流れていると思えるほど体が熱くなり、体の中心で身を硬くしてそそり立っているものが疼き出す。

「…………あそこ」

「あそこって、どこ？」

「…………」

　再度問えば彼女が耳打ちしてくる。小さな声は外には漏れ出ない。それでもしっかりと彼女の声が耳と脳に届いた。吐息が耳をくすぐり、その卑猥な言葉が劣情を揺さぶった。

　彼女が望んでいる場所へ手を伸ばす。すでにじっくりと濡れているそこに指を這わせ、そして奥深くまで差し込んだ。

　彼女が喉を反らす。

　その場所を擦れば擦るほど声に甘さが混じり、途切れることなく激しく啼き続ける。

　体をずらして下半身へ移動し、彼女の大切な場所を見つめた。割れ目から流れ出る蜜。キラキラとしていて美しく、幻想的だ。

　大切な部分を覆う和毛をかき分け花弁を丁寧に愛撫する。一枚一枚を舌先で撫で、唇で食めば蜜が流れ出た。口にすれば甘く、さらに飲みたくなる。甘い蜜に夢中になっていると、蜜を湛える泉の上側に小さな花の芽が開いた。完全に露となっていない芽を舌全体を使って舐め上げる。

「ああぁぁっ」

　快楽に彼女の体がビクビクと震える。それに合わせて花弁から蜜がジワリと溢れ出した。舐めとっても、吸い取っても、湧き水のようににじみ出てくる甘い蜜。

　それを夢中で舌ですくっているうちに、彼女の体が大きく跳ねた。

「あ、そこ……駄目、あっ………ああああぁぁ！」

　感極まった声は彼女が絶頂を迎えたことを教えてくれる。息を荒くしながら、さらに快楽を求めるように手を伸ばしてきた。

「お願い……もう、我慢できない。きて、お願い」

　愛する人にかすれた甘い声で懇願されて、拒める男はいない。口の周りについた蜜を手の甲で拭った。

　半身を起こすと、彼女の細い指が胸に添えられた。胸板を確かめるように、彼女の指が肌の上を滑っていく。割れた腹筋を辿り、そのまま剛直に触れようとした手を阻むように握りしめた。

　大胆な行動をした指に罰を与えるように軽く噛む。ただそれだけでも快感を感じて彼女が身を捩った。

　指先を舌で舐めてから離し、自分の滾りに手を添えて彼女の中に自身をねじりこんだ。 

「ああ……」

　どちらのものともつかない感嘆の声が上がる。

　温かく締め付けてくる中。柔らかなうねるひだが受け止めてくれていると思うだけで爆発しそうだ。

「もっと！　もっと欲しい……いっぱい、欲しいっ」

　望むまま腰を動かした。彼女が乱れる。髪を振り乱し、体を朱に染め、肌から汗を流し、熱い杭を奥深くまで穿たれて啼いた。

「いやらしいな。もう中はぐちゃぐちゃで、俺のを喜んで咥えこんでる」

「やっ……言わないで！」

　奥を突きながら口にすれば、剛直を包むひだがぎゅっと締まった。

「……っく、う……凄い、締まったな。こうされるの、好きなんだろ」

「そんなこと！」

「じゃあ、ここでやめてもいいか？」

　彼女がハッとしたように見上げ、責めるような目で見上げてくる。

「やめちゃ……駄目」

　可愛いおねだりに苦笑する。

　彼女の唇を吸い、ゆっくりと腰を揺らめかした。動きのパターンを変えるだけで、彼女がよがる。

　ずっと、こうしていたい。

　こうして彼女を腕の中で感じ、そして蕩けるほど愛撫を繰り返し、どろどろになるまで愛したい。

「ああ！　イくっ、も、イっちゃう！　気持ちいい……もう…………あああぁっ！」

　ひときわ大きく声を上げ、彼女の体がビクビクと震える。中に入っている剛直は衰えるどころかますます身を固くして欲望を解き放てと命令してくる。

「まだだ。もっと俺を感じろ。もっとおかしくなるくらい、乱れろ」

　そうしてまた彼女の中を蹂躙する。

「ああ！　好き……愛してる」

　彼女の言葉に背筋が震えた。大切な最愛の妻の言葉に、泣きたいくらい嬉しくなった。
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「……優ゆう香か」

　彼女の名前を呼んだ瞬間、武む藤とう達たつ哉やは目を開いた。

　目の前には白い天井がある。視界がぼんやりとしているのはメガネをしていないせいだ。

　けれど、そんなことはどうでもいい。

　三か月前に結婚したばかりの、愛しい妻がいない。先ほどまでこの腕で抱いていたのは夢で、幻の彼女だった。

　武藤優香。三か月前に結婚した愛する女性。

　きっかけはお見合いという形だったが、その少し前――優香が臨時派遣として一時達哉の仕事先に来ていたころから惚れこんでいた。優しさや気遣いのできる人柄に惹かれ、礼儀正しさや料理上手で家庭的なところを知るほどに心を奪われていった。

　大和撫子を体現したかのような立ち居振る舞い。折り目正しい行動は近づきがたい印象を与えるが、話してみれば人当たりがいい。また、気が利いて面倒見がよく、臨時派遣社員という立場でありながら、正社員からも頼りにされることも多々あった。

　愛してやまない妻。その優香がここにはいない。

　ゆっくりと身を起こして眼鏡をかける。はっきりとした視界に映るのは、この十日間で見慣れたビジネスホテルの部屋だ。

　乱れた髪をかき上げて枕元のスマホを手に取る。電源を押せば、待ち受け画面にははにかんだ笑みを浮かべる妻の姿。

「優香」

　再度名を呼んでも誰も答えるはずもなく、静寂だけが返ってくる。ここが妻のいる自宅ではないのだと痛感する。

　誰もが知っている大手製薬会社。達哉の仕事はその全国に支社がある大企業の営業だ。普段は東京の本社に席を置いているが、全支店で常にトップの営業成績を収める達哉には出張が多い。応援として地方に赴き、その手腕をいかんなく発揮して話をまとめることができる者はそう多くはいないからだ。出張のほとんどが日帰りだが、時折二、三日泊まることもある。しかし、今回のように二週間というのは初めてのことだった。それだけ大きなプロジェクトで失敗の許されない案件だ。だからこそ達哉が抜擢されたのだが、正直に言えば来たくはなかった。

　この十日間。新婚の達哉にとっては地獄のような日々だった。

　優しく、それでいて気遣いのできる妻は、達哉の仕事の邪魔にならないようにと電話やメールでのやり取りもごく短いもので、接待続きの達哉には身体的にはありがたいが、心情的には悲しい。

　あの笑顔で出迎えられないことが、共に時間を過ごせないことが、触れられないことがたまらなく辛い。

　そのせいか、少し前から妻の――優香の夢ばかり見る。しかも卑猥な夢ばかり。

　体よりも心で繋がることを重視しているせいで、夫婦の夜の生活は淡泊気味だった。品行方正な二人は、ベッドでも淫らに乱れることはない。それを不満に思ったこともなく満足していると思っていた。なのに夢にでてくるのは艶めかしく淫らな優香と、それを心底楽しむような発言と攻めをする達哉自身だ。優香のあんなに美しく乱れる姿を見たことはない。

　欲望のままに妻を攻める自分自身にも驚いた。あんな風になることを望んでいたのか思う。これではまるで、我が道を行くあの姉のようではないか。達哉は夢の中の自分を思い出すたびに、姉と血が繋がっているのを自覚する。

　達哉には美人だが気の強い姉が一人いる。自信家で自尊心が高く、姉ということで達哉にも傲慢な態度で接してくる。それを見て育ってきたから、姉を反面教師に達哉は人には優しくしたいと願って、その通り行動してきた。

　それは優香に対しても同じで、いつでも優しく紳士的な態度を崩さずに接してきた。それが苦になっているわけではない。優香に対してならどこまでも優しくなれるし、どこまでも甘やかしたいと思っている。

　けれど、夢の中の優香を姿態を思い出せば、もっと虐めてみたくもなる。淫らに喘ぐ彼女をもっと乱したくなる。

「はあ」

　達哉は一つ大きく息を吐くと、自分の股間を見下ろした。

　二十九歳。働き盛りで男としても脂が乗っている。営業の成績も右肩上がりだ。それでも十代のころのように一物が天を衝くほど硬く立ち上がることは少なくなっていた。しかし今は、腹筋につくほど反り返って優香が欲しいのだとアピールしている。

　ここ数日、毎晩のように抜いている。スマホに入った優香の写真を見て自分で処理しているのだが、優香の夢を見ただけで痛いほどに立ち上がってくるなど、相手を欲しがるだけの子供のようで、自分でも恥ずかしいし情けなさもある。

　達哉はもう一度大きく息をつくとシャワールームへ行き、強めの水圧で頭からシャワーを流す。収まらないわがままな息子の欲望を右手で解放し、ようやく心も体も仕事モードに切り替わる。

　今日の商談が終わればこの出張の終わりが見えてくる。さっさとまとめて一日でも早く帰る算段を頭で組み立てると、達哉はシャワールームを出た。

　濡れた髪を拭きつつベッドのスマホを見ればメールがあったことを告げるＬＥＤが点滅していた。シャワーを浴びて、自分を諫めている数分の間に優香から連絡があったらしい。慌てて駆け寄り手に取る。

　何の変哲もない文章。ただ明朝体の文字がつづられているだけなのに、優香からだと思うとそれだけで愛おしくなってしまうから不思議だ。

『おはよう。ベランダの大葉が育ってきたから、大葉味噌でも作ろうかと思ってるの。冷ややっこに乗っけたり、焼きおにぎりにしたり、とてもおいしい』

　達哉は眉をひそめた。文章が途中で止まっているように見えなくもない。けれど、数分待ってみても続きは来ない。

　時間はまだ六時過ぎ。優香が出勤する時間は八時だ。まだ時間的には余裕はある。

　達哉は躊躇なく通話ボタンを押した。

『も、もしもし？』

　数コールの後、優香の声が耳に届く。少し慌てたような、けれどいつもの透き通るような優香の声。その声を聞くだけで、安らぎと愛おしさがこみあげてくる。

　メールを送っている途中で何かあったのではないかと勘ぐっていた達哉は、とりあえず優香が無事なことに安堵の息を漏らす。

『ごめんなさい、変なメール送っちゃって』

「いや、いいよ。優香からの連絡ならどんなものでも嬉しい。ただ、途中で止まってるみたいに見えたから、何かあったのかと思って」

『…………』

「どうした？」

『一緒に食べたいって書こうと思ったんだけど、わがままかなって迷ってたら、指が当たってそのまま送信しちゃって』

　なるほど、と達哉はうなずく。優香は出張中の達哉と一緒に食べることは不可能で、それを言うとわがままになると考えたのだ。優香の妙な気遣いと、一緒に食事をしたいと願う気持ちが嬉しくて思わず笑みがこぼれた。

「明後日帰るから……食べてもいいか？」

『うん、もちろん！』

「楽しみにしてる」

『私も楽しみにしてる。お仕事頑張ってね』

「優香も無理しないようにな」

『達哉さんも無理しないで。じゃあね』

　ごくごく短いやり取り。その声が聞こえなくなっても達哉はしばらくスマホに耳を当てていた。頭の中で優香の言葉が反芻している。

　一緒に過ごしたいと思っているのは自分だけじゃないのだと確認できて、気持ちが浮き立つ。優香との約束は今日の商談などよりもずっと重く大切なものだ。

　優香にはもっと甘えてほしいし、男として頼られたいし求められたい。気遣いは時に遠慮とも取れて、いまだに夫婦としての距離感は開いているように感じる。夫とは思っていても、男として見ているかは疑問だ。

　体を添わせて一つになれたとしても、心までは一つになれない。結婚当初は優香を手に入れて満足していたのに、今はそれ以上のことを求めている。特にこの出張で卑猥な優香の夢を見てからはそれが顕著になっている気がする。

　日常的なことだけではなく、夫婦としての営みも、もっと二人で色々な経験をしていきたい。

　――食べてもいいか？

　達哉が本当は何を食べたいと思っているのか、優香はきっと想像もしていないだろう。食事よりなにより、帰ったら真っ先に優香を食べたい。体の頭から足先まですべてに触れて味わいたい。

　今まで自分の中にこんな貪欲な感情があったとは思いもしなかった。性には淡泊だと思っていたが、それは思い違いだった。

　たった二週間、愛する人と離れるだけでこうなるのかと思い知った。

「明後日だ」

　言葉にすれば、それだけで体が熱くなり始める。

「……明後日」

　乾いた唇を舌で舐め、底光りする瞳で達哉は空を睨みながら呟いた。
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　優香が二十九歳を目前に控えていた半年前、叔母がお見合い話を持ってきた。相手は叔母の近所に住んでいる男性で『いい人だから、素敵な人だから』と押し付けるように写真と釣書を置いて行った。

　叔母は昔から誰かのお世話をするのが大好きで、いわゆるおせっかいなオバサンだ。しかしその叔母の影響か、優香も人の世話を焼くのが大好きだった。友人同士を引き合わせて、結婚にまで至ったケースもある。

　それを思えば叔母の行動も理解できる。年の近い男女に運命の出会いをさせたいと思っているだけに、無下に断るのも気が引けた。それに母親が叔母の味方をしていて、結婚結婚とうるさく言いだし始めた。

　確かに優香はアラサーではあったが、一昔前と事情が違う。今は四十歳で結婚して子供を産む女性もいる。優香とて結婚願望がないわけではないが、今はそんな気になれなかった。仕事も契約社員とはいえ充実していて、毎日が楽しい。

　しかし周りから言われ始めると、一度はお見合いを経験しておくのもいいのかもしれないと考え始めた。これで駄目でしたとなれば、しばらくはうるさく言われずにすむからだ。

　会うだけ。会って言葉を交わして、そして断ろう。いや、相手から断ってもらった方がいい。

　実際、叔母から渡された写真にはかなり整った顔立ちの男性が映っていた。仕事は大手企業の営業で、トップクラスの成績を叩き出す超エリート。出張も多いが、その分将来は約束されている。

　優香も少し前に派遣の仕事でこの企業に携わったことがあったが、大企業だけにお見合い相手の顔は記憶なかった。これほどのイケメンなら一度会ったら忘れない。そしてこれほどのイケメンであれば引く手あまただろう。きっと向こうも叔母に話を押し切られた形で乗り気ではないはず。同じ境遇なら破談にしやすい。

　そう思って優香はそのお見合いの話を受けた。

　お見合いの場所は都内の高級ホテル、その最上階のレストランだった。お見合いの場所にも気圧されたが、実際に会う相手にも圧倒された。

　都内が一望できる大きな窓。その向こうの光景が霞んでしまうほどに格好いい男性――武藤達哉がいた。お見合いの写真よりも数十倍素敵な人だった。一六四センチの優香よりもさらに背が高く、紺色のスーツが似合っている。鼻筋が通っていて高く、キリリとした眉に鋭い眼光。怖いほど整った立ち姿。しかし、薄い唇が笑みの形を描くと、きつい印象が消えて全体的に柔らかな雰囲気を醸し出す。

「初めまして」

　唇から流れてきたのは低い低音。耳に心地よく響く声にドキドキと胸が高鳴った。

　叔母の段取りでお見合いは進んだ。

　達哉の趣味は筋トレで、休日にはジムに行ったりすることもあるという。姿勢がいいのはそのためかと優香は納得し、同じことを聞かれて料理だと答えると達哉は輝くような笑みを見せた。達哉は家事全般できるものの、料理は不得手らしい。だから料理できる人は尊敬に値すると言われた時には、思わず笑ってしまった。

　達哉に会って話してみると、とても話しやすい人であることがわかった。相手の会話を引き出すのがとても上手いのだ。そこはやはりトップクラスの営業なのだと納得できた。しかし、だからこそ断る理由が次々に浮かんだ。

　優雅といえるほど上品な立ち居振る舞い。話し方も丁寧で、そこから感じ取れるのは人柄の良さだけだった。どこにも欠点がない。優香は気後れした。二人の姿があまりにも違いすぎる。鏡に映った自分の顔も個人的に好きではあるが、達哉と並んで歩く自信はない。美女と野獣ならぬ、美男と凡人だ。

　叔母が『あとは若い人だけで』とその場を去ってから、優香は思い切って告げてみた。　

「あの、このお話、なかったことに……」

「嫌です」

　皆まで言わさず、にこやかに即断られた。

「どこが気に入らないか、聞いてもいいですか？」

「いえ、気に入らないところなんてどこもありません。なさ過ぎて、逆に私では申し訳ないというか」

「顔、ですかね。それともこの格好？　あるいは生理的に嫌とか」

「いえ！　武藤さんはとても素敵な人だと思います。格好いいし、素敵な男性だと思います」

　暗に自分が釣り合わないのだと言えば、達哉はほんの少し眉を下げた。

「…………俺には姉が一人いるんです」

　唐突な話に優香は目を瞬かせた。聞いているのを確かめるように目を見つめられ、思わずうなずき返す。

「綺麗な方なんでしょうね」

　達哉の姉ならさぞかし美しい人だろうと思い浮かべる。

「綺麗ですよ、物凄く。美人で誰もが憧れるようなプロポーションをもっています。歩いていたら男が皆振り返るし、芸能事務所から誘われたことも一度や二度じゃない。でも、性格が凄くきついんです」

「はあ」

　テーブルに身を乗り出して力説する達哉に、優香は曖昧に返事をした。

「言いたいことは遠慮なく言いますし、自分が正しいと思えば止まりません。自分にも他人にも厳しいからプライドも高く高圧的で、特に弟の俺には容赦ない」

「嫌い……なんですか？」

「いえ、子供のころはともかく、大人になった今では…………嫌いじゃない、と思う」

　躊躇しながらも言葉にする達哉に優香は目を丸めた。立ち居振る舞いも姿も大人の男性なのに、子供のような言葉。ギャップがあって可愛く見えた。思わず口元に笑みが浮かんで、優香はくすりと笑う。達哉がそれを見て相好を崩し、詰めていた息を吐き出して姿勢を正した。

「つまり、人の本質は外見ではわからないということです。姿形は俺の一部で、すべてではない。今見えている外側ではなく、俺の内面を見てほしいんです」

「それはお付き合いをして見てほしい、ということですか？」

「はい」

　真摯な姿勢。チラリと見れば目が合って、達哉は笑みを深めた。

　達哉の言葉も態度も好感が持てる。素直に素敵な人だと思えた。垣間見た達哉の子供っぽいところ。付き合えば、きっと今の取り繕った姿とは違うものが見えるだろう。

　達哉と結婚するビジョンはまだ思い描けないが、達哉のことをもっと知りたいと素直に思った。

　顔かたちに拘っているのは優香の方なのかもしれない。

「……私でよろしければ、よろしくお願いします」

　優香が了承の言葉を口にすると、達哉は顔を輝かせる。子供のような眩しい笑顔に、優香の心がざわついた。淡い恋心のような浮き立つ気持ちに戸惑う。落ち着かせようとすればするほど焦ってしまって、頬が勝手に熱くなる。

　あたふたしたまま次に会う約束を交わしその場は別れた。

　再会してデートをし、別れ際にまた会う約束をする。

　お互いに同い年ということもあり、敬語はすぐに使わなくなった。連絡先を交換してから、二人の距離は急速に近づいた。

　外見ではなく内面を見てほしいと言われていたが、外見以上に非の打ち所がない。達哉の優香への態度はどこまでも優しく、いつも気遣ってくれる。紳士的な態度に惹かれ、その優しさにときめいた。

　交流を深め、幾度もデートを重ねた。そうして破談にするつもりだったお見合い相手にどうしようもなく惹かれて好きだと意識しだしたころ、達哉からプロポーズされた。

　三か月前に名前が『四あ十い物もの優香』から『武藤優香』へと変わった。仕事は臨時派遣社員を続けているが、もちろん家事にも手は抜かない。

　趣味ともいえる得意な料理は、さらに知識量を増やして栄養価なども考えるようになった。健康に配慮しながらバランスよくおいしく作る。誰かのために作る料理は楽しく、それが好きな達哉のためならばなおさら頑張れた。

　新婚生活は順調だ。達哉は変わらず優香にとても優しく接してくれる。家事も率先してやってくれている。苦手な料理以外は。

　夫の過保護ぶりに甘やかされすぎて、優香の方がだらけてしまいそうになる。

　しかしこの二週間、優香を甘やかしてくれる達哉はいなかった。

　結婚後初の長期出張。その達哉が今夜帰ってくる。

　二週間という短くない日数。寂しくないと言えば嘘になる。しかし、毎日ごく短いがメールや電話で話をしていた。話の内容はもっぱら無理をしていないか、平気かなどの言葉で、離れていても達哉は優香をいたわってくれる。

　一昨日もメールを中途半端なまま間違って送ったことに、何かあったのかと心配して朝早くから電話をかけてきてくれた。

　離れていても心は繋がっていると思うと、辛くなるほど寂しくはなかった。それでもやはり帰ってくるとなれば嬉しい。

　どこまでも優しく、そして甘やかしてくれる夫の達哉。もともとお節介焼きで相手を喜ばそうと思って行動しているのに、達哉はいつもその上を行く。

　出張に行く朝も達哉は見送り間際に掠めるようにキスをしていった。驚く優香に、いたずらが成功した少年のように笑って玄関を出ていった。

　あれから二週間。温もりなど残っているはずもないのに、唇に触れればその感触が思い出される。

　二人が初めて顔を合わせてから一年、結婚して二人で生活をはじめてまだ三か月。いまだに達哉の前に立つと緊張する時がある。達哉は目が悪いせいか目を細める癖があり、そうされると何もかも見透かされているように思えた。

　それでも心の内を見透かされてみたいと、自分の全部を知ってほしいと思えるのは達哉のことが好きだからだろう。

「好き」

　言葉にするとさらに好きになってしまうから不思議だ。

「達哉さんは、私のこと好き……かな？」

　優香はふと姿鏡に映った自分を見つめた。

　肩下までのストレートの黒髪。くりっとした大きめの黒い瞳は自分でも誇れる部分ではある。ブラウスの胸部を押し上げる胸のサイズは人なみで、特別にプロポーションがいいわけでもない。

　本質は外見ではわからないと言っていた達哉だが、優香にどんな魅力があるのだろうか。姿形を付属品だと言っていた達哉だ。きっと優香の外見ではなく内面を見てくれているだろう。

　案外自分の性格というものは自分ではわからないものだ。達哉が優香のどこを気に入ったのかわからずに首を傾げる。

　達哉は美男子だ。いや、そんな言葉が逃げ出しそうなほど恐ろしく整った顔立ちをしている。どこかの漫画に出てくる主人公のように、どこにも隙が無くすべてが格好いい。

　また仕事もできて頭も切れる。

　一時優香も製薬会社に臨時で派遣されたことがあったが、それが実は達哉が働いている企業だと後で知ったときは驚いた。支店も全国にあり、その営業マンの数はかなり多い。その中で常にトップの成績を維持しているエリート。

　そんな誇れる素敵な夫を、優香は目を閉じて思い出す。

　硬そうに見えて触ると柔らかく、手触りのいい短く黒い髪。きつい印象を与える吊り上がり気味の眉と目尻。目を細める癖があるため、そうして見られると蛇に睨まれた蛙のように動けなくなる。けれど、笑うと途端に人懐こくなり、そのギャップが可愛い。

　男性らしい筋張った大きな手。背が高く、なのにひょろっとした印象がないのは肩幅が広いからだ。体がなまらないようにと筋トレをしているためか、体にはしっかりと筋肉がついている。それがまたうっとりするほど格好いい。

　達哉の姉、鈴すず美みは顔も美人でプロポーションも抜群だ。確かに言葉尻がきつく感じることもあるが、とてもまっすぐな気持ちのいい人だった。優香には常に優しく接してくれている。

　達哉がどう思っているかはともかく、姉弟並んで立つと非の打ちどころのない美男美女カップルのようだ。いくら見た目を重視しないといっても、その間に優香が立つことが憚られる。

　全部が人並みの優香と、すべてが人並み以上の達哉。自分と達哉が並んでいるところを想像し、凹みそうになる自分を叱咤するように首を振る。

「きっと、達哉さんも好きでいてくれている」

　人は外見ではないと言ったのは達哉自身だ。達哉の行動からも優香への好意は見て取れる。自分の外面を気にするくらいなら、内面を磨こう。自分の長所をどんどん伸ばして、好きでい続けてもらえるようにしよう。

　優香の長所。その最たるものが、さらに腕を上げた料理だ。

　その料理の途中だったと優香は慌ててキッチンに走った。といっても、ほとんど完成しているので、あとは達哉が帰ってきた時に仕上げをするだけだ。

　今夜のメニューを再確認する。

　オクラ、ズッキーニ、トマトを使ったテリーヌ。タコと野菜のマリネ。玉ねぎのポタージュスープ。そしてメインに大葉巻きハンバーグ。食後にはチョコに砕いたアーモンドを混ぜて薄く冷やし固めたデザートもある。

　特にハンバーグは牛肉がメインだ。牛肉にはビタミンＢ１がたっぷり含まれており、その吸収を助ける玉ねぎも入っている。血流改善に効果があると言われるニンニクも入れて、甘いものも用意し、夫の疲労回復を図ろうというわけだ。

　ちなみにハンバーグに巻いている大葉は、達哉のマンション産だ。

　結婚後、達哉の住んでいるマンションに優香が引っ越してきたのだが、そのころからなぜかベランダに大葉だけが鉢植えしてあった。枯れそうになっていたのを優香が手を入れて復活させ、今では毎日収穫できるほどになっている。

　大葉味噌もいい感じに出来上がり、達哉がおいしいと言って食べてくれるのを想像して優香はニマニマと笑みを浮かべた。

　一人で作って食べるご飯は味気なく、やはり誰かと顔を合わせて食事をしたい。それが好きな人で夫ならそれだけで最高の夕食になるだろう。

　もうすぐ帰ると連絡があったのは三十分前。ご飯ももうじき炊き上がる。炊き立てのご飯と大葉味噌の相性は抜群だ。

　準備は万端だった。
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　ガチャッと玄関の扉が開く音がして、優香は顔を輝かせた。ぱたぱたと玄関へと走る。

　靴を脱いでいた達哉が、駆け寄る優香を認めて笑みを浮かべた。鋭い眼差しが和らいで、人懐こい笑みに変わる。

「おかえりなさい。お仕事、お疲れ様でした」

　三つ指をついて出迎えることはさすがにしないが、それでも優香は満面の笑みを浮かべて夫をねぎらう。

「ただいま、優香」

　低い声が唇から流れた。変わらぬ美声。それにしばらく酔いしれて、はたと気づく。家の主を玄関にいさせたままだった。

　慌てて廊下に置いてある達哉の荷物を取ろうと差し出した手が、横から伸びた手にぎゅっと掴まれた。細い手首に巻き付く大きな手のひら。

「？」

　いつまでも離れない筋張った手を見下ろし、どうかしたのだろうかと見上げると驚くほど近くに達哉の顔があった。反射的に半歩退いたその背中が、廊下の壁にぶつかる。

　視界が達哉でいっぱいになり、柔らかな唇が重なった。優しく触れるだけのキス。一瞬離れた唇が、またふさがれた。

　二度目の触れ合いは、先ほどのものとはまるで違った。まるで噛みつくような情熱的なキス。

「んふっ……」

　帰宅の挨拶にしては激しすぎるキスに優香は息を乱した。唇がふさがれても鼻で呼吸はできる。けれど、それすら忘れるくらいの激しさに思わず背中を壁に擦り付けたまま横にずれた。

　が、逃がさないとでも言うように大きな手で掴まれたままの腕が、壁に縫い留められる。逆側には達哉が肘をついている。どちらに逃げることもできず、優香は達哉の求めるまま唇を貪られた。

　その時、キッチンから電子音が響いた。炊飯器のアラームが鳴り、達哉は優香から唇を離した。

「久しぶりにキスは、泣くほど嬉しかったのか？」

　酸欠で瞳を潤ませる優香に達哉がニヤリと笑いながら聞いてきた。答えることもできず首を振ると、頬、髪にキスをして優香を抱きしめた。

「うまそうな匂いだ」

　優香の首筋に鼻を押し当てながら、すんすんと匂いを嗅ぐ。

「……今日の夕食は自信作なの。大葉味噌もおいしくできたし」

　達哉の腕の中でどうにかそう答えれば、達哉は嬉しそうにくすくす笑う。

「そうか。もちろん全部、おいしく食べさせてもらうよ」

　掠めるだけのキスをして、達哉はリビングへと向かった。吸われて少しぽってりとした唇に手を当てて、優香は小さく色のこもった息を吐いた。

　

　二週間離れていた時間を埋めるように、夕食時は二人でたくさん話をした。毎日電話もメールもしていたが、やはり直接話したいこともある。

　話に花を咲かせ、夕食に舌鼓を打つ。久々に一緒に過ごす食事を二人は楽しんだ。達哉は優香自慢の大葉味噌を大絶賛した。ご飯をお代わりまでするほどだ。

　自分の作った料理をおいしそうに食べてくれる達哉を見ているだけで幸せを感じる。

　食後の後片付けをしながら、優香は鼻歌を歌うほど上機嫌だった。達哉は出張の疲れを流したいと言って、風呂に入っている。その間に後片付けをしているわけだが、洗い物といってもシステムキッチンには食洗器がついているので食器類はあまりない。大き目のフライパンや鍋などを洗って優香は軽く息をついた。

　思い出すのは達哉からの荒々しいキス。唇の腫れも引き、温もりさえ残っていない。それでも感触は残っている。

　柔らかく、心地よく、それでいてすべてを奪われそうなほど激しいキス。頭が真っ白になるような感覚は絶頂に似ていて、優香の体の奥底に秘められた快楽を呼び覚ます。

　もう一度してほしい。いや、一度だけじゃなく何度でも。

　今までこんな風に思ったことはない。達哉との夜の生活も夫婦としての営みという意味合いが強く、淫らすぎる行為は二人とも望んでいなかった。

　しかし今は刺激が欲しい。何でもいいからと唇を指でつまんでみた。けれどそれは達哉のものとはまるで違って、気持ちの良さはまったくない。

「やっぱり、違う」

「何が違うんだ？」

　自分の呟きに答えが返ってくるとは思わず、優香は驚いてビクリと体を震わせた。振り向けばすぐ後ろに達哉が立っていた。

　どれだけ物思いに耽っていたのか。側にいることに気づきすらしなかった。

　バスローブ姿で湯上りの達哉は色気がすさまじい。火照った肌はわずかに朱に染まり、黒い髪は濡れて額に張り付いている。

　すでにコンタクトを外して眼鏡をかけているが、それがまた達哉に似合っていた。まさしくインテリの様相だ。濡れた髪をかき上げる仕草に見惚れていると、その下から覗く瞳と目が合った。

　ドキリと心臓が跳ねる。

　達哉の黒い瞳は見つめているというより、狙っていると言ったほうがいいほど鋭い光を放っている。獰猛な野生動物を思わせる輝きに無意識に後ろへ下がろうとしたが、踵がキャビネットに当たって鈍い音を立てた。

　後ろはシンクで、前には激情を抱え込んだ様子の猛獣がいる。

　本能が身の危険を知らせる。それは甘美な危険だが、一度知れば決して逃れられない。達哉から少しでも離れようとお尻を横にずらす。それを阻むようにシンクに手が置かれた。逆側にも手が置かれ、籠の鳥のように優香は達哉に捕らわれた。

「あの、私もお風呂……」

「優香はいつも綺麗でいい匂いだ」

　匂いを嗅ぐように首筋に顔をうずめられた。すんすんと達哉の鼻が鳴り、優香は真っ赤になる。職場でも家でも快適な温度に保たれるように空調がついているとはいえ、汗をかいていないわけではない。達哉に汗臭いと思われたくはない。

「ひゃん」

　首筋を舐められて思わず声が出た。

「おいしい」

「そんなわけ……」

「メイン……いや違うな。甘い極上のデザートだ」

「っ！」

　耳裏を舐められて体がビクリと跳ねる。耳に舌が這う。ゾクゾクした快感が背筋を駆け抜けた。

「あ……待って」

「待てない」

　ちゅっちゅと音をさせて耳を啄まれ、それだけで腰が砕けそうになった。シンクを後ろ手で掴み、どうにか体の平衡を保つ。

「ん……、あ、んふっ、待って」

「好きだ、優香」

　色の含まれた低い声が耳に木霊して脳に刻まれる。動悸が激しくなり頬が火照る。同時に体が熱くなってくる。恥ずかしさからくる熱さか、内からの熱がそうさせているのかわからない。

「達哉さん、待……っん」

　待ってと言おうとした言葉は、唇でふさがれた。のけ反って逃げても達哉は容赦なく追ってくる。腰を引き寄せられ、唇が深く重なる。それだけでは足りないと舌が入ってきた。歯列を撫で、優香の口内をまさぐる達哉の熱い舌。それが優香のそれを探し当てると絡められ吸われた。

　角度を変えて唇が吸われる。その時、鼻に達哉の眼鏡が当たった。途端に唇が離れる。達哉はかけていた眼鏡をキッチンの作業スペースへ置いた。

「これだけ近ければ、優香の可愛い顔も見える」

　達哉はかなりの近眼で、普段は眼鏡かコンタクトなしでは生活が危ういほどだ。それでも息がかかるほどの近さならさすがに見える。

　ニヤッと笑った達哉が、再び優香の唇に吸い付いた。

　眼鏡があったせいでほんのわずかにあった遠慮が、なくなった。

　達哉は優香の後頭部を手のひらで押さえると、グイと引き寄せた。唇が深く重なり、先ほどよりも一層深く探られる。

　静かな部屋に唇を触れ合わせる音だけが響く。小さなリップ音、水音と二人の息遣い。

　唇を合わせる。ただそれだけの行為が、激しく求められるだけでこれほど卑猥なものになるとは思いもしなかった。角度を変えて深く交わり、舌を絡ませて吸われる。呼吸もままならず息も絶え絶えで、頭が痺れたようになって何も考えられなくなる。

　いつもの優しいキスとは違う、噛みつくような激しさ。

　帰ってきた直後のキスよりもさらに激しい。口内の唾液を奪われるだけでなく、意識すらも飲み込まれそうだ。受け止めきれずに唾液が唇の端から顎を伝って流れる。

　いつもと違うその激しさに困惑する。けれど激しいキスを受け入れるだけで精いっぱいで、熱に浮かされたようにぼんやりとしてくる。自分を支えることができない優香の足ががくがくと震えた。その両足の間に、達哉は太ももをねじ込んできた。太ももを跨ぐ形となって優香は狼狽える。その足が、スカートをまくり上げて優香の股間を擦り付けた。

「…………っ！」

　押し付けられたショーツから濡れている感触が肌に伝わってくる。それはバスローブがはだけ、素足で優香に触れている達哉にも伝わっているだろう。

「キスだけで、もう濡れてる」

　唇が離れ、間近から達哉に瞳を覗き込まれた。メガネをしていても格好いいが、していないほうが数十倍格好良さが増す。その端整な顔で見つめられて、優香は視線を逸らした。

「逃げるな」

　後頭部から離れた手が、頬を挟む。そうしてまた口づけられた。

　まるで最初からやり直すとばかりに、もう一度繰り返される深いキス。唇を舐め、歯列を辿った舌が優香のそれと合わさってくちゅりと音を立てた。

　唾液を送り込まれ、それを飲み込む。達哉は優香の舌を吸い、優香のものを飲み下した。

　達哉の指が頬から首筋に滑り降り、服の上から胸をまさぐる。胸の先端がブラジャーに擦れる。たったそれだけのことなのに、優香は小さく息を吐いた。

　感じ方がいつもと違う。ただただ求められる行為に、感度が上がっている気がする。

「ん……」

　小さく喘げば、達哉はそれを見逃さずやわやわと揉みながらブラジャー越しに先端を擦る。

「待っ……」

「待てない」

　静止の声をかけるが、すべて拒否される。嫌々と首を振って、達哉の胸に両手を当てた。

「ここ……キッチンだし、お風呂も入ってな……ぃあっ」

「嫌か？」

　達哉の手が止まり、優香の瞳をまっすぐ見つめてくる。黒い瞳に激情が見え隠れしていた。わずかな理性だけで達哉は止まっている。見つめていたらその激情に呑まれそうで、優香はその瞳から視線を逸らした。

「嫌っていうか……普通、キッチンでこんなことしないでしょ」

　だから、お風呂に入ってベッドへ行こうと誘うが、達哉はすっと目を細めた。

「型破りなセックスは、嫌か？」

　その言葉に優香は目を見開いた。





４






「型……破り？」

　そんなことは考えもしなかった。

　優香にとってセックスとは男女の恋愛の果てにある、体でお互いを愛する行為だ。神聖な行為と思ってはいなかったものの、お風呂で身を清めてベッドで行うものだと思っていた。

　それを――破る。

　自慢ではないが優香はいわゆる『優等生』だった。警察にお世話になるようなことは何もしたことがない。型通りというわけではないが、それに近い生き方をしてきた。

　優香の両親は仕事で忙しく、優香の面倒を見てくれたのは祖母だった。普段は優しいが、行儀に関しては厳しかった。

　背筋は常に伸ばし、所作振る舞いは美しく。人に優しく、自分に厳しく。

　特に衣服についてはよく言われた。衣服の乱れは心の乱れ。乱れれば人は離れていくと教えられた。

　型にはまった生き方は嫌いではない。けれど祖母が亡くなり、型から外れた生き方をしたいと思った。就職もあえて正社員を選ばなかった。正社員という型にはまった形ではなく、様々な企業でいろいろなことに挑戦したいと思ったのだ。

　しかし、型から外れたり逆らってみようと思っても、行動すると勝手に体が型通りに動く。未だに頭や体の隅々に残る祖母の言いつけ。

　型を破る。

　その言葉は優香にとって魅力的なものだった。誰だって『開けるな』と注意書きのあるものは、なぜか無性に開けたくなる。禁忌だけれど、だからこそ侵したくもなる。

「型通りのセックスも悪くない。だけど、時にはそれを破ってもいい。誰も見ていない。二人しかいないこの場所で、二人だけのいやらしい蜜事をしよう」

　まるで悪魔の囁きだった。その悪魔は好きな夫で、しかもとても魅惑的だった。逆らう気力は沸いてこない。躊躇いながらも小さくうなずくと達哉は唇の端を上げた。

「じゃあ、まずは……そうだな。優香、服を脱いで」

「え？　ここで!?」

「そう。ここで脱ぐんだ。キッチンで服を脱ぐなんて、『普通』しないだろう？」

　驚く優香の目の前で、達哉は見せつけるようにバスローブの腰ひもをほどいた。襟元に手を当ててゆっくりと開いていけば、達哉の見事な肉体がその下から現れる。その仕草はまるでストリップの男優で、けれどここがキッチンだと思えばその背徳感に優香はぞくぞくと背筋を震わせた。

　いけないことをしている。それが堪らなく甘美に思えた。

　そうして優香の見ている前で、達哉はバスローブを下に落とした。

　筋トレで鍛えた筋肉。誇大するような筋肉ではなく、しなやかな柔らかさを持っている。細いが彫刻のような肉体美。細マッチョという言葉がしっくりとくる。

　それを上から順に見下ろす。大胸筋、割れた腹筋。下着の前が盛り上がっていることに気づき、思わず視線を逸らした。そうして目を上げ、その端整な顔を視界に映す。

　優香は再び固まった。

　普段よりずっと細められた瞳。その奥で淫靡な光が揺らめいている。唇には不敵な笑みが浮かび、優香を見下ろしていた。

「優香、脱いで」

　ここはキッチンで、という言葉はもう出せない。目の前の夫はすでに下着一枚の格好だ。二人で型を破ろうと言ってくれた達哉だけを裸でいさせるわけにはいかない。

　それでも目の前で脱ぐのは躊躇がある。しかし達哉はほんのわずかな距離も離れるつもりはないようだ。何しろ達哉は目が悪く、しかも今はメガネをかけていない。じっと間近から見つめられている。

　その淫靡な視線から逃れるように優香は達哉に背中を向けた。ゆっくりとトップスに手をかけて脱いだ。それを綺麗にたたもうとして、足元でくしゃっとなっているバスローブが目に入る。

　優香は脱いだ服をそのまま下に落とした。皺になるだろうことはわかっているが、たたむのが『普通』だとすれば、この行為が道を外れたことになる。

　ほんの少しの罪悪感。それがどきどきと鼓動を速め、徐々に興奮に繋がっていく。

「よくできました」

　耳元で達哉がくすくす笑いながらそう囁く。

　次いでスカートのホックを外そうと手をかければ、その腕を達哉に止められた。

「スカートはそのまま。でもショーツは脱ぐんだ」

「え？　でも」

　思わず振り返った優香は達哉の強い視線に言葉を飲み込む。

「そのほうが、いやらしい」

　黒い瞳で見下ろされる。常は柔らかく笑む瞳に、今は逆らいがたい強い光が宿っている。こういうのを見たことがある。達哉の姉がよくしている表情だ。

　持っている美貌と知識。それが自信となり、言動にも表れる。その強気な態度が無意識に人を従わせている。達哉や達哉の姉はそういった人種だ。

　一方、優香は臨時の派遣社員で上の意に沿うよう動く側の立場にある。従うことが身についていた。

「脱ぐんだ」

　特に達哉の前では逆らえる気はしなかった。頭が理解する前に、優香は自らのショーツに手をかけそのままずらす。わずかに下ろしただけで手を離せば、重力に従ってショーツは下に落ちる。足元にまとわりついたそれを、行儀悪く足で放った。

「行儀の悪い子だ。でもそんなところも素敵だ」

　そう言いながら達哉が優香を背後から抱き寄せた。ゆっくりとした動作で髪を撫でる。天辺から耳の横を通り、ひと房を掴んでその艶やかな髪に唇を寄せた。

　思わず熱い息がこぼれた。それを耳ざとく達哉が聞きつけ、耳元でくすりと笑う。

「いつもと違うな。もう感じてるのか？」

　達哉は背後から抱きしめているだけで官能を刺激するような行為はしていないのに、体は確実に感じている。彼の行為に瞳に、すでに侵された気分だ。

「優香は、こういうことが本当は好きだったのか」

　耳から入った言葉を脳が理解し、優香は身をよじらせた。頭ではよくないと否定しているのに、体はどんどん熱くなってくる。

「いやらしい子だ。こんなところで、こんな格好」

「た、達哉さんだって、裸じゃない」

　反撃とばかりに口にすれば、達哉は目を丸めそれから白い歯を見せた。

「ああ、俺も悪い子だ。二人で一緒に、淫らでいけないことをしよう」

　耳を舐めながら達哉が呟く。その声音にぞくりと背筋が粟立った。いつもより数段低い声。卑猥な言葉がその声に乗せられると心が震え、同時に体が熱くなる。

　五感すべてで達哉を感じ、それがキッチンという普通ではない場所で行われている。普通ではないことをしていて、その背徳的行為を言葉で確認させられる。

　いけないことだと理性が叫ぶ。けれど、駄目だと思えば思うほど、もっとしてみたくなる。

　達哉の手がわき腹から胸へと上がる。ブラジャーの上から胸を撫で、鎖骨、首筋へと指が辿る。くすぐったくて、快感には届かない刺激。けれど、何度も何度も指が肌の上をくすぐるたびに快感へと変わっていく。

　胸の小さな突起が立ち上がり、肌も全体的に赤みを帯びてくる。そうすると鼓動が速くなり、呼吸も乱れ始めた。

　かすかな快感ではなく、確かな刺激が欲しい。優香はもっとしてほしいとねだるように達哉の胸に背中を預けた。途端に上からくすくすと笑う声が降ってくる。

「おねだりするなんて、可愛い」

　首筋に触れていた指が優香の顎に添えられ上を向かされる。底光りする達哉の黒い瞳が射るように優香を見下ろしていた。欲情に濡れた瞳に見つめられると体の奥が騒いだ。

　近くにいる達哉の石鹸とシャンプーの香り。素肌に触れる、自分より少し高い体温。そのことを再確認してごくりとつばを飲み込めば、口内に残っていたどこか雄を感じさせる達哉の唾液の味。そして、耳からは自分を攻める卑猥な言葉。

　すべての感覚が余すことなく快感へと変わっている。

「あっ」

　唐突に胸の蕾を摘ままれて、びくりと体を震わせ声を上げる。ブラジャー越しなのに、その鋭い快楽は針のように突き抜け、体中へと散っていく。

　ブラジャーを撫でていた達哉の大きな手に、力がこもる。下から押し上げるように胸を掬い上げた。ブラジャーが上にずれ、白い胸があらわになる。布一枚といえど守られていたそれが直接空気に触れて、先端が身をすくめるように硬くなる。それをまるで解きほぐすように達哉が優しく摘まんで捏ねた。

「ここ、もう硬くなってる」

　明確な快感に優香は身を震わせた。直後、ぎゅっと強く摘ままれた。痛みと快感が体を走り抜ける。

「ああっ！」

　右手で胸の蕾を優しく摘ままれる。左手は快感を呼び覚ますように優香の肌の上をゆっくりと行き交う。うなじにキスをされて肩が震えた。意識が胸から逸れると、思い出させるかのように、時折蕾をコリコリと強く捏ねる。

「優香、下を見て」

　耳打ちされて下を見下ろす。自分の胸の上を覆うように置かれた達哉の大きな手。指がいやらしく蕾を弄っていて、視界に入ると余計に感じてしまう。

「もっと下」

　さらに視線を下げる。スカートが広がっていて、足が見える。家に帰りついた時点でパンストは脱いでいたために素足だ。その素足の内側に、しずくが垂れていた。

　透明な液体は電灯の光に反射してキラキラしている。

　それが何であるのか、すぐにはわからなかった。けれど、わかった瞬間、優香は顔を真っ赤に染めた。

　下着をはいていないせいで、自分の秘所から溢れ出た蜜が滴っていたのだ。それが太ももを伝い、足を伝って床にまで到達している。

「胸を弄られただけで、いやらしい蜜がいっぱい出てる」

　視覚を閉ざしても、足を伝う感触は皮膚に伝わる。そして耳からは達哉の低い声が、耳をも犯すように卑猥な声と息を吹きかけてくる。

　達哉の左手が優香の太ももに伸びる。スカートをまくり、中に忍び込んだ指がしっとりと濡れた茂みに触れる。そっと撫でられただけで体がビクビクと反応する。足を伝う蜜の量が増えた。

　柔らかな茂みをかき分け、指が直接秘所へと触れた。ペチャっと音がする。指を離してまた秘所に押し当てる。繰り返すたびに水音が響く。

　濡れているのは自分でもわかっていた。けれど、足を伝い床を濡らすほどまでとは思っていなかった。水音が大きくなるたびに羞恥と快感に肌が赤く染まる。

　秘所をまさぐる指が増え、水音も増える。入り口近くをもぞもぞと指が動く。ひだを辿るように伸びた指が、その上で期待に震えている花芽に向かう。けれど、指はそこには触れず、周りをやわやわと揉みこんだ。いつまでたっても肝心な部分には触れてこない。

「ん……や、そこじゃ……」

　そこじゃないと言いかけて、優香は羞恥に口を閉ざした。その途端、巧みに動いていた達哉の指が止まる。刻まれていた快楽が体中に散っていき、全身に疼きを与える。もっと欲しいと体は言っているのに、与えてくれる指は動こうとしない。

「た、達哉さん？」

　何か怒らせるようなことをしたのかと首だけで振り返れば、陰湿で淫靡な光を宿した達哉の黒い瞳と出会う。その瞳を見た瞬間、金縛りにあったように動けなくなった。獲物を前にした野獣がする、鋭く獰猛な瞳。少しでも動けば喉元に食いつかれそうで、指先さえ動かせない。

「どうした。型を破るんじゃなかったのか？」

　さらに瞳が細まる。

「どこを触ってほしいか、言って」

「ど、どこって……そんなこと」

「じゃあ、ここでやめるか？」

　意地悪く聞かれて優香は口ごもる。触れてほしい部分はわかっている。体がそう訴えてきているからだ。けれど、その場所を口にするのは憚られた。けれど達哉の瞳を見ればわかる。きっとその言葉を言わせたいのだ。

「意地悪」

　言葉にすれば達哉は驚くと同時ににんまりと笑みを浮かべた。

「優香が可愛いから、いじめてみたくなる」

　こんな風にと、達哉の指がわずかに動いた。指の腹が花芽の先を掠める。鋭い快感に優香は腰をくねらせた。その腰に硬いものが当たる。その膨らみは、自分だけが相手を求めているわけではないと教えてくれていた。

　達哉はそれを優香の腰に擦り付けた。

　いつもと違う意地悪な達哉にそれでも心がときめくのは、優香自身が望んでいるからだ。二人だけの秘密の情事。そして達哉もそれを求めてくれている。

「…………あそこを触って……ほしい」

「あそこって、どこ？」

　優香は思い切って望みを言ってみた。しかし返ってきたのはさらなる問いだ。

　問われて口を開く。けれど言葉は出ずに口を閉じる。また口を開いて閉じる。言葉は一つも出てこず、空気ばかりが口から漏れる。

　言葉にできず、優香は武骨な手を握り、その場所へと導いた。達哉の指を花芽へと誘う。指が丸い粒の上を掠めた。

「んああぁっ！」

　快感が電流となって背筋を走り脳天で弾ける。

　小指の先ほどもない小さな豆は、少し触れられるだけでもすさまじい快感を体に与える。ビクビクと体を震わせて、自分から導いておきながら腰を引いてしまう。そうすると達哉の男の膨らみにお尻を押し付ける格好となって、それもまたいやらしい。

　達哉の指は、先ほどまでそこを遠ざけていたのが嘘のように、小さな粒を集中的に弄り出した。

　武骨な指は優しいが、執拗だった。

　左右の指の腹が交互にそこを擦り上げる。快感が津波となって押し寄せてくる。両方の人差し指で行われていたその行為が中指にとって代わる。空いた人差し指でひだを割り開き、被っていた皮を剥いた。

「ひっ、あ……、やっ、それ……待って」

「だから、待てないって言ってるだろ」

　小さな豆の形を確かめるように、指がくるくるとそこを撫でさする。耐えがたい快感に優香はシンクの縁をきつく握りしめた。

　限界が近い。体がビクッと跳ね、足はがくがくと震える。

「も……駄目、達哉さん……イ、きそう」

「いやらしく啼いて、ここで――イけっ」

　達哉の指が花芽を弾いた。

「やぁっ……ん、あああぁっ！」

　目の前で火花が散ったように光がスパークし、優香は声を上げて絶頂を受け入れる。ビクビクと震え、足から力が抜けた。崩れ落ちそうになるのを、すんでのところで達哉がその体を支える。

　快楽が体中にあって、うまく力が入らない。シンクにしがみつき腰を達哉に支えられながら、優香は荒く息をつく。

　その優香の体を達哉は背後からぎゅっと抱きしめた。

「いやらしいな、優香は。凄く可愛い。でも、まだ終わりじゃないよ」

　くすくす笑う声が、優香の白くかすんだ頭の中に響いた。





５






　キッチンキャビネットに背を預けて達哉は座り込んでいた。その達哉を跨ぐ形で優香が立っている。目の前の茂みから、ぽたぽたと雫が垂れた。泉のように湧き出続ける甘い蜜。

　足に力が入らないのか、優香は先ほどからずっとシンクの縁に掴まって息を乱していた。

　キッチンが料理を作る場所だというのはよくわかっている。達哉自身はあまり料理が得意ではないため、この場所は優香のいわば『城』のようなものだ。そこで彼女を攻めまくる。

　背徳感はもちろん、刺激的で妖しく甘美。そして劣情を煽ってくる。

　達哉はその泉の奥を指で弄る。中指と薬指の二本を中に差し込んでかき回す。長い指を駆使して、優香の感じる部分を撫でて引っかいた。

　自らスカートをたくし上げ、快感に腰をくねらせる優香は見た目がかなりいやらしい。そうさせたのは達哉自身だが、その様相は想像以上に煽情的だった。

　舌を伸ばして小さな、けれどどこよりも優香に快感を与える豆を舐めとる。舌で引っかき出すように舐め上げれば、皮が剥かれてさらに感度が増す。

「ああっ！　そんな……こと、したら……」

　イキそうになったところで、達哉はすべての動きを止めた。

　先ほどからずっと繰り返している行為。優香の絶頂を封じたまま、快楽を与え続ける。狂おしいほどの快感に、優香は乱れに乱れた。

　優香はイくことを望んでいるが、達哉はそれを与えない。切ないのだろう。優香が腰を振って身悶える。

　視線を感じて見上げれば、訴えかけてくる黒い瞳が達哉を見下ろしていた。涙で潤んだ瞳は、ゾクゾクするほど加虐心を煽ってくる。

　その瞳を見つめたまま、達哉は花芽を親指で強く擦り付ける。

「あ、あああっ」

　一瞬訪れた強烈な快感に優香が声を上げる。中から溢れ出た蜜が、達哉の足を濡らしていく。

「た、達哉さん」

　優香の唇で自分の名前を紡がれる。それだけで甘い痺れが背筋を震わせる。

「もっと……して、ほしぃ……」

　優香の唇から漏れたのは、達哉の耳にようやく届くかどうかという小さな声だ。けれどその震える声が耳に心地よく、脳に欲情を植え付ける。

　優等生の優香が、こんなに乱れるところを初めて見た。与え続けた快楽で自分を見失うほど訳がわからなくなっているのだろう。いつもの淡泊なセックスでは絶対に引き出せない優香のいやらしい一面。

　正直に、もうすぐにでも突っ込んでしまいたい。けれど、もっと優香の乱れた姿態を見ていたい。

　もっと乱して、もっとイかせて、もっと感じさせて、何も考えられなくなるくらい、優香をぐちゃぐちゃにしたい。ドロドロになるまで愛したい。

　座った位置から立ったままの優香を見上げると、顔ははっきりとは認識できない。それでも色は判別できるので、その黒い瞳が見下ろしていることはわかる。その瞳から快楽による涙が出ていることも。

　達哉は目を細める。もっとはっきりと見たいけれど、眼鏡をかける時間すら惜しい。その隙さえ、優香を攻める時間に使いたい。

　達哉は顔を真正面に戻した。

　優香の大事なところが目の前にある。はっきりと毛の一本一本まで見える。その向こうにあるだろう泉を隠しているそれを唇で食む。

「ん……んんっ」

　唇で茂みを食んで引っ張る。小さな刺激だが、それでも優香は感じて腰を揺らした。舌で撫で、唾液でじっとりと濡らす。

　優香の頬を伝った涙が達哉の唇に落ちてくる。それを舌で舐めとる。かすかな塩味。唾液と一緒に飲み込んだ。優香の何もかもがおいしく感じる。

　涙の雫以上に、目の前の泉から湧き出ている蜜が飲みたい。舌を伸ばしてみるが、わずかにしか開いていない足の間には到達できそうになかった。

　達哉は優香の中から指を引き抜いて優香を見上げる。中を攻めていた刺激がなくなって、優香は困惑したような表情で見下ろしてきた。

「もっとしてほしい？」

　濡れた指で茂みを撫で、人差し指で秘裂をなぞった。

「や、ああ……んっ……欲しい」

　優香は熱い吐息と共に言葉を落とす。

「そんなに欲しいなら、ちゃんと見えるようにしてくれないと駄目だろ？」

　足を開けと暗に告げる。優香の太ももがピクリと震えた。

　優香はほんの少しのためらいの後、スカートのファスナーを下ろして脱いだ。胸に引っかかっているブラジャーも取り去る。

　下から見上げる優香の裸体は艶めかしい。美しい和毛、柔らかな曲線を描く腰、張りのある二つの胸。そのどれもが上から見ていた時とは全く違う表情を見せている。凹凸が織りなす影すらも美しい。

　顔に目を向ければ、恥ずかしげに、けれどしっかりと視線を合わせてくる。全部脱いだのだからいいだろうとその態度が告げていた。しかし達哉は首を振る。

「まだ駄目だ」

　もっと、と促す。

　優香が選べる選択肢は少ない。少し屈んで足を開くか、指でその場所を割り開くか。どちらにしても欲情を煽るものではある。

　達哉は舌なめずりをしながら優香を見上げた。

　その目の前で、優香はゆっくりと片足を上げていった。シンクに掴まる腕で膝裏を支える。

　ごくりと喉が鳴る。

　予想外だった。優香がこれほど大胆になるなど想像していなかった。

　優香は足一本で立っているものの、しっかりとシンクに掴まっているためにバランスは保たれている。転倒する心配はなさそうだった。感じすぎて足から力が抜けても、下から達哉が支えればいい。それだけの筋力をつけている自信はある。

　優香の安全を確認してから、達哉は目の前の泉に目を凝らした。片足を上げているせいで、優香の秘めたる場所がよく見えた。屈むよりも指で開くよりもずっと卑猥なその光景に、何度も生唾を飲み込む。

　この姿勢が羞恥心を刺激するのか、泉から蜜がしたたり落ちる。足を伝うそれを指で掬い上げた。そのまま秘所へと指を滑らせ入り口をくすぐる。

　いつもはその場所を守るために閉じている幾重もの花弁がぱっくりと割れて、奥まで見えていた。

　達哉は息がかかるほど近づいて、じっくりと観察する。

　薄いピンクの洞窟。その周りを飾るひだ。さらに茂みが周りを囲み、そのすべてが透明な蜜で濡れていてキラキラと輝いていた。

　その中でも最も美しく光る赤い実。鼻が触れるほど近くから見つめる。息がかかって優香が小さく喘いだ。

　もっとよく見えるようにと、ひだを指で押し広げた。赤い実がその姿をすべて現す。磨かれたようにつるりとした表面。蜜の甘い香りと相まって、唾が口内に溢れてくるほどおいしそうに見える。

　達哉はたまらずそれにかぶりついた。

「ひっ！　ああああぁぁぁっ！」

　唐突に強烈な快感を与えられ、優香が叫ぶ。痙攣するように足が震え、優香が絶頂を迎える。

　優香が絶頂を迎えても、達哉は攻撃の手を緩めない。封じてきた絶頂を解放し、さらに快楽を体に刻み付けるように攻め続ける。

　花芽を強く吸いながら、つるりとした表面を舌で擦り付けた。何度も何度も舌を往復させる。時にはねっとりと舐り、時には舌先で突く。実の形を覚えるように周りに舌を這わせ、感触を確かめるように歯を当てる。

「優香のここは、甘くてうまいな」

「そ、んな……こと……なぃあっ……ひぁっ、ああぁ」　

　絶頂に次ぐ絶頂に優香は苦しげに息を吐く。それでもやまない快楽。許しを請うように名前を呼ばれるが、それは逆に達哉の劣情をこれでもかと煽ってくる。

　指を泉に沈める。二本同時に入れても難なく奥まで入り込んだ。中をかき回し、指を曲げて壁を擦り付ける。蜜が垂れて達哉の拳を濡らしていく。

「もう……駄目…………達哉さん……駄目！　おかしく……なっちゃう」

　指で届く範囲を余すことなく擦ってまわり、達哉は勢いよく指を引き抜いた。プシュッという音とともに潮を吹き、同時に蜜が達哉に降り注ぐ。

　最後の仕上げとばかりに、花芽を強く吸う。

「やぁああああぁぁっっ」

　喉を反らせて声を上げ、優香が体を揺らした。足から力が抜ける。崩れそうになる優香の体を達哉が支え、自分の腕の中に迎え入れた。

　数え切れないほどイかされ、優香の呼吸は乱れていた。自分でその状況に追い込んでおきながら、達哉はその背中をいたわるように撫でる。

「たくさんイったな」

　優香は深呼吸を繰り返しながらうなずく。言葉を発する気力もないようで、そのことに達哉は苦笑する。

「でも、まだ終わりじゃない」

　優香が呼吸さえ止めて達哉を見下ろしてくる。

　鼻が触れ合う距離まで近づけば、優香の表情がよくわかる。

　快楽を越えた苦痛がまだ与えられることによる怯えと恐怖がないまぜになった表情。そして苦痛の先にある、さらなる快感を期待する喜び。

　達哉はにやりと笑うと、腹につくほど反り返った怒張をゆっくりと優香の秘所に擦り付けた。

「今度は俺を感じて……俺の腕の中でイけ」

　ずぶりと自身を一気に埋め込む。

「はっ……あ、んあああぁっ」

　指では届かない最奥を穿たれ、それだけで優香は達した。体がビクビクと震える。

「くっ……ぅああ」

　あまりの熱さに達哉も呻いた。二週間前にした時とは明らかに違う。剛直が燃えるように感じるほど熱い。しかしその熱さがさらに剛直をいきり立たせた。中で膨張し、身を硬くさせる。

「んやっ、大きく……なってる」

　蜜路をみっちりと埋めているモノが質量を増やしたことに、優香が困惑と歓喜の声を上げた。

　達哉はその小さな唇を唇でふさぐ。熱い舌を絡めさせ、溢れる唾液を飲み下す。まるで蜜のように甘い唾液は、媚薬でも含んでいるかのように体をさらに熱くさせる。

　血管の中をマグマが流れているかのように熱く感じられ、肌の上を汗が流れた。

　優香も熱い呼気を漏らす。それを飲み込むように唇を深く合わせる。

　吐き出す息も流れ出る唾液も、すべて飲み込んでしまいたい。意識すらも飲み込んで、自分のことだけを考えるように仕向けたい。

　いや、何も考えられなくなるくらい、彼女を愛し、愛されたい。

「愛してる」

　思いの丈が唇の隙間からこぼれた。優香が嬉しそうに微笑んで、自ら唇を求めてきた。それに応えながら、達哉は腰を揺らめかせた。

「んっ！」

　剛直が壁に擦れて卑猥な水音を奏でた。優香が快感に身を震わせると、達哉は途端に動きを止める。

　快感が唐突になくなって、はっきりとした不満をあらわにする優香に、達哉は不敵な笑みを見せた。

「いやらしい子だ。こんなに物欲しそうにねだるなんて」

「欲しいの、達哉さんが」

　優香の直球的な物言いに、達哉の理性が飛びかけた。

　このままここで組み敷いて腰を激しく打ち付け優香を攻める。それはきっと最上の気持ちのよさだろう。しかしここはベッドではなく、下は硬いフローリングだ。そこに優香を横たえて突っ込めば、肩や背中やお尻がフローリングに擦れて傷ついてしまう可能性が高い。

　優香の白い肌に傷がつくことを想像し、達哉は千切れそうな理性を取り戻す。

　虐めたいと思ってはいても、それは心や体に傷をつけたいということではない。卑猥な言葉と行動で、優香の羞恥心を煽ってその肌を赤く染めたいだけだ。

「……欲しいの」

「じゃあ、自分で動くんだ。淫らに腰を振って、気持ちよくなればいい」

　優香の頬がカッと赤く染まる。

「ちゃんと見ててやるから、動いてみせて」

　快楽を誘うために、二人が繋がっている部分を指で辿る。爪先が花芽に触れて優香が大きく身を震わせた。

　しばらく待っていると、優香が達哉の肩に手をかけて腰を動かし始めた。最初は前後に腰を擦り付けるように、次いで上下に体を揺する。

　快楽を求めて優香はだんだんと激しく腰を使いだした。繋がった部分から二人の体液が混じり合う水音がする。

　眼鏡をしていないせいで結合部分はよく見えない。けれど水音と優香の甘い吐息が想像をかきたてる。逆に見えない分よけいに妄想が膨らんでしまう。

「優香のここ、俺のを咥えこんで涎を垂らしてる」

　繋がっている部分を指で探る。指にまとわりつくのは粘ついた液体で、優香が感じていることを教えてくれる。

「あっ！　そんな、恥ずかしい……こと……あっ、い、言わない…………で」

「でも、本当のことだろう？　ほら今、中が締まった」

　剛直をぎゅうぎゅうと締め付ける圧は、卑猥な言葉を口にすればするほどきつくなる。優香自身も気づいているはずなのに、羞恥からそれを認めようとしない。

　達哉は優香の胸に手を伸ばした。ゆさゆさと揺れるその中心で硬くなっている蕾を指で探り出し、きゅっと摘まむ。

「あんっ」

「ここだって、感じて硬くなってる」

　くりくりと弄れば弄るほど蕾は身を硬くし、優香は身悶えながら腰を振る。

「ほら、感じてるんだろ。気持ちいいんだろ。もっとしてほしいって、言って」

　腰の動きが速くなる。優香は言葉にできない分を行動で示してきた。達哉は目を細めるとフローリングに両手をついた。そうして優香の動きに合わせて腰を突き上げる。

「ひあぁっ」

　ガツッと最奥を突いた衝撃が剛直にも走る。それ以上に優香は感じているはずだ。優香が快感に震えている間にも腰を幾度か突き上げた。

　最奥を突き、揺さぶり、中をかき回す。腰を上下左右に動かして優香を下から攻める。達哉から与えられる快楽に、優香は自分で動く余裕はなくなっていた。

　その攻撃の手を唐突に止める。

「あ……」

　優香が声を上げた。黒い瞳が達哉を見てくる。そこにありありと欲情とそれを上回る不満が見て取れる。

「こんな時は、なんて言うんだ？」

　にっこりと笑って見せれば、優香は眉を八の字にして狼狽える。

　繋がったまま、中で剛直をほんのわずかに動かした。優香がピクリと反応する。また動かすと肩を揺らした。

「ん？」

　首を傾げて優香を見上げる。

「……意地悪」

「俺はこんなに恥ずかしい言葉を並べてるのに、優香は言ってくれないのか？　二人でいやらしくなろうって、言っただろ」

　優香がさらに眉を下げて、口をへの字に曲げる。その唇に触れるだけのキスをする。

「…………して、ください」

「ん？」

「もっと……優香のここを、いっぱい……突いて、ぐちゃぐちゃにして、ください」

　言い終わると同時に優香が両手で顔を覆う。隠れていない頬や耳が、真っ赤になっていた。

「よくできました。俺の可愛い奥さん」

　達哉は腕に力を込めると、優香を乗せたまま腰を持ち上げる。ぎりぎりまで持ち上げ、そして勢い良く腰を落とす。密着していた体が一瞬離れる。そして再度突いた。

「あうっ!!」

　重力と下からの突き上げで、優香の最奥のさらに奥に剛直の先端がぶち当たる。そのままガツガツと奥を攻める。

　優香は声を上げて啼きながら、それでも達哉の動きに合わせて腰を使いだす。肉同士がぶつかる音と二人の激しい息遣い。そして水音が絶え間なく響く。

「き、もちいい……ああっ、気持ちいい！　も、イ……っちゃう」

「俺も、もう……もたないっ」

　全身の血が沸騰するかと思うほど熱くなり、その熱さが腹に集まる。一か所に集中した熱が、解放を求めて剛直の先端へと昇っていく。

「ああああぁぁぁっ!!」

　優香が叫ぶと同時に中が一気にぎゅっと締まった。それに刺激されて、達哉も欲望を一気に解き放った。

　熱いしぶきが剛直から飛び出し、優香の中へと吐き出される。自慰ではなく、愛しい妻の中に出した大量の白濁は、二人の繋がった部分から溢れて漏れ出でた。

　荒い息を整えていた達哉の目にも、それはなぜかはっきりと見えた。二人の間から漏れだす白濁は、達哉の欲望そのものだ。

　好きで好きで、愛おしい妻。その体を味わい、愛した証。

　そう思った瞬間、心臓がドクリと脈打った。熱い血潮が体内をめぐる。

「た、達哉さん……」

　優香が達哉の変化に体を震わせた。達哉も自身の変化に気づいていた。性を解放したばかりの肉の棒が、再び怒張し始めていることに。

「はぁ……」

　熱のこもった息を吐いて、達哉は苦笑する。

「まだ、終わりじゃない」

　達哉はにこりと笑って見せた。

　優香の腰を左手で支える。右手でシンクの縁を掴んだ。

「優香、俺に掴まって」

　優香は目を瞬かせながらも素直に従う。しっかりと掴まったことを確認して、足と右腕に力を込める。

「きゃうっ」

　その場から立ち上がった達哉の首にしがみつきながら優香が啼く。重力に従って下がった体が、達哉の剛直にずぶりと刺さったのだ。繋がったままだったことを理解して優香が抜こうと腰を上げる。しかしそうはさせまいと達哉は両手で優香の腰を自身にしっかりと押し付けた。

「やっ、あんっ……駄目。落ちる」

「大丈夫。落とさない」

　普段からダンベルを使って筋トレをしているせいで、体にはしっかりと筋肉がついていた。女性を抱きかかえるくらいは簡単にできる。

　優香を抱えたまま、達哉は足を寝室へと向けた。

　足を踏み出すたびに剛直が奥深くまで突き刺さり、優香が小さく喘ぎ声を上げる。それが可愛くて、ほんの少しの距離だが、小刻みに動いたり大股で歩いたりと振動の大きさを変えて歩いた。

　寝室のベッドに優香をそっと降ろす。

「んあっ」

　ベッドに降ろした衝撃で剛直が擦れ、優香がびくりと震えた。そのまま達哉は優香に覆いかぶさった。唇を合わせて見下ろす。

　期待と不安がないまぜになった表情。思わず舌なめずりするほど欲情はまだ体の中に渦巻いている。

　下は柔らかなベッドで、優香が傷つく心配はない。遠慮する必要は、なさそうだった。

「じゃあ、第二回戦と行こうか」

　宣言して達哉は腰を強く押し付けた。
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　啼き、喘いで、声が枯れるまで優香を攻め続けた。今は精魂尽き果てた表情でベッドに沈んでいる。

　頬に残る涙の跡を指で辿る。

「少し、やりすぎたかな」

　今更ながら、達哉自身が快楽に支配されていたのだと知る。理性などとっくに千切れていたらしい。

　最愛の妻を愛せる喜びに、歯止めがきかなかった。まさか二回戦どころか、三回も四回も求めてしまったことに達哉自身が驚いていた。

　溜まっていたというよりも、愛しい人に触れられる喜びが剛直を萎えさせることなく力を与え続けたように感じる。そのとどまらない欲情に身を任せたせいで、優香は最後には気を失ってしまった。

「はあ」

　体の中の熱を吐き出すようにため息を吐いた。

　今思えば、これまでのセックスは本当に体を繋げるだけの淡泊なものだった。身を寄せあい快楽を得て解き放つ。それだけだった。

　しかし今回は違う。体が燃えるように熱く、優香をいつまでも求めた。好きだと、愛おしいと思うだけで勃つ。そのことに自分でも驚いた。けれどもっと驚いたのは優香が嫌がるどころか、それを受け入れてくれたことだ。

　激しく求める達哉に応えるように、優香は淫らに乱れた。

　二人の出会いはお見合いだ。だから出会ってから一年。優香にはいまだに少し遠慮がある。そんな優香の初めての姿に驚き、感動し、溺れた。

　達哉は再度息を吐いた。

　優香を見初めてから一年と少しが経つ。

　得意先の営業回りで土曜日に商業施設を訪れていた時に優香に出会った。いや、出会ったというよりもこちらから一方的に見ていただけだ。

　その商業施設は様々な店舗が入っているために巨大で、買い物するにはいいが一度離れ離れになれば見つけ出すのが困難な場所だった。友達同士ならスマホで連絡が取りあえるだろうが、幼い子供はそうはいかない。

　小さな女の子が通路の端で泣いているのを見かけた。一目で迷子とわかるのに、気になるそぶりは見せても誰も立ち止まろうとはしなかった。達哉もその一人で、誰か声をかければいいのにと思いながら自分ではそうしなかった。

　実の父親でも泣いている子供を連れていると怪しまれる。誘拐か虐待かと白い目を向けられ、居たたまれない気持ちになる。見ず知らずの子供なら猶更だ。

　仕事の途中だからと自分に言い訳をしながら目を逸らして背を向けた。しかし歩き出そうとした足は動かず、一瞬の躊躇の末に振り返った。

　やはり放っておけない。

　少女の元へと目を向ければ、一人の女性が少女の側に膝をついていた。それが四十物優香だった。

　優香は優しく語りかけながら、持っていたハンカチで即席の人形を作って見せた。その手つきが鮮やかで、感心したのを覚えている。子供がハンカチで作り上げた人形に目を輝かせると、優香も弾けるほどの笑みで応えた。泣きやんだ女の子と手を繋いで歩く姿は年の離れた仲のいい姉妹のようだった。

　慣れた行動は、彼女があの少女以外にも迷子の子供に声をかけていることを思わせた。

　自分にはない行動力に呆気にとられた。ほんの数分の出来事だったのに衝撃的だった。しかしそれが彼女にとっては何でもない日常の風景なのだ。

　些細な出来事、一瞬の光景。なのに脳に焼き付いていた。彼女の行動とあの笑顔が。

　そんな彼女を社内の食堂で見かけたときは目を疑った。そして運命だとも思った。

　気にかけだすと、彼女の噂はすぐに耳に入ってきた。

　職場ではいつでも明るく笑顔で対応する。いい意味でお節介焼き。人を良く見ていて忙しい人の仕事を手伝い、ミスした人へもさりげなくフォローをかかさない。周囲の状況をいち早く理解し、あれこれと気を遣う。年齢も肩書も関係なく、分け隔てなく誰に対しても笑顔で優しく接しているという。

　当たり前のように人に優しくできる。それは達哉の目指す人柄であり理想だった。しかも毎日持参しているお弁当は手作りで、彩りもよく何より旨そうだという。

　見るたびに、聞くたびに惹かれていった。その優しさに惚れ、美しい立ち居振る舞いに見惚れた。

　美しい女はいくらでもいる。優しい人も。家庭的なのに自立している女性。そんな人に出会ったのは初めてだった。

　暴君そのものの姉を見て育ったから、人には優しく接した。自分が苦しくなったとしても、人には無理をさせないようにした。自分のものは奪われるので、あらゆるものに執着しなくなった。そのせいで女性とも深い関係にまで発展しなかった。言い寄ってくる女性は大抵どこかが姉に似ていて身を引いた。彼女に執着しなさ過ぎて振られたことだって何度もある。

　達哉自身料理が苦手なために、そういった女性には憧れがあった。料理上手で優しくしてくれる人に好意を抱いたこともある。けれどやはり執着はしなかった。

　しかし優香だけはどうしても欲しいと思った。誰にでも優しく、料理はもちろん家事全般が好きで、なにより所作と振る舞いが凛として美しい。内面からにじみ出るすべてが輝いているように見えた。こんな女性にはもう二度と出会えないと思った。

　声をかけようとして、どう声をかけていいのかわからなくなった。

　優香は社内でも人気があり、独身の男性社員は皆狙っているらしい。すでに数人が声をかけて玉砕しているという噂もあった。

　達哉に言い寄ってくる女は掃いて捨てるほどいたが、自分から望んで声をかけたことはない。運命の人だと思った女性から断られる未来を想像して、声をかけられないまま日々が過ぎた。

　そうこうしている数日の間に優香の契約期間は終わりを迎え、唐突に達哉の前から彼女はいなくなった。

　声をかけるチャンスはあったのに、それをすべて取り逃したのは達哉が二の足を踏んだせいだ。

　後悔で鬱々とした日々を過ごした。日を追うごとに優香への想いが募り、街中で彼女の姿を探してみたりもした。もちろん見つかるはずもなく、失意の底に沈む。昼間は仕事に打ち込むことで忘れていても、自宅に帰ってベッドに入れば猛烈な焦燥感に苛まれた。

　もういっそのこと人事にどんな手を使っても聞き出してやろうかと思い始めた矢先、近所の表札に彼女の名前を見つけた。

　『四十物』という珍しい名前。そうそうあるものではない。

　母親を通じて調べた結果、優香に繋がった。

　近所の四十物家は優香の叔母夫婦ということだった。お互いにいい歳の娘がいるという共通点があり仲もそれなりにいい。

　もう後悔はしたくなかった。

　すぐに母親へ出会いのセッティングを頼んだ。母親にはいぶかしがられたが、近所でも品行方正の噂で通っていた達哉を四十物夫妻は好感触で受け止めてくれた。

　すぐに話がまとまり、お見合いの場所であるホテルへ行くときには心はもちろん足も震えていたのを覚えている。

　優しく紳士的にふるまい、好感度を上げた。繋がりを断ちたくなくて、積極的に動いた。優香の両親にも好感を持ってもらえるようにできるだけのことをした。そして四十物夫妻に取り入り、周りを固めていった。

　そうしてようやく妻として迎えることに成功した。

　長女として甘えることが苦手な優香をべたべたに甘やかした。責任感が強く、家事を何でもそつなくこなしてしまう優香をあらゆる場面で手伝った。

　未だに二人きりでいると緊張している素振りがある。しかし今夜見せ合った姿態は、二人の距離をさらに近づけてくれるに違いない。

　いやらしい二人だけの蜜情。

　いろんな場所で、いろんな形で、これからも優香を甘やかしドロドロになるまで愛する。

　それを想像し、達哉は唇をゆがめた。
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　ゆっくりと意識が浮上する。瞼の裏を染める明るい光に、優香はようやく目を覚ました。

　ぼんやりする視界に見えるのは白い天井。周りを見渡せばそこは寝室だった。思考回路はぼんやりしていて、うまく考えがまとまらない。

　体を起こそうとして、猛烈にだるいことに気づく。泳いだ後のように、全身の筋肉を使ったようなだるさだ。

　瞬きをゆっくり二回繰り返し、首を巡らせて横を見る。白い枕には主はおらず、もぬけの殻だった。

　常にはそこで眠っている主のことを考え、そして優香は顔を真っ赤に染めた。

　昨夜のことを思いだしたのだ。

　キッチンでたっぷりと愛されたことを。『普通』ではない型破りなセックスをしようと言われて、さんざん啼かされた。寝室へ場所を変えて、様々な場所をじっくりと見られ、舐められ、弄られ、キスをされた。それこそ頭の天辺から足の先まで。

　体位を変えて何度も中に出された。声が枯れるまで喘がされた。全身くまなく愛されて、記憶を失うほど攻められて、そしてそのまま眠ってしまったらしい。

　シーツは綺麗になっているし、体も綺麗に拭かれてパジャマに着替えている。激しい記憶を思い出さなければ、何事もなかったかのように整えられた寝室。

　けれど優香は――体は覚えている。

　耳の奥に残る低い声。肌に残る指の感触。間近から見下ろしてくる熱い視線。達哉の肌と汗の匂い。何もかもが鮮明で、だからこそ恥ずかしくそして嬉しい。

　求められるのがこれほど嬉しいとは思わなかった。

　セックスは男女が体を重ねて子を成すことだと思っていた。あれほど熱く求められるものだとは思わなかった。

　好きだから求められ、好きだから淫らに求めてもいいのだと、初めて知った。

　昨日初めて知ったばかりなのに、体はもうすでに達哉を求めている。別にセックスがしたいわけではない。ただくっついていたい。体のどこかに触れるだけでもいい。

　優香はゆっくりと体を起こした。あちこちに鈍い痛みが走るが、立てないほどではない。

　寝室の扉を開けると、ベーコンの焼けるいい匂いが鼻をくすぐった。その匂いに誘われるままキッチンに向かう。

「優香」

　すでに衣服を整えコンタクトをした達哉が優香に気づいて満面の笑みを浮かべる。

「おはよう？」

　時計を見れば十一時過ぎで、思わず聞く形になってしまった。達哉は目を丸め、そして二人同時に笑う。

「こんにちは、なんて他人行儀だから、おはようでいいんじゃないか？」

　くすくす笑う達哉はいつもの優しい彼だ。

　キッチンに入り、達哉の後ろから何を作っているのだろうかと手元を覗き込む。

　フライパンには少し焦げたべーコンと目玉焼きが三つ焼けていた。達哉はそれを皿に移していく。皿に移すとき、黄身が破けて中身が飛び出したのはご愛嬌だ。

「うん。俺が作ったわりには、おいしそうにできた」

　潰れてしまった黄身を箸で真ん中に寄せながら呟く達哉に、優香は再び噴き出す。

「優香が作ったら、もっと上手いんだろうなぁ」

　日常で交わされるごく普通の言葉。しかし耳に届いたその言葉に、優香はピクリと肩を震わせた。

『優香のここは、甘くてうまいな』

　昨日この場所で囁かれた言葉。

　このシンクに掴まって快楽を与えられた。キッチンという、普段は料理を作るこの場所でいやらしいことをさんざんした。

　いけないことだった。けれど、蕩けるほど甘美で、気持ちよかった。

　シンクを指で辿る。とくんと心臓が音を立て、体の奥がカッと熱くなった。

「何を、考えてるのかな？」

　低い声が耳元で聞こえ、はっとして振り返れば、楽しそうに微笑む達哉の黒い瞳に合う。昨夜のように獰猛な猛獣のようなものではないいつもの達哉だが、射すくめられたように動けなくなってしまう。

「料理が苦手な男は、駄目？」

「え？　ううん、そんなことない！　このベーコンエッグ、おいしそうだよ！」

「それはよかった。とにかく食事にしよう。お腹減っただろう？」

　言われて優香は急に空腹を覚えた。まるで催促するように、お腹が小さく鳴る。思わず胃のあたりを押さえた優香に達哉は我慢できないと噴き出した。

「簡単なものだけど、どうぞ召し上がれ」

　テーブルにつき、少し焦げたベーコンエッグを二人で分け合って食べた。

　塩辛く、焦げた味。それでも二人で食べるとおいしく感じた。

　

　食後のコーヒーを一口飲んで、優香は小さく息を吐いた。食後だからとブラックにしたが、やはり砂糖を一杯だけでも入れるべきだった。甘党の優香にとっては、豆から挽くコーヒーは少し濃すぎる。

「どうした？」

　即座に聞いてきた達哉に、優香は「苦い」とだけ口にする。それに達哉はふわりと笑い、優香の頬に大きな手を添えた。

「昨日無理させたから、体が辛いのかと思った」

　言葉の意味を理解するのに数瞬かかった。意味が分かってからは、顔が赤くなる。

「だ、大丈夫」

　恥ずかしさから視線を逸らす。

　起きた当初は体もだるかったが、食事を食べ終わったあたりからは元気になった。達哉が心配するようなことは何もない。

「自分でもびっくりしたよ。二週間離れるだけで、我を忘れるほど優香に溺れるとは思わなかったから」

　言いながら、達哉は優香の瞳を覗き込んでくる。

「謝ろうと思ったけど、やめた。だって、またしたいと思ってるから」

「え!?」

　驚いて優香は達哉をまじまじと見た。紳士的な態度は崩れない。しかし黒い瞳にほの暗い劣情の光が見えて、優香はつばを飲み込む。

　あの夜の行為が脳内で再現されて体が奥底から熱くなる。

　心が乱れれば人は離れていく。昨夜は心どころか、体まで乱した。けれど達哉は相変わらず横にいてくれる。しかもさらなる甘美で魅惑的なお誘いまできた。

　乱れても、いいんだ。

　そう思うと、子宮が疼いた。

「もしかして、嫌だった？　それとも怖かった？」

「そんなこと、ぜんぜん思ってない！」

　達哉の言葉を、かぶりを振って否定する。

　昨夜の出来事は優香にとって初めての経験だった。いけないことをしようと耳打ちしてきた悪魔の誘惑は甘く刺激的で、そしてとてつもない快楽を与えてくれた。

　あんな風に快楽に溺れるような感覚は、生れて初めてだった。羞恥とそれを上回る快感に身を震わせ、その行為に陶酔した。

　最後には気を失ってしまったが、物凄く気持ちよかったし、なによりあれほど強く求められて嬉しかった。

「じゃあ……どうだった？」

　耳元で囁かれて、優香は頬を赤らめた。手を膝の上でキュッと握りしめる。

「き……」

「き？」

「気持ち、よか……った」

　自分の言っていることが恥ずかしくなって、両手で顔を覆う。頬が異常なほど熱を持っていて、顔中に血液が集まっているのがわかる。恥ずかしくて、達哉の顔を見ることすらできない。

「そうか。それはよかった」

　ほっとしたような声と同時に、優香の頭に達哉の手が乗る。ゆっくりと頭を撫でられて、優香は指の隙間から達哉の顔を見る。

　目が合うとにこりと笑った。

「それで、体は本当に大丈夫？」

「うん。少しだるいだけ」

「本当に？」

「うん」

「辛くない？」

「うん」

「どこもなんともない？」

「うん」

「今夜もしていい？」

「うん…………え!?」

　返事をしてしまってから驚いて振り返る。達哉は実に楽しそうな笑みを浮かべている。細められた黒い瞳には、昼間だというのに淫靡な光が宿っていた。

「今夜もいけないこと、しよう？」

　耳に流れ込んでくる悪魔のささやき。一度陶酔するほどの快感を刻まれた体は、すぐにそれを思い出して熱くなる。

　心臓がとくりと鳴り、生唾を飲み込む。

「…………うん」

　優香は小さく、それでもしっかりとうなずいた。
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　密室――

　その部屋には窓もドアもあるが、そのすべてを閉めてしまえば外の騒音は聞こえてこなくなる。高層マンションの上層階では人の声は聞こえてこないが、車や飛行機の音は反響して耳に届く。しかし今は採光を取り入れる大きな窓には鍵が掛けられ、厚いカーテンに覆われていて外の様子さえわからない。ドアも閉じられ、その部屋は密室になっていた。

　外の音が聞こえないということは、部屋の中の音も外には漏れないということだ。テレビの音も少々音量を上げたくらいでは隣には響かない。その防音効果が気に入ってここに住んでいるのだと達哉は語っていた。

　テレビの音も響かないのだ。人の声など通るはずもない。多少大きな声を上げても、隣には聞こえない。だからこそ、優香は耳を指でなぞられて、あられもない声を上げた。

「あっ……んっ」

　達哉に触れようとして伸ばした手が空を切る。どこにいるかわからない達哉を探して手を彷徨わせた。

　優香は今目隠しをされた状態でベッドの上に座っていた。すでに衣服は取り去られ、下着すら身に着けていない。優香の体に巻き付けられているのは、目元の黒いタオル一枚だけだ。

　視界が奪われた状態で、達哉の愛撫を受ける。

　最初に聞かされた時は驚いた。けれど目隠しをするだけならと承諾した。が、その効果は想像以上だった。

　目から入ってくる情報が遮断されると、他の感覚器官が鋭くなる。

　達哉の少し興奮気味の息遣い。男性特有の肌の香り。ベッドの周りをウロウロしながら時折優香に触れてくる達哉の気配。

　いつもは認識することもない些末な情報の一つ一つが鋭敏に感じ取れる。

「やんっ！」

　二の腕を撫でおろされただけなのに、肌が敏感に達哉の手のひらを熱を感じ取る。まるでそこから熱さを与えられるように、体の中心に熱が蓄えられていく。

　感度がいいと達哉には言われたことがある。自分ではそう思っていなかったが、達哉が触れてくる手に心底感じてしまう。少し触られただけで体がびくりと反応する。あられもない声が口から洩れ、体の奥から何かがとろりと湧き出してくる。

「いやらしいな、優香は。もうシーツが濡れてる」

「嘘!?」

　驚いて両手で股間を探ってみた。しかし湿った感覚はあるものの、蜜が流れ出した形跡はない。

「う・そ」

　くすくす笑われて優香は唇を尖らせた。

「今の優香の格好、そそるね。自分で自分の大事な場所を弄ってる」

「なっ!?　ち、違うっ！」

　上げようとした両腕が掴まれた。いつの間に背後に回ったのか、達哉に抱きすくめられ両手を押さえつけられている。

「離しちゃ駄目。そのまま、触ってて」

「な、なんで」

「そこがじっとりと濡れてくるのを、指で感じて」

　耳をぺろりと舐められた。肩が震える。

　優香の腕を押さえつけていた達哉の手が、肌を滑るように二の腕まで這い上がる。そのまま肩を通って首筋、顎を辿り、髪を撫でおろす。そうしてまた肩から腕へと降りていく。

　荒い鼻息が耳にかかる。耳を食まれて喉を反らした。そのままちろちろと舐められて、甘いため息が出る。

「可愛い」

　耳をくすぐる低い声。鼓膜にも性感帯があるのではないかと思えるほど心地よく響く低い声に、心も体も感じてしまう。

　達哉の筋張った手は優香の腕を往復している。さわさわと心地よく、それでいてどこか官能的な動き。

「あっ！」

　長い指が胸の先端を掠めた。予想していなかった快感に、体が大きく震える。その震えを感じ取って、達哉がくすりと笑う。

　達哉もすでに裸で、触れあっている肌は優香の小さな動きや震えさえも知られてしまう。それが恥ずかしい。

「感じてるの？」

　聞かれれば首を振って否定する。秘所に触れている指にはまだ蜜は垂れていない。まだ感じていない、はずだ。

「じゃあ、感じさせてあげる」

　腰から脇を指が辿っていく。胸の縁、他よりもほんの少し柔らかなそこを擦られた。快感には至らないもどかしさが優香の腰を揺らめかした。

「感じた？」

　問われて首を振る。

「じゃあ、ここは？」

　そう言いながら、達哉はどこにも触れてこない。目隠しされているので、達哉の手が今どこにあるのかわからない。いつどこに触れられるのかわからず、優香は首をすくませた。

　そのうなじに柔らかなものが触れた。温かな達哉の唇。そこから熱い舌がうなじを舐め上げる。

「ん……」

　小さく声を上げた時、達哉の手が優香の胸に触れた。脇から差し込まれた達哉の手を、腕と胸で思わず挟み込む。彼の手が胸に押し付けられる。

「んふっ」

　自分で押し付けておいて、その手で感じてしまったことに優香は赤面する。挟み込んだ手を離すべきかどうか迷っている間に、達哉の指がやわやわと動き出した。

　胸の周りをさすり、円を描くように中心に向けて指が滑る。先端近くまできた指は、肝心なところには触れず脇へと戻っていく。

「はぁ、あ……」

　繰り返されるたび甘い声が出る。秘所に触れている指が湿り気を帯びていく。気を逸らすように優香は首を振った。

「感じているのを隠すなんて、いけない子だ」

　何もかもバレているのか、達哉がそう口にする。優香はただ首を振り続けた。

「じゃあもっといけないことをして、感じさせてやる」

　達哉の指が動きを変えた。

　胸の先端の上を人差し指が掠める。ついで中指、薬指、小指と続く。通り過ぎていった指がまた小指から順番に通り過ぎる。弦楽器を弾くように、胸の先端を掠めていく長い指。両方の指が、両方の胸の先端を掠めていく。しかも触れるか触れないかのかすかな摩擦は、少ない刺激なのに、確実に優香に快感を与えてくる。

「あ、ああ……あっ…………んふぅ」

　指が先端を掠めるたびに甘い声が出る。そしてそのたびに指先に感じる湿り気が増えていく。

「ん……やだ」

「濡れてきたんだ」

　達哉は優香の変化にすぐに気づく。それはいつも優香を見ているからだとわかってはいるが、こんな時はすぐ知られてしまうのは恥ずかしく、困る。

「濡れて……ない」

「嘘つき」

　言葉と同時に達哉が胸の蕾をきゅっと摘まんだ。

「あ！」

　体がビクリと跳ねる。そのはずみで、指が秘所の入り口を擦った。もう隠すことができないほど濡れている。触れている指は第二関節まで濡れていた。

「俺の愛撫に感じてるんだろ？　あそこが濡れるくらい」

　下から掬い上げるように胸を揉みこむ。熱い息が耳にかかりくすぐったい。舐められれば腰が跳ねた。

「ここも色づいて、硬くなってる」

　先端を引っ張りながらくりくり摘ままれる。小さな痛みとそれを超える大きな快楽に背が反る。そんなつもりはなかったのに胸を差し出すような格好になり、心得たとばかりに達哉の大きな手が卑猥な動きで胸をまさぐった。器用に親指と人差し指は蕾を捏ねながら、手のひらで胸全体を揉みこむ。

「……あ、やっ……ん、やだ」

「何が嫌？」

「キス、して」

　達哉がいるだろう背後を振り返って優香は唇を尖らせた。その先にちょんと柔らかく温かいものが触れる。すぐに離れていく唇に、優香はさらに唇を尖らせた。

「もっと」

「おねだりが、上手になってきたな」

　くすっと笑う声がしたかと思うと、背後から達哉の気配が消えた。急に背中の支えがなくなり、そのままベッドに押し倒された。

「じゃあ、ご要望にお応えして」

　ちゅっちゅっと啄むようなキスが、すぐに深いものへと変わる。ちゅるっと音を立てて舌が入り込んでくる。口内を探ってあちこちをくすぐり、舌を絡めて舐られる。

　キスの時はいつも目をつむってしまう。同じように視覚が閉ざされていても、感じ方はいつも以上だった。

　くねる舌の動きの一つ一つさえ意識してしまう。口内を動き回る舌が、優香に快感と熱を与えていく。

　頬から顎を辿っていた指が首を通って鎖骨に至る。細い鎖骨を指が何度も往復する。何でもない行為がキスと相まって極上の愛撫に変わっていく。

　胸が揉まれて吐息が漏れそうになる。その吐息も達哉の唇に吸い込まれた。

　達哉の指は武骨で大きく、けれど繊細な動きで優香を追い詰めていく。まだ胸しか触られていないのに、秘所はびしょびしょだった。

　優香は達哉の言葉を守って、両指はいまだに秘所に触れている。その指が溢れてくる蜜の存在を鮮明に教えてくれている。気持ちのいいところを擦られるたびに、ジワリと蜜が溢れてくる。

　自分が達哉の愛撫に感じている。それがはっきりわかって恥ずかしい。けれど達哉が優しく愛撫してくれているのもわかり、じわじわと嬉しさがこみあげてくる。

　もっと達哉に愛されたい。達哉の愛撫に陶酔し、素直に感じたい。その快楽に酔い、溺れてみたい。

　優香は秘所から手を離し、覆いかぶさる達哉の首に腕を回した。自ら引き寄せて唇を強く押し付ける。達哉の舌に自身のそれを絡めた。

　達哉から遠慮がなくなった。口内を探っていた舌が所狭しと暴れまわり、優香を翻弄する。なんとかついていこうとするものの、呼吸が乱れていくことを止められない。

　優香自身が引き寄せたというのに、今度は達哉の肩を押して離れるように催促する。もちろんそんなことで離れるような達哉ではない。

　さんざんキスをされ、弄られ、探られてから唇が離れた。優香は乱れた呼吸を整えようと深呼吸を繰り返す。

「あっ！」

　突然胸の蕾に吸い付かれた。びくりと体が跳ね、背中がしなる。軽く歯を当てられると、ぞくぞくと快感が背中を駆け抜ける。蕾にキスをするように唇で食まれた。舌を巻き付けて吸われる。

　達哉の髪が肌をくすぐって優香は腰をよじった。とろとろと蜜が溢れてベッドを濡らす。ベッドには染みができているだろう。見ることはできなくても、尻の下が湿り気を帯びてきていることでわかる。

「もう一度、自分がどれだけ感じているのか、確認してごらん」

　胸を触っていた達哉の手が、優香の腕を辿る。その先にあるのは濡れた指で、優香は小さく首を振った。その手を握りこんで、優香の秘所へと持ってくる。ぴちゃりと音がすると同時に、指にぬるぬるとした液体が触れる。

「たくさん濡れてるね」

　再確認させるように達哉が耳元に囁いた。蜜でぬるぬるになった指を確かめるように指の一本一本をなぞる。

　達哉が優香の細い指を秘所の入り口に導いた。ぴちゃりと音がする。見えない分、音がしっかりと耳に届いた。

「こんなに濡らして、いけない子だ」

　達哉は優香に聞かせるように秘所を弄って水音を立てた。ぴちゃぴちゃと音がするたびに恥ずかしい。けれど、入り口を掠める指がくすぐったくてもどかしい。

「物足りない顔してる。じゃあ、どこを触ってほしい？」

　昨晩も問われたことだ。優香は唇を開けて閉じる。

「意地悪」

　同じように返せばくすくすと笑われた。

「いやらしく言ってみてよ。優香の口から」

「…………下の、お口」

　迷った末言葉にしたのは、卑猥なものとは程遠いものだった。一瞬達哉が息を飲み、それからまたくすくすと笑う。

「下の口、ねえ」

　思わせぶりに達哉が口にする。自分の言葉だとそうでもなかったが、達哉の口から言われると途端に卑猥な言葉に変わるのはなぜだろうか。いやらしい響きに優香は頬を染めた。

「そうか。じゃあ、下の口にもちゃんとキスをしないとな」

　密着していた達哉の体が離れる。その熱いほどの体温が感じられなくなり、ほんのわずかに寂しさを覚えた。

　足元に達哉が座る気配があった。広げた足の間に達哉がいる。秘所に触れたままの指に、達哉の髪がかかる。

「そのまま、指で広げて？」

　悪魔がいやらしく囁く。

「気持ちよくなりたいなら、やるんだ」

　体には与えられた快楽が蓄積されている。理性が否定しても、体は欲しがっていた。優香は素直に自分の秘所を指で広げて見せた。

「ああ、綺麗だ」

　うっとりとした声が聞こえてくる。

「綺麗なピンクのひだだ。ぐっしょり濡れて、いやらしく光ってる」

　達哉の指がひだを辿る。上から下へゆっくりと。下まできた指が唐突に蜜壺につぷりと差し込まれた。

「やぁあっ！」

　腰が跳ねた。指はすぐに引き抜かれ、ひだを辿って上へと戻る。またひだを撫でおろし、指を差し込まれた。何度も繰り返されて、優香は身をよじる。

　軽微なくすぐったさの後にやってくる鋭い快感。けれどそれは一瞬で去っていく。もっと強く、もっと継続的な快楽を知っている体は、それを求めて勝手に腰を振る。

「いやらしい。腰振って誘ってるの？」

「もっと……してほしぃ」

「だから、どこを？」

　意地悪く聞いてくる悪魔に、優香は行動で示した。

「こ……ここ」

　両方の人差し指で、その場所を押し広げる。蜜壺の上、ひだが隠している小さな豆を自ら剥いて差し出した。

　――見られている。

　視線が突き刺さる。達哉の姿を見ることはできないのに、それが感じられた。息がかかるほど近くから、優香の恥ずかしい場所をじっくりと見ている。指でも舌でもなく、強い視線を感じるだけで蜜がトロリと溢れた。

「見られて、興奮してるんだ。ここ、膨らんできた」

　指先がかすかに触れる。小さな刺激は、強い快感となって体を電流のように流れた。体がびくりと震える。

　達哉は優香の柔らかな茂みにキスをした。丁寧にキスを繰り返し、時々茂みを舌が掠めた。達哉の熱い息が直接かかり、そんな小さな刺激さえも快楽としてとらえてしまう。優香は小さく喘いだ。

　茂みを撫でられて、喉を反らした。体が達哉の動きに反応して、体が勝手にビクビクと震える。けれど、撫でているだけで一向にその先に進まない。

　先ほどのような刺激が欲しい。優香は秘所をさらに指で広げた。

「本当に、おねだりが上手くなったな」

　くすくす笑って達哉が秘所に顔をうずめた。ちろちろと入り口を舌でくすぐられただけで、猛烈な快感が襲ってくる。指とは全く違う、自在に柔軟に動く舌。巧みな動きで優香を翻弄する。

　優香は背を反らした。その背筋を快感が這い上っていく。脳天に届いて小さくスパークした。

「んあああぁぁっ」

　ごく小さな絶頂に優香は身をよじらせた。腰が動いて花芽が達哉の唇に当たり、さらなる快感に苛まれる。思わず引いた腰が、達哉によって引き戻された。

　蜜壺の奥まで舌を差し込まれ、中をじっくりと探られながら舐めとられる。ぴちゃぴちゃと水音が足元から響いて優香の耳を犯した。

　見えない分想像してしまう。

　目を細めて優香が広げている秘所をじっくりと眺め、口の周りを蜜で濡らし、いやらしく笑っている。舌を伸ばし、優香の感じるところを赤い舌で舐め回す。黒い瞳にぎらぎらとした淫靡な光を宿し、蜜を飲み込んで喉仏が上下する。

　その姿は淫猥で、刺激的だ。いかがわしく、けれど興奮する。

　両手は自由で、いつでも目隠しを取ることができる。けれど優香にはできなかった。目隠しをされているから、いけないことでもいやらしいことにも従順でいなければならない。

　この柔らかなタオルは、いわば自分を絡めとる鎖だ。そしてこれがある限り、優香は達哉には逆らえない。だからどんなことでも受け入れた。いやらしいこともいけないことも、受け入れなければならないんだと、自分に言い聞かせる。

　『普通』でない状態が刺激となって体に刻まれ、それが快感となる。優香は甘い声を上げた。

　ひだを摘ままれて小さなスパークがまた起こり、背を反らした。もう何度目になるかわからない小さな絶頂。強烈な刺激がないせいで、頭が真っ白になるほどの絶頂感はまだない。焦らされた体の中に熱がくすぶっているようで、全身が疼いている。

　先ほどからここだと言って広げて見せているのに、そこには直接的な刺激はない。指先が掠め、息が吹きかけられるだけで感じるほど敏感になっているのに。

「凄いな。いろんなところがひくついて、震えて、物欲しそうによだれを垂らして」

　突然、花芽に舌をあてがわれた。

「は、ああ！　ああああぁぁぁっ」

　唐突に訪れた強烈な快感に、優香は呆気なく頂点に達した。頭が真っ白になり、背が弓なりに反る。

「あっ、待って……今、イって……る、から……また……も、駄目！」

　花芽を擦るように舐られて、絶頂を迎えているのにさらに高みに持ち上げられる。焦らされた分を取り戻すように、何度も何度もイかされる。

　壮絶な快感に逃げようとした腰が捕らえられる。お仕置きとばかりにぐちゅりと音をさせて指が蜜壺に差し込まれた。尻を伝って蜜が流れ落ちる。

「待って…………少し、休ませ……んああっ」

　花芽に吸い付かれて言葉を発することもできないほどの快感に、痙攣するように体ががくがくと震えた。逃げることもできずに強烈な快楽を与え続けられる。

　深く差し込まれた二本の指が、中で広げられた。リズムを刻むようにトントンと中を叩かれ、くすぐるように壁を指先で擦る。

　全身の毛穴が開いてしまうと思えるほど総毛立ち、優香はまた達してベッドに力なく横たわる。

　優香を攻め続けていた指や舌が動きを止めた。指が引き抜かれて、小さく喘ぐ。

　ふいに視界が開けた。

　目隠しとして使っていたタオルの向こうで、達哉が薄く笑っているのが見えた。

「少し、休憩。じゃないと、優香の意識が持たないでしょ」

　すさまじい絶頂感に、何度も意識が飛びそうになったのは本当のことだ。しかし優香はほんの少し、寂しいと思った。そして同時に、もっと欲しいと思ってしまっていた。
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　達哉は優香の側に横になると、そっとその髪を撫でた。

「んっ」

　なんでもない触れ合い。そこに性的なものは何もないけれど、体はそれを探そうとしている。貪欲に性の快楽を求めて体の内側がざわつく。

　優香はごくりとつばを飲み込んだ。ゆっくりと体を起こし、上から達哉を見下ろす。冷静な風を装っているが、瞳には色欲がはっきりと見て取れる。下半身に目を移せば、そそり立つ肉の棒。

「達哉さん」

「ん？」

　達哉の顔の横に左手をつく。

「……したい」

　右手で達哉の頬を撫でる。起き上がろうとした肩を優香は押さえこんだ。達哉の太ももに跨り、頬から首筋を辿る。

「今度は私が、達哉さんを気持ちよくしたい」

　一瞬見開かれた瞳。それがキュッとすぼまった。妖しいほど艶めいた瞳が優香を見上げている。

　達哉の全身から力が抜けたことを感じ取って、優香はゆっくりと達哉の全身を眺めた。いつも達哉がしているように、頭の天辺から足先へと視線を移していく。

　黒髪に手を伸ばして撫で、頬から尖った顎へと指を這わせた。首筋、喉仏を通り鎖骨。厚い胸板に指を添わせると、達哉が小さく息を吐いた。

　筋肉の筋に添って腹筋を撫でおろし、大事な部分は避けて上へと戻る。

　とても不満そうな瞳に優香はくすりと笑い、その頬に手を添えてキスを落とした。ちゅっちゅっと啄みながら、手のひらで胸板を撫でる。

　つるりとした肌触り。その中で手に伝わる硬い突起。濃いピンクに色づいた蕾を手のひらで擦り付けた。

「はっ……ぁ」

　唇の合間から吐息が漏れる。優香は達哉の唇をふさいだ。舌を使って奥を探る。待ち構えていた舌が優香を愛撫するように擦り付けてきた。舌を絡ませながら、胸の蕾を指で摘まんだ。達哉の体がビクリと跳ねる。

　優香はドキドキし始めた。こんな風に男性を攻めたことはない。達哉の反応も、攻めることに陶酔するような自分も初めてで、ぞくぞくと背筋が震える。同時に心に喜びが広がった。好きな人を攻めて、そして喜んでもらえている。

　それが嬉しい。

　優香は高鳴る胸を静めるように深呼吸をした。

　右手で達哉の胸の突起を弄りながら、左手で硬い腹筋から腰へと手を伸ばす。真ん中にそそり立つ欲望の象徴を掴んだ。達哉がびくりと反応するが、気にせずそれを上下に扱いた。

　ちゅるっと音がするのは、剛直の先端から欲望の先走りが漏れ出ているためだ。その透明な液体は潤滑剤になる。滑りが良くなり、速度を上げて扱く。そうすれば先端からはとめどなく雫が溢れてくる。

「はっ……はぁ……、いけない、子だ。こんなにいやらしいことをして」

　唇を外して、達哉は妖しく輝く瞳を優香に向けた。

「いけない子は……嫌い？」

「大好き」

　間髪入れずに達哉が答えた。それに優香は驚き、そしてふにゃりと笑う。そんな優香に達哉は笑うと、少しだけ眉を下げた。

「だけど……もう少しきつく握ってくれてもいい」

「え？　これくらい？」

　優香は握力をほんのわずかに強めた。

「もっと」

　さらに強めたが達哉は首を横に振る。そこで、自分の精一杯の握力を使って剛直を握りしめた。

「ああ、そのくらい。気持ちいい」

「え、大丈夫？　痛くない？　結構強く握ってるけど」

「男の握力を舐めるなよ。一人でする時は、もっと強く握ってる」

　筋トレをしている達哉の握力を考えれば、優香がどれほど力を込めて握ったとしてもきつすぎるということはないだろう。

　優香は握力を保ったまま、また上下に動かした。

「ふっ……くぅ」

　先ほどよりも眉根を寄せ、達哉は快感に耽る。

　愛する夫が自分の手で気持ちよさそうに顔をゆがめている様は、異常に興奮する。優香の背中を快感に似た衝撃が走る。

「気持ちいい？」

「はっ、ああ……凄く」

　優香はうっすら笑うと、達哉の剛直を扱きながら体を移動させた。

　左手で扱きあげる剛直に、右手を添えた。そうして一層力を込めて扱く。

「うっ、ああ……それ、気持ちい……」

　握った親指と人差し指の間から、ピンクの不思議な生物が顔を出たり引っ込めたりしている様は、優香の目に可愛らしく映った。少し凹んだ先から透明な液を吐き出して、必死で気持ちいいのだとアピールしている。

　優香は剛直を扱きながら、その不思議な生物にキスをした。

「ゆ、優香！」

　今までこうして達哉自身を愛でたことは幾度かあったが、口でしたことはなかった。あまり達哉が歓迎しないからだ。今も達哉はあまりいい顔をしていない。

「嫌？」

「そういうわけじゃない。ただ、俺は……大きいから、優香が苦しい思いをするだろ」

　優香はくすりと笑うと再度先端に口づけた。

「達哉さんに気持ちよくなってほしいの」

　大きくて口に入らなくても、苦しくても、達哉を気持ちよくしたい。愛したい。

　優香は先端に口づけた唇を、そのまま滑らせるようにして剛直を飲み込んでいった。

「くぅっ……はっ、すげ……」

　喉の奥に先端がつかえて、達哉の剛直は優香の口には入りきらない。優香は全部を咥えることを諦めて剛直を吐き出した。

　つばと先走りで剛直はぬめぬめとして照り光っている。それを美しい芸術品のように眺めてから、優香はそれに舌を這わせた。

　上から下へ、下から上へ。頭をチロチロと舐めると達哉の呼吸が乱れた。血管の浮いた側面を手で擦り、裏筋をじっとりと舐め上げる。そうしてまた先端を喉の奥まで迎えいれる。

　奥まで咥えながら、側面を舌で舐めた。舌を巻き付けながら頭を上下に動かす。咥えきれない下部は手で扱いて、剛直全体を可愛がった。

「ああ、優香。凄い……気持ちいい」

　達哉が感極まった声を上げる。剛直が震えた。その瞬間を見計らって、優香はすべての愛撫の手を止めた。

　剛直から唇を離し、口から垂れた涎を手の甲で拭う。ちらりと見下ろせば、物凄く不満そうな達哉がいた。

「まだイっちゃ、駄目」

　くすくす笑いながら、優香は達哉に跨った。自分の秘所を、猛り立つ剛直に添わせる。そうして腰を動かし始めた。

　裏筋に添って秘所を擦り付ける。達哉に快楽を与えながら、優香も快感に震えた。花芽が擦れて想像以上に気持ちがよく、達哉よりも息が乱れてしまう。

　自ら腰を振りながら、優香は達哉の唇を求めた。即座に達哉が応える。唇を割って舌が入り込んでくる。舌先を擦り合わせ、お互いに吸い合う。

　上からも下からもくちゅくちゅと音が鳴る。唾液が交換され、体液が擦れあう。

「んふぅん」

　達哉の大きな手のひらが優香の胸を下から掬い上げて揉みしだいた。だんだんと妖しさを増していく手つきに、優香も負けじと腰を動かした。お返しとばかりに胸の突起を摘ままれる。

　突起を擦られ、摘ままれ、指で挟まれて、頭の中が快感に支配される。

「あっ！」

　震える体を自分で止めることができずに、優香は達哉から唇を離して身悶えた。途端に手が伸びてきて、頭を押さえつけられる。また唇が深く重なって口内を探られた。

　気持ちよくさせたいと思っているのに、優香自身がどんどん気持ちよくなってきて達哉を攻めるどころではない。

「ん、んむぅ、あっ……気持ち、いい」

　快楽を求めて、優香は上半身を起こすと腰の動きを速めた。水音が増し、二人の呼吸音が重なる。

　花芽が擦れて背筋が震え、快感がせり上がってくる。そして、弾けた。

「ああああぁぁぁっ」

　絶頂感に、体が硬直する。背を、喉を反らせて優香はその白い世界を受け入れた。そうして直後に弛緩し、達哉の胸に倒れ込む。

　息を弾ませる優香の髪に達哉が指を絡ませた。体にはいまだに痺れるような快感の余韻が残っていて、髪を梳く感触さえ小さな快楽となって優香をくすぐる。

　その感触が心地よくて目をつむっていると、体が反転する。あっと思った時には優香の背中がベッドに埋まり、達哉が上から見下ろす形となった。

「煽ったのは優香だからな。覚悟しろよ」

　優香の瞳を覗きながら、達哉は楽しそうに目を細めた。
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　優香の体を見下ろして、達哉は舌なめずりした。怒張した剛直は腹につくほど反り返り、太く硬くなっている。それだけ優香を欲しがっている証拠だ。

　張り詰めたそれを指で無理やり押し下げながら優香の秘所に押し当てた。温かくぬるりとした蜜が先端に触れて、それだけで快感に背筋が震える。

　ゆっくりと押し込んでいく。剛直が埋もれていくたびに、優香が甘い吐息を吐き腰をくねらせた。

「ん、やっ……大き……い」

　昨日と同じ大きさと硬さなのに、そんな嬉しいことを言ってくる。

　もっと気持ちよくさせたいと、上部を擦り付けながら自分自身を優香の奥まで差し込んだ。先端が最奥の壁に当たったが、優香との間にはまだ隙間がある。その隙間を埋めるためにさらに腰を進めた。

「あっ！　奥……駄目ぇ」

　最奥のさらに奥、子宮の入り口に届いた先端が、優香に苦痛と快楽の両方を与える。けれどその苦痛が、耐えがたい快楽に代わることを知っている。

　達哉はほんのわずかに腰を引き、再度強く奥を突いた。

「ああっ！」

　優香が喉を反らせる。甘い声に導かれるように達哉は腰を動かした。

　テンポよく奥を突く。ギリギリまで抜いて入り口をくすぐり、素早く抜き差しを繰り返して快感を誘う。

　シーツを握る指、口元でぎゅっと握りしめた拳。息遣いと喘ぎ声。体の動き、表情。そのすべてが優香の状態を知る手掛かりとなる。その様子を見ながら、達哉は快感に慣れさせないようにリズムや突く角度を変えて優香を攻め立てた。

「ひぁ……ぅん、んんっ」　

　達哉は優香の足を持ち上げると、上から突き刺すように剛直を差し込んだ。えぐるように深く差し込まれて優香が喘ぐ。その顔は紅潮し目は固く閉ざされていて、快楽に耐えるように眉根は寄せられている。

「優香」

　達哉は一度剛直を限界まで引き抜いて、優香に声をかけた。薄っすらと開いた目が達哉を見上げる。

「俺のが入るところ、見てて」

　達哉が視線で示すと、優香も視線を下げた。その光景に、優香は目を見開いて固まった。

　自分の蜜壺に剛直が差し込まれるところなど、優香は見たことがないのだろう。見せつけるようにゆっくりと剛直を押し込んでいく。ひだが広がり、側面に血管が浮かんだ肉の棒が入っていく。

　奥深くまで入れて、腰を揺らして中をかき回した。ぐじゅぐじゅと卑猥な音が鳴る。そうしてまた引き抜き、入れた。

　優香の耳と目を犯し、今度はじっくりと体を堪能しようと剛直を引き抜いて、優香を四つん這いにさせる。広げられた足の間からゆっくりと差し込んだ。

「あ、やぁ……ああ、あ……っん！」

　優香が感じる最奥を突く。先ほどとは入り方も角度も違い、擦り上げる場所も変わる。優香のいいところを探して腰を動かす。最奥の手前、腹側を激しく擦り上げた時、優香がびくりと体を大きく震わせて声を上げた。

「ああ、ここか。ここが……いいんだ？」

　言いながら再度擦り上げた。

「ひっん！　あ……あぁ、ああああ……やぁっ」

　答えなど聞かなくても反応でわかる。優香が首を振り快感に耐えるように背をしならせる。その背に唇を這わせた。胸を揉んでさらなる快感を与える。指は胸の先端を弄っては摘まんでを繰り返した。

「あぁ……はっ、んっ、……あ、っぁああ！」

　優香はひときわ大きく嬌声を上げると、ベッドに倒れ込んだ。上半身はベッドに力なくくたりと倒れ、下半身を突き出すように高く掲げられている。その秘所にはいまだ剛直が入ったままだ。そして達哉はまだ満足していない。

　先端ぎりぎりまで抜いた剛直で一気に奥を穿つ。肉同士がぶつかる音が響いた。

「まだだ。もっと、気持ちよくなって」

　達哉は右手を伸ばすと二人が繋がる部分を指で探った。抽挿が繰り返される入り口の少し上を指でまさぐる。

「やっ、そこ！　駄目！」

　指先だけの感覚で、達哉はうまく花芽を見つけた。指に伝わる感じは、花芽の半分がまだ皮を被った状態だ。指に蜜をまとわせて、人差し指で擦り上げて皮を剥いた。

「もっと感じて。もっと乱れていいんだ。見てるのは……俺しかいない」

　剥き出しになったその小さな花の芽を達哉は中指で擦った。

「ぁひっ、あああっ!!」

　蜜壺がぎゅっと締まる。優香が絶頂しているその瞬間も、達哉は抽挿を止めず花芽を指で擦ることもやめない。

「達哉さん！　……だ、駄目！　ま、た……イっ……あ、やっ、んっあああぁ！」

　達しても達しても終わらない快楽に、優香は涙を流して首を振った。反射的に逃げようとする腰を掴んで引き戻し、さらに奥まで届けとばかりに腰を打ち付ける。

　優香を乱したい。そんな思いはすでに欲望によって塗り替えられていた。今はただ自分の快感を追って、腰を動かしていた。いまだに両手で胸と花芽を愛撫しているのは、蜜壺がより締まるからだ。

　欲望のまま達哉は腰を何度も突きあげた。優香の嬌声が頭の芯を痺れさせる。快感が全身を支配し、やがて一か所に集まってきた。

「ああっ！　優香！」

　黒いどろりとした欲望が、白濁として迸る。優香の腰を引き寄せて抱きしめ、一滴残らず優香の中に吐き出した。

　全身をめぐる倦怠感。それを上回る解放感。

　荒げていた呼吸を落ち着けて、達哉は最後に大きく息を吐いた。ゆっくりと腕の力を抜けば、パタリと優香の体がベッドに横たわる。

　受け止めきれない快楽に気を失ってしまったようだった。

　昨日に続き、今日も激しく求めてしまったと後ろめたい気持ちはある。そうして今日も思う。やはり自分はあの姉と同じ血が流れているのだと。

　優しくしたいと思った。誰よりも優しく甘やかしたいと。なのに、困り顔を見るともっと虐めたくなる。恥ずかしげに頬を染めると、もっといやらしく啼かせてみたくなる。無理をさせたくないと思っていても、際限なく優香を求めてしまう。

　結果彼女が気を失うまで攻めてしまった。それなのに罪悪感よりも充足感がある。

　優香が側にいることが、手が届く場所にいることが、自分の妻だということが、嬉しくて仕方がない。

　優しく、美しい自分だけの妻。

　達哉は優香の左手を取ると、そっとその薬指に口づけた。






第三章　美しい器
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 　色とりどりの野菜やフルーツが季節を問わず一年中スーパーに並んでいるが、やはり旬のものというのはおいしい。

　特に秋はリンゴやブドウ、柿や栗といった優香の好きな果物が旬である。さらにお米も新物とあっては、食が進まないわけがない。

　休日の昼下がり、ゆったりとした時間を過ごしていた達哉は、いそいそとキッチンで動き回る優香に目をやった。

　達哉のリクエストに応えるために、晩の栗ご飯用の栗の皮を剥き終えたのはつい先ほどだった。なのにリビングで少し一息ついただけで、優香はまた嬉しそうにキッチンに立つ。

　昨日、姉の鈴美と出かけて帰ってきてから、少し様子がおかしいことに達哉は気づいていた。嫌な様子ではなく、どこか浮き立つような、嬉しそうな顔をしているので悪いことがあったわけではないようだが、あからさまな様子に達哉は優香の姿を視線で追いかける。

　フルーツを取り出しているところを見ると、作っているのはデザートだろう。午前中にもキッチンにいたし、時間のかかるものなのかもしれない。

　優香は甘いものに目がない。達哉も甘いものは好きだ。しかし料理の苦手な達哉にとって、デザートは買うものだった。だからお菓子を作れる女性は、皆尊敬してしまう。

　鼻歌交じりにキッチンに立つ優香に達哉は目を細める。

　鼻歌に合わせて腰を揺らしているのか優香の腰でエプロンの紐が揺れている。腰からお尻にかけて紐の陰影ができて、妙に艶めかしく感じる。

　達哉の目にはそれが煽情的に映った。

　ソファから立ち上がって音もなく優香の隣へと歩いていく。

　隣に立った瞬間、意図せず振り返った優香が包丁を向ける形となって思わず達哉は諸手を挙げた。

「わっ!?　達哉さんっ、びっくりするじゃない」

　びっくりしたのは自分の方だと思いながらも、達哉は苦笑しながら両手を下げた。

「ごめんごめん。楽しそうにしているから、何を作っているのか気になって」

　優香は包丁を置くと、切り出したフルーツを皿に並べた。旬のブドウにリンゴ、キウイやオレンジまである。少量ずつだが色とりどりの果実に達哉は生唾を飲み込んだ。

「まだ駄目よ。これを今から盛り付けるんだから」

「フルーツの盛り合わせじゃないのか？」

　そのままでも十分おいしそうなフルーツに達哉はお預けを食らって唇を尖らせた。そうすると、優香は恥ずかしそうに頬を赤くする。

「私、子供の時から好きなデザートがあって」

「うん？」

「プリンアラモードってあるでしょ？」

　言われて達哉はそのデザートを頭に思い浮かべる。

　ガラスの器にプリンと様々なフルーツが一緒に乗っている豪勢なデザートだ。その豪勢なものを優香が作ろうとしていることに達哉は驚いた。ああいった手の込んだものはお店で食べるのが通常だと思っていたからだ。

「プリンもフルーツも食べられる凄いご馳走で、子供のころからプリンアラモードって大好きだったの。でね、昨日鈴美さんと行ったカフェに置いてあったんだけど、あまりにも子供っぽいかなって思ったら頼めなくって」

　外で食べられないなら家で作る。達哉にはない発想だ。

　午前中に作っていたプリンを取り出して、優香ははにかんで笑う。それを見て達哉も苦笑した。

　優香は上部のキャビネットからガラスの器を取り出した。薄いブルーの切子の器だ。中央から端へ複雑なカットデザインが施されており見た目も涼しげでなにより美しい。

「これ、初任給で買ったんだ。ちょっと奮発して切子を買ってね、今も気に入って大切に使ってる器の一つ」

　器を撫でて優香はふふっと笑う。それを目を細めて見下ろしていると、ハッとしたように優香が達哉を振り仰いだ。

「子供っぽい、かな」

「いや。そんなことない」

　頬を赤くして照れながら笑う優香が可愛い。

　達哉の言葉に白い歯を見せて、優香はパフェグラスにプリンを落とした。

　青い器に白いプリンが落とされる。カラメルが側面を滑り落ちていく様が妙に艶めかしくて、達哉は舌なめずりをした。

　青い器の真ん中にプリンが乗り、その周りにフルーツを配置していく。さらに、優香は冷蔵庫から生クリームを持ち出してきた。

「そんなものもあるのか」

「飾りつけは大事だから」

　プリンアラモードは特別だと言わんばかりに頬を染める優香が可愛くて仕方がない。思わず抱きしめそうになったが、盛り付け中だったと思いとどまる。

　優香はフルーツの上に小さな円を描くようにくるくるとクリームを乗せていく。さらに主役のプリンの上にはソフトクリームのような山が出来上がった。

　小さなころから大好きだというだけあって、優香の盛り付け方は子供のように無邪気だ。プリンの上で山となっているクリームに、達哉は口元をほころばせた。

「達哉さんは自分で盛りつける？」

「ん？　ああ、そうだな。後で、一番お気に入りの器を使って食べるよ」

「今じゃなくて？」

「うん。後で」

　一緒に食べないのかと首を傾げる優香に、達哉はそれ以上何も言わずニコニコと笑っているだけだった。

「んふふふ～」

　優香が幸せそうに、けれど子供のように目を輝かせながらお手製のプリンを頬張る。白いプリンの側面を、ほろ苦い、けれど甘いカラメルが流れ落ちていく。

　プリンとフルーツを食べ進めると、そこに切子の美しいデザインが透けて見えてくる。上から見ると文様が万華鏡のように見え、横からは光が透け漏れてテーブルに幾何学模様を浮かび上がらせた。

　料理は目と舌で楽しむ、という言葉がある通り、優香は盛り付けだけでなく食器にもこだわっている。優香が実家から持ち込んだ、このガラスの器もその一つだった。そしてその理由がこの様子を見ていてよくわかった。

「綺麗だな」

「でしょ!?　食べ終わった後も、目を楽しませてくれるの」

　思わず呟いた達哉に、優香は自慢するように切子の器を見せつけた。美しさを確認するように、いろいろな角度から鑑賞し下から透かして見たりもする。デザインもさることながら、線の細さと美しい光の映り込み。彫られた溝を指で辿り、縁をなぞって優香は口元をほころばせた。

「そういえば、達哉さんの一番お気に入りの器ってどれ？」

　舌で味わい目で見て指で触れて、デザートも器の美しさも堪能した後に優香はそう聞いた。丸いものか四角いものかと想像している優香を達哉は苦笑しながら指さす。

「切子？　これならもう一つあるから……」

「違う。そっちじゃなくて――こっち」

　達哉は切子の器を取り上げてテーブルに置くと、優香の手を取ってその甲に口づけた。

「へ？」

　優香が目を丸くする。何度か瞬きを繰り返し、それから口をパクパクとさせる。

「デザートを引き立たせる白い肌。食べた後も目を楽しませてくれる美しさ。どれをとっても一級品だろ？」

　達哉のお気に入りの器は、優香の想像をはるかに超えるものだった。





２






　優香はテーブルの上にあおむけになって寝転がっていた。家族が増えてもいいようにと大きめのテーブルを買っていたために、優香が乗ってもびくともせず広さもあって不安定さはまったくない。その上に衣服や下着類の一切を取り払われた姿で優香は微動だにせずじっとしていた。

　室内を適温に保つようにと達哉が空調を操作し、寒くも熱くもない。そういう気遣いは嬉しいが、優香はクリームの袋を手にニコニコしている達哉を見上げて眉を下げた。

　達哉は優香のわがままを笑って許してくれる。小さな喧嘩やいさかいの時も、ほとんど達哉が折れてくれていた。だからか、達哉に懇願されると断れない。

　優香を器に見立てて飾り付けたいと言われて一度は断ったものの、詰め寄られて根負けしてしまった。

　優香の上にはすでにいくつかの具材が乗っていて、今は飾りつけの最終段階だった。

　動いては駄目だと達哉から念押しされているが、達哉がどんなふうに盛りつけているのか気になって、顔だけ持ち上げて自分の体を見下ろす。

　へそに置かれたマスカット。その周りを飾るのは花をあしらったように広げられたパイナップルやカットされた黄桃。キウイが太ももを飾り、茂みの上には誇らしげにプリンが乗っている。息をするたびに不安定にぷるぷると揺れるプリンから、カラメルが流れて和毛を濡らしている。

　センスのある達哉が盛り付けをすると、とても美しく仕上がる。まるでアートのようだが、器は裸体の優香だ。たまらなく恥ずかしい。

　器は食品を乗せるだけのものではない。その美しさを目で見て指で触れて鑑賞する。優香も先ほど切子の器で食事を楽しみ、目と指で愛でた。

　今その器は優香で、食するのは達哉だ。

　どんなふうに触れてどんなふうに見るのか。巧みに動く指と溶かされそうなほどの熱い視線を思い出して、優香の体の奥がきゅんと疼いた。

「ひゃっ」

　優香が小さく声を上げる。達哉はその声に反応せず、真剣な表情で優香の裸体にクリームを乗せていく。くるくると円を描いて胸の頂にクリームの山が完成する。その一番天辺に、ピンクのチェリーを飾った。

「ん……」

　優香が悶えると、クリームも揺れる。

「うん。綺麗に盛れたと思う」

「あっ！」

　するりと肌を撫でられて優香は体を跳ねさせた。クリームが揺れてその上のフルーツも揺れる。フルーツが落ちそうになって、優香は慌てて体の動きを止めた。

「う、器には、触れちゃ駄目！」

「ん？　じゃあ、どうやって食べたらいい？　フォークは絶対使いたくないし」

　いくら器といってもフォークを肌に刺されるのは怖い。しかしスプーンではフルーツをうまく掬えない。

「…………口？」

　体の上にあるフルーツを落とさないようにと提案したが、よくよく考えてみれば手が使えなければ口を使うしかない。

　犬食いなどはしたない行為だが、すでにそれ以上にはしたない裸の姿でテーブルの上に横たわっている。

「なるほど。そういうプレイが好きなのか。じゃあ直接口をつけて食べようかな」

　達哉は楽しげに笑って赤い舌を出し、ぺろりと唇を舐める。つばを飲み込んだのか、喉仏が上下に動いた。下から見上げるその動きは、妙に野性的で優香はドキリとする。

　朱色に染まった優香の肌に、真っ白の生クリーム。その生クリームが優香の上がった体温によって溶けだしてきた。皮膚の表面にクリームの雫が垂れる。指で掬おうとした達哉は、考え直してから下から上へと舐めとった。

「っ！」

　いつもの愛撫とは違う、さらりとした舌使いに体が震えた。

「くすぐったい？」

　聞かれて優香は小さく首を振る。

「それもあるけど……食べ物でこんなことするなんて」

　食べ物を粗末にするなと言われて育ってきた。遊んではいけないとも。

　言いよどむ優香のへそに盛られたマスカットを口に含んだ。肌を柔らかな舌が撫でてくすぐる。皮ごと食べられるとあって、達哉はそのまま噛んで飲み下した。

「うん。甘い」

　乗せられたマスカットをもう一つ唇で挟んだ達哉は、優香の口元へとそれを持ってきた。優香の唇に押し当てられて、恥ずかしげに頬を染めながらもマスカットを口に入れた。

「おいしい？」

「うん……おいしい」

　甘い香りが鼻に抜け、皮のわずかな渋みが舌を刺激する。同時に甘さと酸味が喉へ至り、こくりと飲み込む。

　少し奮発して購入しただけに、文句なしにおいしい。自然と笑みを浮かべればそれに達哉も笑う。

「器が変わっただけで、綺麗に飾ったフルーツもクリームも全部食べる。一つも、一滴さえ無駄にはしない。それに、これは遊びじゃなくて、食事だ」

　達哉は言いながら優香の脇に流れたクリームを下からゆっくりと舐めとった。一滴さえ無駄にしないと宣言した通り、クリームの伝った痕すら残さないように、丁寧に舐めとる。

「……んっ」

　脇から乳房へと至る膨らみを舌で舐め上げられた。体が震え、胸も震えてクリームも揺れる。

「……っ！」

　あちこちを舐められて思わず口をつぐんだ。

「声、我慢しなくていいんだぞ」

　達哉に言われて、優香は初めて自分が無意識に声を我慢していたと気付いた。

「だって今私、器だから」

　器になりきっていたから声を我慢した。そんな気がして答えれば、達哉は目を瞬かせた。それから苦笑して優香の唇に口づける。

「器って言ったけど、別に優香をモノとして扱ってるわけじゃない。いつもよりおいしく食べられるってだけで、何も変わらない。綺麗に食べて、その下から現れる美しい器を堪能したいんだ。だから、いつもみたいに可愛く喘いで、啼いて見せて」

　優香は目を見開かせた。

　可愛く喘いで泣いている。達哉にそんな風に言われるような声を出していたのかと恥ずかしくなる。しかし泣いたことは一度もないはずだと首を傾げた。

「泣いたことは、ないよ？」

　伝えれば、達哉はすっと目を細めた。

「ほう、そうか」

　一段と低い声が達哉の唇から漏れて、その唇がニヤリとした笑みを形作る。

　あれ？　と優香は内心首を捻る。

　達哉の表情は先ほど優香を器として盛りつけた職人のようなものではなく、明らかに裏のスイッチが入った夜の顔だ。

　そこから達哉の舌使いが変わった。

　食事をとる軽いタッチではなく、ねっとりと肌を舌が這う。

「んあっ」

　耐えられずに声を上げれば達哉がくすりと笑った。

「食欲だけじゃなくて、いろいろとそそられる」

　苦笑しながら達哉はクリームの盛られた胸の先端を舐めとる。白いクリームの中から、本物のチェリーと見紛うような美しい実が現れた。

　確認しなくてもわかる。達哉からの刺激とこの普通ではない状況に、体は勝手に感じて胸の突起を硬く立ち上がらせている。

　その硬い実をほぐすように舌が巻きついた。クリームはとっくになくなっているのに、達哉は先端にしつこく舌を擦り付ける。味を絞り出すように歯を立てて優しく噛まれた。さらに唇を使って強く吸われる。部屋中に漂うクリームの香りが鼻孔をつき、快感も合わさって脳を甘く痺れさせた。

　達哉は優香の上に並べられたフルーツをゆっくりと食べていく。柔らかなお腹の上のパイナップルを口に含み、舌が肌についた果汁を舐めとる。

　果汁がへその凹みに溜まっているのを見て達哉が笑う。達哉の舌がへそへと伸びて、果汁を吸い取る。じゅるじゅると音を立てて啜られると、優香は耳まで赤くして恥ずかしがった。果汁がなくなっても達哉の舌はへそを愛撫する。舌先で刺激されるたびに子宮をチクチクとした痛いような痒いような感覚が襲い、それがすぐに快感となって体の奥から熱が広がっていく。

　太ももから脛へと唇が辿り、足の甲へキスをして足指にも丹念に舌を這わせた。

「待っ……て。そんな……ところ。汚い」

「綺麗だ。優香はどこもかしこも綺麗で、甘くて、旨い」

　親指を甘噛みされて、足から脳天へと電流が流れたように快感が走り抜ける。

「やっ、あぁ……んふぅ」

　汁の一滴すら無駄にはしないと宣言した通り、優香の肌へ丁寧に舌を這わせて果汁を舐めとる。

「ん、んんっ、ぁ……」

　汁を舐める舌使いが、だんだんと色を含んでくる。丁寧さは変わらないが、舌全体を使って舐めていたのが、舌先を使って突いたりちろちろとくすぐったりする。快感のポイントを優香自身よりも知っているのではないかと思われるほどの達哉に、優香はあっという間に体を熱くさせた。

　甘い吐息を我慢できずに吐き出す。色めいた声が自分の耳にも届き、慌てて口をつぐんだ。

「声を我慢している姿もそそるけど、俺としてはあんあん言ってほしいところだな」

　優香は恥ずかしさに狼狽えた。声を意識して出したことはない。だから今までは自分がどんな声を出していたのかわからなかった。それが達哉の言葉で意識するようになると、声を出そうとすれば演技のようになってしまいそうで、今までのように無意識に出せなくなってしまったのだ。

　声を出すことが異常に恥ずかしく思えて、優香は顔を赤くしたまま目を伏せた。

「そんなの、無理」

「……そう」

　本日何度目になるかわからない低い声で答えた達哉に、優香は頬を引きつらせる。達哉の舌使いが一層巧みになった。器ということを意識しているのかいまだに舌以外は使ってこないが、それでも優香はその巧みな攻めに身をよじらせた。

　瞬間、茂みの上に飾られていたプリンが揺れた。ただでさえ不安定なものだ。そのまま太ももへ転がっていく。落ちないようにと反射的に太ももを閉じれば、プリンが挟まれて崩れた。文字通り粉々になったプリン。

「ど、どうしよう」

「これは一大事」

　とてもそんな風には思えない口調で達哉が優香の足元のほうに回る。早く取ってほしいと懇願する優香の前で達哉は唇の端を上げたまま腕を組む。

「さすがに口だけじゃ全部取れない。手を使ってもいいかな？」

「いいよ。手を使ってもいいから、早くなんとかして」

　優香の了承を得て、達哉は優香の足の間から掬いだすようにしてプリンを手のひらで回収した。集めたプリンを達哉は何の躊躇もなく食べた。カラメルで濡れた指先を舌で舐めとる。

　達哉の視線は優香に向けられたままだ。熱のこもった視線で見下ろし、見せつけるように赤い舌で指先を舐める。ぴちゃぴちゃと鳴る音が秘所での密事を思い起こさせる。

　優香の体の奥が震え、甘い期待が胸に広がっていく。

「ここも、びしょ濡れだ」

　ふわりとした黒い茂みがカラメルでしっとりと濡れていた。毛の一本一本から吸い出すように丁寧に口と舌で舐めとる。太ももに飛び散ったプリンの残骸も丁寧に舐めた。

　敏感なところを舌が這い、優香は身をよじらせた。そうすると体の上のフルーツが落ちそうになり、そのたびにまた達哉が口で拾い上げてその場所を丁寧に舐める。

　すべての食材がなくなるころには、優香の肌は熱くなり、体中が快感で支配されていた。疼く体を抑えようと拳を握っても、達哉の巧みな舌使いにどんどん追い詰められていく。

　快感をやり過ごし、震える体を自ら抑えつけて我慢したかいあって、クリームもフルーツもすべて体の上から達哉の胃の中へと収まった。

　ようやく器から解放されたと優香は全身から力を抜いた。しかし達哉はいまだ色を含んだ瞳で優香を見下ろす。

「食べ終わったら、器の鑑賞だったな」

　優香の体に達哉は手のひらを這わせた。

「器に触れるのは……」

「優香も切子にじっくり見て触れてたじゃないか。筋に触れて、指で縁を辿ってた」

　実際にその通りだったので、優香の開いた口からは文句の一つも出せなかった。代わりに熱のこもった息が吐き出されて、自分が達哉の舌使いに感じていたことを改めて意識してしまう。

　肌の上を滑る手のひらがいつもより冷たく感じるのは、優香の肌が熱を持っているからだ。

　形を確かめるように上から下へと手が肌を滑る。二の腕から肩、そこから形のいい胸を撫で、先端を手のひらで円を描くようにくすぐる。すでに硬く立ち上がっている先端が擦れるたびに快感が背中を駆け抜ける。

　優香の体を手のひらで感じ取るかのように、ゆっくりと全身を撫でていく。その動きはひどく緩慢で、けれど時々かすかに指が皮膚を軽く押す。そこは間違いなく優香の性感帯で、卑猥な動きこそないものの達哉は的確に優香の熱を上げていく。

　隠し切れない熱い吐息が優香の唇から漏れた。

　達哉のその大きな手のひらがお腹を滑って茂みの上で止まる。

「足、開いて」

「え？」

「プリンがまだ残ってる」

　先ほど転げ落ちそうになったプリンを足で挟んだ時に、太ももに潰れたプリンがたくさんついている。頬を引きつらせた優香は、無意識に太ももに力を入れた。足には濡れた感触があり、プリンがついているのはわかる。しかし足を広げればもっと別の濡れた場所が露見される。

「それは、あとで洗い流すから……」

「駄目」

　皆まで言わさず達哉が首を振る。

「フルーツの一つも、汁の一滴も無駄にしないって言ったろ？　もちろん、プリンもね」

　太ももを撫でられて体全体が震えた。

　逆らえる気がせず、優香は体から力を抜いた。それを了承と見て取って達哉は優香の足をゆっくりと割り開いた。

　甘い香りに引き寄せられるように達哉が優香の太もものプリンを舐めとる。舌全体を使って丁寧に下から上へと何度も舌が這う。

　徐々に太ももから股へと移動していく達哉に、優香は待ったをかけた。

「そこは、違う」

「でもここ、凄い濡れてるよ」

「！」

「濡れて光って、凄く綺麗だ。それに旨そう」

　言葉と同時に達哉が秘裂を舐めた。舌全体を使って舐め上げられ、優香は喉を反らせる。

「甘い。どのフルーツよりも、甘くていい匂いで、惹きつけられる」

　達哉の言葉が耳を犯す。じゅるじゅると蜜を吸われて優香は快感と背徳感に首を振った。

　花弁を摘ままれて開かれる。広げられた奥から、とめどなく蜜が溢れてくる。達哉の舌が花弁の一枚一枚を舐めとる。

　甘い疼きと耐えがたい快感に体が跳ねた。

「綺麗にしてもまたにじみ出てくる」

「あああぁ。やあ……あっああっ！」

　直接的な刺激に優香は声を上げた。その声に導かれるように達哉の指が蜜壺へするりと入り込む。

　長い指は優香の気持ちのいいところを知っていて、ゆっくりとしかし確実に優香の熱を上げていく。背中に感じるのは硬い木のテーブルで、常には食事をするところだ。

　そんなところで達哉に攻められて感じている。

　そのことが余計に優香の背徳感情を揺さぶる。けれどそれはすぐに快楽へと繋がり、新たな熱を優香に与える。

　達哉の舌がほんのわずかに花芽に触れた。

「あ……んっああああぁぁぁっ!?」

　ほんのわずかな刺激なのに、予兆もなく触れられて優香は背を反らして体を痙攣させた。

　達したと自分で確認できたのは、冷たく硬い木の感触が背中に当たった時だ。

　小さな刺激にも敏感に感じる。それほど体が鋭敏になっている。時間をかけてじっくりと達哉が優香の体に熱を与え続けたからだ。

「ちょっと触れただけなのに、もうイったの？」

　足の間から達哉の忍び笑いが聞こえてきて、優香はさっと顔を赤らめた。

「イった直後だから、ここ、ひくひくしてるね。可愛い」

　言って達哉が再び花芽を舐め上げた。

「やあ！　待って。そこ、駄目」

　絶頂後はいつも以上に敏感になっている。それでなくても体が与えられる快楽に鋭敏に反応するのだ。

「ひ、んうぅ……そこ、だ……め、あっ、あぁ」

　入れられた指が上部を擦り上げ入り口をくすぐる。時に激しく抽挿を繰り返し、かき回される。水音は激しくなり、ぐちゅぐちゅといやらしい音を立てている。

　その蜜も達哉が舌を伸ばして舐めとった。

「達哉さん、もう、駄目……」

　花芽でイかされ、中を擦られて達し、優香は息も絶え絶えに達哉に懇願する。

　達哉は苦笑すると、ズボンを脱いだ。そこから現れるそそり立つ剛直に、優香は改めて目を奪われる。夜と昼では、同じモノであっても違って見える。その大きさや色や形。

　じっと見ていたら達哉が苦笑した。

「これが今から優香の中に入るんだ」

　見せつけるように達哉が剛直を入れずに腹の上へと乗せる。挿入するように腰を進めれば剛直は優香の腹の上を滑るように進んでへその少し下まで届いた。

　入っている感覚である程度分かっていたものの、こうして実際に目にするとずいぶんと奥深くまで届いているのがよくわかる。

「大き……」

「それ、褒め言葉だ。それに……」

　思わず呟いた言葉に、達哉が深い笑みを浮かべた。達哉は一度腰を引くと剛直の先端を下げ、優香の秘所に押し当てた。先で秘所をくすぐりながら、蜜をたっぷりとまとわりつかせる。

「煽る言葉でもある」

　ぐんと腰を進めた。

　濡れそぼっていたそこが一気に埋まる。熱く太い剛直に攻め入られ、優香は快感の声を上げる。

　性急に突いたわりに、達哉はそのまま動かず優香の様子を探るように上から見つめてくる。黒い瞳を見返せば、優しく笑う。大きな手のひらが頬を覆い、優しく肌の上を滑っていく。

　顎を辿った手のひらが首筋へと降り、胸の縁を辿ってお腹へ至る。手のひらでゆっくりとお腹を擦った。

「ここまで、入ってる」

　確認するように優香のお腹を撫で、腰をわずかに揺らめかした。子宮の入り口を剛直の先端が撫でる。今まで感覚的にしかわからなかったのに実際にどこまで入るか見てしまったせいか、より達哉の大きさと形が感じられる。

「わかる？　奥まで届いてるのが」

　子宮の入り口をノックするように、トントンと突いてくる。緩やかな動きなのに、突かれるたびに体中を快感が駆け抜けていき、脳が快楽に染まっていく。

　達哉は再び動きを止めると、優香のお腹に再度手を添えた。

「まだ昼間だし、今日はじっくりと愛してあげる」

　達哉のキスが降ってくる。唇だけでなく、顔のいたるところに。頭や首、胸にも唇を押し付ける。その唇から時折舌が飛び出して、優香の快感を誘う。

　胸の膨らみを揉みあげられる。優香は喉を反らせた。その喉に達哉は舌を這わせた。そのまま首筋から鎖骨へと唇を辿らせる。鎖骨を甘噛みされて甘い快楽に喘いだ。わずかな刺激だけで体を快感が電流のように駆け巡った。

　繋がったまま愛撫を繰り返される。唇と舌で執拗にじっくりと攻められ、指や手のひらが羽のように軽く体を這いまわる。時々思い出したように剛直が中を擦り上げて、優香を絶頂に導いた。
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　スローテンポなセックスは疲れない。けれどクリームやフルーツを落とさないようにと必要以上に緊張していたのと、何度もイかされたために心身ともに疲れた。

　優香は気怠い体をくたりと横たえた。テーブルの冷たさが今は心地よい。

「優香、寝ちゃ駄目だよ」

　優香にとって一番安らげる声の持ち主が語りかけてくる。もうそれだけで寝てしまいそうになる。目を閉じようとする優香の頬に、手が添えられた。

「起きて。お風呂に行かないと、体中べたべた」

　果汁と達哉の唾液、そして優香自身の汗で肌はべたついている。

　お風呂、と思うものの、体は思うように動いてくれない。そんな優香を見て苦笑し、達哉は優香を抱き上げた。壊れ物を扱うように優しく腕に抱かれる。その体温が心地いい。優香は知らず達哉の胸に頬を寄せた。

　風呂用の椅子に座らされ、シャワーをかけられる。

「自分で……できる」

「いいから。任せて」

　シャワーのヘッドを持とうと手を伸ばせば、やんわりと断られた。いつの間にか達哉も裸になっていて、シャワーの水しぶきが達哉にもかかっている。

　誇張するほどはなく、それでもしっかりと付いた男らしい筋肉。肌の上を雫がしたたり落ちる様はどこか艶っぽい。

　ざっと全身に湯が掛けられてべたついた液体を洗い流すと、達哉は優香の髪から洗い始めた。

　地肌を揉むように指圧する。それがちょうどよい強さで、まるで眠りへと誘うようだ。意識が霞みそうになるとほんの少し強めに押されてハッとなる。

　リンスまでしてもらいながら、髪を洗ってもらうなんて美容室以外ではいつぶりだろうと思案する。おそらく小学生の時以来。

　両親が共働きで忙しく、優香の面倒は祖母が見てくれていた。お風呂も両親とよりも祖母と入った記憶の方が多い。

　服装の乱れは心の乱れ。心が乱れれば、人は離れていく。そう教えてくれたのも祖母だ。

　最近は、違う意味で乱れてしまっているのではないかと思う。淫らに乱れすぎて、達哉が離れたらどうしようか。そんな考えがふと頭をよぎる。

「や、あんっ」

　ふいに達哉の手が胸の蕾を掠めた。

「変なこと、考えてない？」

　耳元で囁かれて優香は慌てて首を振った。

「ない！」

　そんなにわかりやすい表情をしていたのだろうかと頬に手をやる。目をつむっているので鏡を見ることはできないが、ポーカーフェイスには自信がある。長年人の下で仕事をしていれば自然と身につくスキルだ。

「優香のことは全部わかる。ずっと見ているからな」

　言葉に頬が熱くなる。見られていると意識すれば、ほんのちょっとした動作もぎこちなくなってしまう。その挙動不審な行動に、達哉が声を上げて笑う。

「本当に可愛いな、優香は」

　リンスを洗い流して水気を切り、一つにまとめて頭の上部で留める。まるで女子のような慣れた手つきに優香は目を丸めた。

「小学生の時、姉貴の髪をよく結った。可愛くできないと怒られて、必死に覚えた」

　気の強い理不尽の塊。そう達哉は言っていたが、優香にはとても優しくしてくれる。それを知っているのだろう。達哉は苦笑して首を振る。

「これに関しては感謝してる。お陰で優香の髪を綺麗に結える」

　言って達哉はボディーソープを手に取った。直接手のひらに取り、手を擦り合わせて泡立てる。

「ずいぶん目が覚めたから、体は自分で」

「駄目。俺が洗う」

　優香の言葉を遮って、達哉は眩しいほどの笑顔を見せてにこりと笑った。

　首筋から始まって、背中へと手のひらが滑り降りる。また首へと戻り肩を撫でる。肩から背中へと降り、ゆっくりと背中をくまなく擦っていく。

　温かく滑らかな感触は心地いい。適度な力で体を擦り、優香の瞼が再び重くなる。

　優香の右手を持ち上げ、手のひら、手首、腕、二の腕と滑った手が、脇へと至る。ピアノの鍵盤を弾くように、指先が脇を優しく撫でていく。

　くすぐったさと小さな快感に優香は息を吐く。じっくりと撫でられるうちに、小さな快感が快楽へと変わる。

「あ……は、ぁ」

　両脇を洗われ、背後から回された手が優香の胸を滑り降りた。小さく尖った先端を手のひらが撫でていき、ピクリと体が震える。腹から胸へと戻る時にも撫でていく。手つきにいやらしさはない。けれど優香の胸の先端は、もっととせがむように硬くなっていく。

　何度もイカされて体は敏感になっていた。シャワーのお湯で体も温まり、マッサージで血行も良くなっている。小さな刺激が快感となり体内を駆け巡った。

「ん……あっ」

　柔らかな膨らみを揉みこまれ、唇から小さな声が漏れる。

「先端は綺麗にしないとね」

「どうして？」

「そりゃ、いつも俺が吸うから」

「もう、なに言って……やっ、ああぁ」

　親指と人差し指で蕾を捏ねられた。両指が両方の先端をきゅっと摘まむ。背中から回された腕は容赦なく優香の熱を上げていく。

　先端をキュッと摘ままれたまま引っ張られる。小さな鋭い痛みと大きな快感に身をよじる。しかし体は達哉の腕の中で自由には動けない。背中に当たる硬い胸板。その不自由さが心地いい。腕の中に包まれて幸福感と快楽が優香を支配した。

「いやらしい声出しちゃ駄目だろ。体洗ってるだけなのに、襲いたくなる」

　これだけの快楽を与えておいてよく言うと思った瞬間、胸を揉まれた。

「優香の考えていることは、全部わかるんだよ？」

　耳に直接唇をつけて達哉が囁く。吐息が耳にかかり首をすくめた。その耳に唇が添えられる。熱い舌が耳の外側を辿るようにねっとりと這わされた。同時に胸の蕾も弄られて、背筋に快感が走り抜ける。

　胸の蕾を洗うという名目でさんざん弄られて、足りない刺激に足をもじもじさせていると、達哉は優香の前に回り込んだ。

「次は足、ね？」

「いや、そこは！」

「駄目。俺が洗うの」

　きつめの瞳に強い意志を宿されると、断れる気がしない。優香は小さく嘆息し、うなずいた。それを見て達哉が満足げに笑う。

　泡をたっぷりとまとわせた両手で太ももを擦っていく。丁寧に、適度な力で揉み洗いしてくれる。腕同様、マッサージのように気持ちが良くて優香は目を細めた。

　ふくらはぎを揉みこまれて、日々の疲れが取れていくように感じる。通勤時や仕事中は常にヒールを履いているから、足には負担がかかっている。そのコリを取り除くように達哉はゆっくりと丁寧に揉みほぐす。

「凄く、うまいね」

「これも、姉貴仕込み」

　返答に優香はふふっと笑う。

　姉のことを気が強いとか弟いじめだとか言っているが、その姉仕込みのお陰で達哉が身につけている部分が結構ある。嫌だと言いながらも実は頼っていたり、自分以外が姉を悪く言えば不機嫌になる。

　どちらも愛情の裏返しだ。鈴美も達哉が大切だが不器用なだけで本当は可愛いのだ。達哉もそれに気づいている。それでもどうしても反発してしまう。それが紳士的で大人な対応をする達哉を、どこか子供っぽくさせている。きっと姉の鈴美もそう思っているから、達哉を可愛がっているのだろう。可愛がり方に問題はあるが。

　思わず手を伸ばして達哉の髪を撫でた。子供にするように上から下へ、ゆっくりと撫でた。

「なに？」

「達哉さんの髪、洗ってみたいなって思って」

「いいよ。でも、今度ね。今日は優香を洗う日だから」

「今日は？」

「そう。器を使ったら、綺麗に洗うだろ？」

　ああ、と優香は納得した。まだ優香が器である設定が続いているのかとうなずく。

　両方のふくらはぎを揉み終わり、次いで達哉は優香の足をわずかに持ち上げて足先を洗い出す。踵を丁寧に揉んで皮をふやかせ、足裏全体を指で押していく。痛くない程度に力を込めながら、じっくりと押されると体全体が温まってくる。

　足指を摘ままれると気持ちいい。そのままくりくりと親指と人差し指でこねくり回される。それを両足のすべての指に施した。

「気持ちいい」

「だろ？　これからもっと気持ちよくなる」

　これ以上のマッサージがあるのかと見ていれば、達哉はボディーソープをさらに手に取った。それを泡立てることなく優香の足に塗りたくる。ぬるりとした感触。

　塗り広げていくたびにぴちゃぴちゃと水音がする。いやらしいことをしているわけではない。けれどその水音がやけに卑猥に感じる。

　足指の間を達哉の指が擦り上げる。心地のよさにわずかな快感が混じる。ぐちゅぐちゅと音を鳴らしながら、五本の指が五本の足指の間を擦り付けた。

「ん……ふっ」

　小さな快感が足を通って脳に響く。一つ一つの快感は小さくとも、それがまとまれば大きな快楽になる。水音も耳を刺激して、優香は身悶えた。

　――もっと欲しい。

　そう思った瞬間、足が解放された。体を苛んでいた快楽が唐突になくなって、ほっとすると同時に喪失感が襲ってくる。

　ぼうっとしている間に体の泡がシャワーによって流されていく。達哉が優香の背中側からシャワーをかけてくれていた。温かいお湯が皮膚を流れ落ちていくたびに体の中の快楽まで零れ落ちていくようで、優香はシャワーのお湯を両手で受け止めた。

　溜まっていく透明なお湯は、風呂場の暖色ライトに照らされてキラキラしている。手のひらからお湯が溢れる様子をじっと見てると達哉に笑われた。

「どうかした？」

「なんだか、いろいろ流れていくみたいで」

「いろいろって？」

　問われて優香は唇を閉じた。体の中の快楽が、などと言えるはずもない。優香の表情を見て取って、達哉はすべてがわかっているようにゆっくりと一つうなずく。

「優香はエッチだね」

　耳元で囁かれた言葉は、シャワーの流水音に紛れないほど明確に耳に飛び込んできた。一瞬で顔が赤くなる。

　達哉はシャワーを止めると、優香に立つようにと指示を出す。首を傾げながらも優香は椅子から立ち上がった。

　壁に向かう優香の後ろに達哉が立つ。優香のお腹を抱えるようにして抱き寄せた。そうしてまたシャワーからお湯を出す。二人の体をシャワーの温かい雨が包み込む。

「え？　ちょ！」

　閉じられた足の間に異物を感じて優香は慌てた。下を向けば想像通り自分の股から達哉の剛直がその先端を覗かせている。

「達哉さん！」

「ここはまだ洗ってないだろ？　だから、俺ので擦り洗う」

　達哉が言いながら腰を引いた。先端が引っ込み、ぬるりとした液体が太ももに流れる。少量のボディーソープが掛けられた剛直は擦れるたびにわずかに泡立つ。その泡もすぐにお湯で流されていく。

　達哉が腰を打ち付ければ先端が顔を覗かせ、まるで優香の股から剛直が生えたように思える。その異常さが卑猥に見えた。と同時に激しい快感が優香を襲う。

　達哉の剛直は、優香の花弁を擦り上げ、花芽にまで届いた。達哉が腰を使うたびに花芽が擦れて眩暈がするほどの快感が押し寄せてくる。

　快感の眩暈で優香は風呂場の壁に手をついた。そこには鏡が掛けられていて、優香の姿が映りこむ。

「ああぁっ、あ！　駄目……気持ち、よす……ぎ、る」

　顔を赤くし、体中から汗なのかシャワーのせいなのかわからない水を滴らせている。潤んだ瞳はいやらしく濡れて光っており、唇は何かを求めるように薄く開いていた。後ろからは達哉が腰を前後に揺らし、股から剛直が出入りしている。

　曇り止めを施された鏡は、そのすべてを優香の瞳にありありとさらけだしていた。

「やっ、あ……はっ、んん！」

　声を出せば風呂場に木霊し、籠った声が自分の声ではないようだ。快楽を与えられながら、別の誰かのいやらしいシーンを見ている気になってくる。

　それは覗いているという後ろめたい気持ちと、それを見て快楽に震える羞恥心。見てはいけないのに見ている負い目と、見たいと思うやましい心。全部がないまぜとなって罪悪感となり、それがすべて快楽へと繋がる。

　シャワーや石鹸の泡だけでないぬめりをもった液体。優香からにじみ出る蜜で粘り気のある水音がそれに追い打ちをかける。

　花芽を擦る剛直はだんだんと勢いを増していき、それが優香を追い詰める。意識しなくてもわかる。花芽がドクドクと息づいている。刺激を与えられるたびに、さらに快感を得ようと肥大していく。

　秘裂を擦られ、捲り上げられ、花芽を容赦なく擦られて、優香は自分が絶頂直前であることを悟った。

　ふと前を見れば、さらに赤い顔をした自分の姿が鏡に映っている。後ろには快感に顔をゆがめる達哉の姿。二人とも唇は何かを求めるように半開きで、けれどそれを埋めるものは今は近くにない。

　優香はその何かを求めて鏡に近づいた。そうして鏡の自分と唇を合わせた。冷たい感触が自分のものとは違って、別の誰かを連想させた。

　その瞬間、達哉が腰を大きく進めた。花芽が擦れ、火花が飛んだと思うほど目の前が真っ白になる。

「んあああぁぁっ！」

　鏡に唇を添えたまま、優香は声を上げて絶頂を迎えた。体が震え、足ががくがくとなる。それを後ろから達哉が支えた。

　荒い息をつきながら、優香は達哉の胸にしなだれかかった。本当は座り込みたいくらいだが、達哉が優香の腰を支えているためにできない。

　鏡に映るいやらしい自分が目の端に映る。シャワーのお湯のせいか快楽のせいか、体中が桜色に染まっていて、いやらしくも美しい。

　その美しい光景の中で、さらに美しくうっすらと笑う達哉。誰もが魅了されそうな艶やかな笑みを浮かべたまま、優香の耳元に唇を寄せる。

「ズルいなぁ、優香だけイクなんて」

　優香の腰を右腕で支えたまま、左腕が優香の腰から太ももへと這い降りていく。太ももにかかった手がゆっくりと足を割り開かせ、そのまま抱え上げた。足一本で立つ優香の腰をしっかりと後ろから支え、ゆっくりとした動作で動くので、バランスに不安はない。けれど何をされるのかと視線が達哉の手に釘付けになる。

　抱えられた足が、やはりゆっくりとした動作で浴槽に縁に置かれる。片足で立つよりもずっと安定しているが、達哉の手は安心できない動きを始めた。

　大きな手が優香の秘裂に伸びた。イったばかりの秘部は敏感で、軽く触れるだけでも電流が流れるような強烈な快感が体中に走る。

「やっ、あうっ！　駄目、今、イったばかり……だから」

「だから？　もっとしてほしい？」

「ちがっ、んあぁぁ」

　否定しようと口を開けば達哉の指が巧みに動き、優香は快感に身を震わせるだけで言葉にできない。

　達哉はそんな優香に苦笑すると腰を下げて剛直を秘裂へと導き、ゆっくりと後ろから挿入した。

　達哉が入ってくる感覚に優香は悶えた。背を反らして快感をやり過ごす。けれど受け止めきれない快感に体が震えた。

　静かにゆっくりと差し込まれた剛直は、入ってきた時同様ゆっくりと抜かれる。受け止めるだけで精いっぱいで、優香は腰に巻き付く腕に手を添えた。自分のものとは違う筋肉質な腕。同じように自分とは違う大きく太いものが自分の中をかき回している。

　目を閉じればそれが顕著に感じられて、さらなる快感を呼び覚ます。うつむいたまま優香はその快感を享受した。

「優香、見て」

　そんな優香の姿を見て、達哉が後ろから優香の顎に手を添えて前を向かせる。目を開ければ目の前に曇り一つない鏡がある。

　達哉が優香の秘所へと手を伸ばすと、二人が繋がる部分を見せつけるように広げて見せる。

「ほら、見て。俺のが優香の中に」

　腰を進めれば太い剛直が優香の中に押し込まれる。絶えず流れる水滴が、まるでそのすべてが自分から流れ出る蜜のように見えた。

　達哉のものを受け入れ、喜びむせび泣くように大量の涎を垂らしている。

「やだ、いやらしくて……恥ずかし……」

「そうだね。とてもいやらしい。けれど、恥ずかしくはない。二人で――二人だけでしてるんだから」

　剛直が抜かれまた入ってくる。足を開け、秘所も押し開かれて丸見えだ。人前ではできない行為。けれど二人きりだから恥ずかしくない。

　いや、やはり恥ずかしいものは恥ずかしい。

　けれど、ここには二人だけだ。いやらしい姿も行為も、夫婦だけの秘め事。

　鏡越しに達哉を見れば、黒い瞳が細められた。上気した頬。わずかに開いた唇。腰を動かせば快感に耐えるように眉が上がる。どれもが艶っぽく色めいていた。

「乱れても……いいの？」

「構わないさ。俺の前でなら、ね」

　ゆっくりと抜かれた剛直が、勢いを伴って入ってくる。貫くように突きたてられ、目の前に火花が散ったと思えるほどの衝撃が走った。息をつめて再度の衝撃に備えれば、今度は剛直の先端で子宮の入り口をくすぐるように優しく撫でる。そうして体から力が抜けるとまた激しく突かれて快感に身を震わせた。

　慣れさせない攻めと絶えず襲い来る快楽。花芽に触れられればより一層体は絶頂に向かって上り詰めていく。

　木霊する声はいつもより甘く耳に届き、後ろから聞こえる達哉の呼吸は獣のように荒い。その息遣いがさらに早くなり、張り詰めたものに変わる。

　達哉も限界が近い。優香を慮る余裕がなくなり、腰の動きが速くなる。達哉が快感を追い求めて腰を振る。蜜壺の中が擦れて、優香も呼吸と熱が一気に上がる。

　達哉が優香の花芽を指先で突いた。すぐ側まで来ていた絶頂が、体中で弾ける。

「あっ、ひ……ああああっっ！」

「くぅ……ああ、優香」

　感極まった声が耳に木霊し、子宮の奥にまで届くようなしぶきが放たれた。それをすべて受け止めて、優香は脱力したように膝から崩折れる。

　優香の膝が風呂場の床に着く前に、達哉が剛直を抜いてその体を支え椅子に座らせる。荒い息をつく二人の上から、シャワーのお湯が降りかかっている。そのシャワーヘッドを持って、達哉は優香の太ももを流す。

「綺麗にするから、足、広げて？」

　脱力した体。いまだに快感に支配されている脳。優香自身が正常な判断を下す前に体は達哉の言葉に従って足を開く。その足の間にシャワーが当てられる。

「や！　あっ、駄目。まだ……そこはっ」

　絶頂直後の体は敏感で、肌に当たるシャワーの水圧さえ快感として拾い上げてしまう。その水が直接秘所を洗い流す。体がビクビクと震えて自分でも止めることができない。

　意味のない言葉を口からこぼしながら、優香は達哉の手を遠ざける。けれどほんのわずかに当たる場所が変わっただけだ。

　新たな快感がすぐにやってきて、優香の体を苛む。

　透明な蜜と白濁が混じり合って優香の秘所から流れ出し、同時に水圧で流されていく。

　綺麗にするという行為に卑猥さはなく、それでも体は快感に震えて熱を上げる。

「んっ……くぅ、んん、やっ、も……駄目」

　快楽に支配され、さらなる快感を与えられあっという間にまた絶頂を迎えた。新たな蜜が流れ、また流されていく。

　同じことを幾度も繰り返されて、かすかな抵抗さえもできなくなったころにようやく達哉の攻める手が止まった。

　ぐったりとした体を抱えられて風呂場を出る。丁寧に体全体を拭かれ、髪もタオルドライの後にドライヤーで乾かしてくれた。自分がするよりもずっと綺麗に髪を整えられる。聞けばやはり姉の影響だと聞いて少し笑った。

　水分を取り、二人でベッドに横になるころには空は暗く沈んでいた。

　昼から始めた行為は夜に終わり、優香は体が求めてくるままに眠りに落ちた。
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　カレンダーの日にちを確かめながら、優香はため息を吐いた。

　達哉が再度長期の出張に行ってから五日が経った。

　達哉の営業成績は飛びぬけて優秀だ。あちこちの支店から応援の声がかかる。特に失敗できない大口の契約に達哉が呼ばれることは多々あった。

　優香の仕事も忙しく、昼は時間が流れるのを早く感じる。けれど、夜になると時間は間延びしたように長く感じた。

　達哉のいない生活。まるで家庭内から火が消えたようだった。

　メールが届くと嬉しく思う。電話をしていると繋がっていることが幸せだった。けれど、電話を切ると途端に寂しくなる。

　空調を効かすために窓を閉めれば外の音も聞こえず、静まり返った部屋は自分が動くことで出る音と時計の音しかない。

　テレビをつけると一時はいいが、消した途端によけいに静寂を感じてつけなくなった。

　自分の呼吸すらも意識してしまい、思わず息を殺してみたりする。そうして馬鹿げたことをしていると気を取り直しても、それを笑ってくれる相手がいない。

　一人暮らしには慣れているつもりだった。けれど二人での生活で、一人で過ごす時間がこれほど寂しく感じるほど達哉を好きになっている。

　お見合いで惹かれるものはあった。その後のお付き合いでどんどん好きになっていった。そして今は好きすぎてどうにかなりそうだ。

　ずっと側にいたいと思う。達哉を喜ばせたい。喜んでくれると嬉しくなって、さらにもっといろいろとしてあげたいと思い始めた。

　形だけでなく、心も体も夫婦らしく寄り添えるようになったと感じた矢先の長期出張。

　それが嫌だというわけではない。仕事があるから生活できるわけで、それを疎ましいと思ったことはないが、微妙に達哉の態度が引っ掛かるのだ。

　長崎に出張が決まったときから、達哉は目に見えて嬉しそうにしていた。時折空中を見つめてニヤニヤしていたりする姿は、どうにも落ち着きがなかった。

　それを気にして聞いてみれば、帰ってきた時はたくさん愛し合おうと決まって口にする。

　浮気を疑うわけではない。達哉は優しく尽くしてくれるし、どんな些細な事でも優香の表情や行動ですぐに気づく。それくらい優香を見ているということだ。だから疑う余地はないが、それでも不安になる。

　どんなにおいしいお肉でも、毎日食べれば飽きてくる。そんな時にほっこりするおふくろの味を出されたら、思わず食べてしまうだろう。

　もちろんこれは食べ物の話で、これが人に例えられたとしても優香は達哉以外を選ぶことはない。

　けれど――

　自分の容姿に自信のない優香にとって、達哉は横に並んでいるのが信じられないほど素敵な男性だ。いつか自分に飽きてしまうことがあるかもしれない。そんな考えが浮かんでは消える。

　心が乱れれば、人は離れていく。最近の優香は淫らに乱れている。祖母の言葉が頭によみがえり、そのことばかり考えてしまう。

　静かな部屋に一人でいると、どんどんと卑屈な考えに陥ってくる。

　無理やり思考を変えるようにスマホを手に取ってお気に入りの料理サイトを開く。ふとその特集の一つに目が吸い寄せられた。

　精進料理。いわゆる『もどき料理』だ。豆腐などを使って肉や魚に見た目や味を似せて作られる料理である。

　大豆ミートを使った肉そぼろ、こんにゃくを使った焼き鳥、車麩を使った揚げ物にオートミールのハンバーグ。

　どれもが本物の肉を使った料理ではないが、実においしそうに見える。

「アレンジ……」

　どれだけおいしいお肉でも、毎日食べれば飽きる。けれどそれは毎日ステーキを食べれば飽きるだけで、材料は一緒でも調理の仕方によってはまったく別の料理になる。

　別のモノになれる可能性。それに気づいて優香はぐっと拳を握る。

　一週間で体を引き締める、という荒業はできないが、外見を変えることくらいはできる。髪型を変えたり、服を変えたり。

「服、かぁ」

　クローゼットの中には、間もなくやってくる三十代を意識して落ち着いた色合いの無難な服がそろっている。勝負するような年齢でも立場でもない優香にとっては、当たり前で変わり映えのない普通の衣装。

　達哉はひらひらしたスカートや服が好きだと言っていたのは鈴美だ。

　優香はリビングの端に置いてあるパソコンの電源を入れた。検索するのは勝負服。最近は避けていたひらひらした可愛い系。

　様々なサイトを見て回って、優香は机に突っ伏した。十代のころは望んで買っていた可愛いデザインのトップスやスカートが、まるで奇抜なファッションのように見えてしまう。その格好で外を歩くことに、抵抗というより拒否感が先に出てしまって購入ボタンを押すことができない。

　どうしようか迷っていると、サイトの画面の下に小さなアイコンが見えた。可愛らしい文字で『Ｈ』とあるそのアイコンにマウスのポインタを合わせる。

　カチリと音が耳に届くと同時に、画面いっぱいにセクシーさを前面に押し出した下着が並んだ。

　紐にしか見えないショーツ。シースルーのブラジャー。実用性には欠けるが、男性を喜ばせるには最適な下着。

　優香は自分の下着がしまわれている衣装棚を思い出して小さく息をつく。白や水色といった淡い色が好きなこともあり、そういった下着で埋められている。

　洋服が駄目なら、下着ならば。

　誰に見られることもない。見るのは達哉ただ一人。

　達哉が帰ってくるまであと一週間ある。ネットで買ったとしても、十分に間に合う。

　優香は早速ネット検索を開始する。

　だが、五分検索して優香は再び頭を抱えた。どれもこれも刺激が強すぎる。どうしても『普通』の下着と比べてしまうので、オープンすぎるものや透け感があるものは省いてしまう。そうすると、今までと同じものになってしまうのだ。

　何の面白みも、いやらしさもない、ごく『普通』の下着。それでは今までとあまり変わらない。

「これじゃ……駄目だ」

　気を取り直して顔を上げた優香は、画面の下方にあるバナーを見つけて顔を輝かせた。そこには『コスチューム』という文字があった。

「これなら、そんなに抵抗ないかも」

　高校や大学の学際でコスプレはしたことがある。和風喫茶で着物を着たり、お化け屋敷でゾンビになったり。もちろん激しい露出はなかったが、コスチュームくらいなら大丈夫だろうと安易に考えてクリックした。

　が、表れた画像を見てその場にまた突っ伏す。優香の思い描いていたコスチュームとはかなりかけ離れていた。

　まず出てきたのはスケスケのチャイナ服で、ところどころ模様があるものの、そのほかはすべてシースルーで、何一つ隠せていない服だ。ある意味セクシーランジェリーよりもいやらしい。

　さらに下へと画面を滑らせる。

「あ！　セーラー服！」

　赤いリボンが可愛いセーラー服。学生のころは毎日袖を通していたせいか、懐かしくなって目を細める。もっとも、股下数センチしかない短いスカートで、セーラーも裾が短くへそが丸見えだが。

　確かに可愛いがこれを達哉が喜んでくれるかどうかは微妙だ。手放しで喜ばれても、それはそれで微妙な気がして正直嬉しくない。

　その他にも体操服やスクール水着といった『普通』ではないものばかりが出てくる。

　もう諦めようかと思った時、優香の視線が一点で止まった。

　それはシンプルな黒い衣装だった。あちこちに白のフリルがあり、短いが許容範囲内の膝上スカート。透け感はあるが、下にブラジャーとショーツがあるので、肝心なところはちゃんと隠されている。腰には後ろで結ぶ白いリボン。お腹の所に小さな腰エプロンがついている。

　かなりきわどいものではあるが、一応メイド服だ。もちろん外出用ではなく、屋内で男性が目で楽しみ、脱がす楽しみがあるというベビードールの一種。

　透け感があって、いやらしさ満載。けれど、白のフリルが女の子らしく、正直に可愛い。

　そう、可愛いのだ。

　衣装とはいえ、外に着ていくわけではない。ランジェリーよりは布面積も多いし、それらよりはましに見えた。

　三十路まであと半年ほど。けれど、まだ二十代だ。そして最後の二十代。別に何かが変わるわけではない。突然肌がたるむことも、周りの視線が変わることもない。それでも自分の中に区切りがあって、どうしてもそういった三十代を意識した服を購入してしまっている。

　こういった、可愛いものに手を出さなくなって久しい。

　祖母の、衣服の乱れは心の乱れという言葉が一瞬頭をよぎった。

「いや、乱れてはないよね？　これ一応『服』だし」

　まるで自分に言い聞かせるように、カートへ入れるボタンをクリックする。

「外に着ていくわけでもないし」

　そんなことをすれば、亡くなった祖母の怒りより早く警察の御厄介になってしまう。

「だって、可愛いし」

　ひらひらした可愛らしい洋服は、いくつになっても着てみたい。そんな思いからクリックをし続け、購入ボタンを押してから優香は改めて大きな息を吐く。

「もう買っちゃったし！」

　誰に言うともなく、優香は嬉しそうに呟いた。

　

　木曜の深夜に帰ってきた達哉は、その日の晩は優香を腕に抱きしめたまま眠ってしまった。優香も長期の出張で疲れているだろう夫をいたわって、大人しく達哉の抱き枕となった。腰のあたりに固いものが当たったが、気づいていないふりをして眠った。

　一夜明けて出勤する時には、どちらからともなく唇を合わせ、無言で今夜の情事の約束をする。

　仕事中は、浮き立つような、それでいてどこか不安で、けれど嬉しくてドキドキする胸を抑えるのに苦労した。

　久しぶりに顔を合わせて二人で食べる食事はおいしく、心地よい時間が流れていった。

「実はさ、もう一つお土産があるんだ」

　夕食が終わって食休みにお茶を飲んでいた時、達哉にそう切り出されて優香は目を丸めた。

　昨日出張のお土産といって、からすみや明太子を渡され、先ほど食べ終わったばかりだ。九州限定のお菓子も買ってきていて、いったいどれだけお土産があるのかと苦笑する。

　達哉は書斎から黒い小箱を持ってきた。それをテーブルの上に置く。

　漆黒とも呼べる色の十センチメートル四方の小箱。両手に乗せれば見た目以上に重みがある。上蓋には細かい模様が刻まれていて、漆黒なのに気品があった。下部には引き出しがついている。

　優香は達哉をちらりと見上げた。開けて欲しいとその目が訴えている。その目力に押されるように優香はまず上蓋を開いた。

　目に入ったのはバラの花だ。黒い小箱の中に一輪、真っ赤なバラの花が入っていた。心地よい芳醇なバラの香りがあたりに漂う。優香はそれを胸いっぱいに吸い込んだ。

「いい匂い」

　バラ特有の角の立つようなきつい香りではなく、どこまでも優しく香ってくる。

　香りを堪能した優香は、続いて下の引き出しを開けた。そこに小さな香水瓶が収まっていた。

　薄い紅い色をした香水が入った瓶は、その瓶自体も意匠が凝らされていてとても美しい。色からして、今香っているバラと同じ匂いの香水だろうことがわかった。この香りに包まれることを想像して、優香は嬉しさに目を細めた。

「長崎に、自分で好きな香りを組み合わせて香水にしてくれるお店があってね。前から気になってたんだけど、ネットじゃさすがに匂いまではわからないから買えなかったんだ」

　達哉の言葉に優香は目を瞬かせた。

「じゃあ、出張前ににやついてたのは、この香水を買おうと思ってたから？」

「俺、そんなにわかりやすい態度だった？」

「うん。荷物まとめながら、ずっとニヤニヤしてた」

　達哉は自分の顔を片手で覆い天を仰いだ。自覚がなかったらしいことに、優香はくすりと笑う。こういうところが、達哉は可愛らしい。

　優香のために出張前からいろいろと考えてくれていたことが凄く嬉しかった。少しでも達哉を疑ったことが後ろめたく感じられる。

「ありがとう、達哉さん。凄く、嬉しい」

　再度バラの香りを楽しんで、優香は香水の箱を大事そうに胸に抱いた。
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　お風呂を別々で入ることを了承してもらい、優香は鏡の前でその衣装を持ち出して体に当てた。

　まだ袖は一度も通していない。これでサイズが小さかったりしたら目も当てられないが、体に当てた感じでは着ることはできる。しかし、着こなすことはできないだろうが。

　体を拭いて髪を乾かし、新しく買ったボディーローションを塗る。口にしても大丈夫なように天然素材のものを衣装と一緒に買った。

　他意はないのよ、と誰にともなく言いながら、丁寧に塗り込んだ。

　それから黒い下着を身に着ける。ブラジャーは水着かと思うくらい肩ひもも後ろを結ぶ紐もとても細い。背中で結ぶタイプの作りで、細い紐を軽く引っ張るだけで解ける。そしてショーツも同じ作りだった。大事な部分を覆う布以外はほぼ紐だ。可愛らしさといやらしさを兼ね備えた黒いレースが白い肌に映えている。

　人生初の紐パンは、かなり心もとない。太ももに食い込むほどきつく結んで落ちないようにしているが、どうにも落ち着かない。秘所を覆うくらいの布はあるのにどこか風が通るような気がして、気が付くと内股になってしまう。

　網タイツのニーハイも付属品としてあったので、履いてみる。

　鏡に映るのは、真っ赤な顔をしているのに男を誘うようないやらしさ満載の下着姿の女だ。

　今更になって恥ずかしくなった優香は、一人で視線を彷徨わせた。そしてまだ着ていない衣装に目が行く。

「大丈夫よね。これを上から着れば、きっと……もっと」

　独り言が多いのは不安だからだ。自分を安心させるように呟いて衣装を広げる。

　白のフリルがふんだんに使われたメイド服。襟元やスカートの裾、エプロンや腰ひもまでがひらひらしていて、可愛さ満載だった。いやらしさよりも可愛さが際立つ。

　早速身に着けてみた優香は、洗面台にがっくりとうなだれる。

　ベビードールの名前は伊達ではない。ひらひらした膝上のスカートは後ろ部分にスリットが入っていて、スカートをめくらなくてもお尻が見えてしまう。前身頃の襟元からお腹にかけてはファスナーがついていて、脱がずに胸を晒すことができる。

　着るのも簡単だが、脱がすのはさらに簡単な作り。シースルーなのに、脱がす必要があるのかは甚だ疑問だが。

　全身を鏡に映して優香はごくりとつばを飲み込む。

　黒と白のコントラストが綺麗で、短くてひらひらしたスカートが可愛かった。

　透け感が――いやらしかった。

　いつもの下着に着替えようかとの思いが頭によぎる。けれど、せっかく買ったのにと残念に思う自分もいる。

　達哉が買ってきた香水は、きっと高いものだろう。あの箱自体に高級感がある。香水を使い終われば、瓶は一輪挿しとしても使えるし、小箱は小物入れとしても使用できる。

　それを考えれば、ただ外側だけを整えたようなこの衣装がだんだん滑稽に見えてきた。あの香水と同等の価値があるとは思えない。

　どうしようかと逡巡し、やはりいつもの下着に着替えようと思ったとき、脱衣所の扉がノックされた。

「優香、大丈夫か？　ずいぶんと時間がかかってるみたいだけど」

「ひ、ひゃい！　だいじょうびゅ……だ、大丈夫！」

　予期していなかったことに焦ったあまり、声が裏返って何度も噛んでしまった。

「…………」

　一瞬の沈黙後、脱衣所の扉が開いた。わずかに開いたところで、優香が全力でそれを押し留める。廊下から脱衣所側に開くタイプの扉は、頑張って押せば優香でも達哉の力に抵抗できる。

「優香!?」

「今は駄目！　もうちょっと待って！」

「待てない。そもそも、脱衣所で何してる？」

「何もしてないっ。着替えてただけ」

「じゃあ、開けて」

「今は無理！」

　押されては押し返し、扉一枚を隔てて言い合う。しかも内側にいる優香はとてつもなく恥ずかしい格好をしている。滑稽なことこの上ないが、本人たちは必死だ。

　必死に押しているが達哉の力に敵うわけはなく、徐々に扉が開いていく。そのわずかに開いた隙間から、達哉の視線が洗面所の鏡に向けられる。ハッとして優香は鏡に目をやり、鏡越しに達哉とばっちりと目が合う。

　眼鏡はしていない。けれどその表情が驚愕であることを見れば、コンタクトをしていることがわかる。しっかりと優香の姿が見えているのだろう。

　驚きの表情が消え、次に浮かんだのは獲物を見つけた猛獣の瞳だ。鋭い眼光に優香の背筋を冷たい汗が伝う。

　そこから扉を押す力が一気に増した。

「嘘!?」

　先ほどまでの均衡は簡単に破られた。満足に抵抗することすらできず、扉の隙間がさらに開きそこから達哉が体を滑り込ませてきた。

　そうすればもう扉を押す意味はなく、優香は思わず脱衣所の奥へと逃げた。けれど一瞬早く達哉の手が優香の腕を捕らえる。

　強い力で引き寄せられ、達哉の腕の中へと引っ張り込まれる。硬い胸に当たると同時に、両腕で抱きしめられて拘束された。

　捕らわれの身となり、優香はそのまま固まる。その首筋に、達哉が唇を押し当てた。まるで猛獣が獲物の首に食らいつくように。

「捕まえた」

　背筋が震えるほど低い声が耳に届き、優香は危険な獣に捕まった。

　

　リビングの照明の真下に立たされて、優香の周りを達哉がぐるぐると回る。視線は優香から離れず、上から下まで三六〇度全方向からじっくりと見られる。

　視線が針のように肌に刺さり、触られてもないのに熱を帯びてくる。甘い吐息を出さないようにと口を閉じれば鼻息が荒くなり、わずかに開けば唇から熱い呼気が漏れた。

「これって、俺のために買ったの？」

「……毎回同じ下着じゃ、飽きるかなって思って」

「同じ服でも同じ下着でも、それを着てるのが優香なら、飽きることなんて一生ない」

「じゃあ、今からいつもの下着に」

「それは駄目。飽きないけど、特別なのは嬉しい」

　微笑みとは程遠い、ニヤリと音がしそうな表情に優香は嬉しいと同時に恥ずかしくなる。

　この姿に達哉が喜んでくれている嬉しさと、まるで自分がこれからの行為を期待しているかのような行動。

　もちろん嫌なわけではない。気持ちがよく、お互いの体の隙間を埋めるような行為が好きだ。けれどだからといって恥ずかしくないわけではない。

　裸を見られることはもちろん、赤くいやらしい顔を見られるのも、濡れた秘所を見られるのも恥ずかしい。

　結婚して四か月にもなろうというのに、いっこうに慣れない。

「優香」

　名前を呼ばれて抱きしめられた。

「凄く、嬉しいよ。こんなに可愛い優香を見られて、俺は幸せ者だ」

　ぎゅっと抱く腕に力がこもる。痛くない抱擁にほっとする。温かい腕の中は心地いい。達哉の男性独特の匂いに安心する。

「あ、香水」

　達哉が買ってきてくれた香水。まだつけていなかったと思い出して、達哉の抱擁から抜け出す。

　ほんのわずかに緩んだ両腕の力が再度強められた。腕の拘束から抜け出せず、優香は達哉の胸の中で狼狽える。

「達哉さん、香水……」

「駄目だ」

「え？」

「あの香水じゃ駄目」

「ええっ!?」

　せっかく買ってきてくれたものなのに、本人から駄目だしされて優香は驚きの声を上げた。

「違うのがいい」

　言うと同時に達哉は優香の手を取ってベッドへ誘導する。ベッドサイドには、香水が入った黒い小箱がある。

　違うのがいいと言いながら達哉はその小箱を手に取った。引き出しを開ける。そこにはもちろん先ほどの香水が入っている。達哉は香水の入った引き出しを箱から引き抜いた。

「あ……」

　引き出しの後ろを見ると、もう一つ引き出しがついていた。引き出しをすべて引き抜かないと気付かない、上げ底のからくり箱だ。

　その隠されていた引き出しを開ければ、先ほどのものよりずっと小さな香水瓶が出てきた。優香の親指ほどの小さなものだ。透明な瓶には薄く赤い色の液体が入っている。

「これは？」

「同じ香りの香水」

　達哉の言葉に優香は首を傾げた。

「買おうかどうしようかずっと迷っていたんだ。安全なものか確かめたかったから」

「安全？」

「こっちの小さいほうは、媚薬入りなんだ」

「え？」

　びやく。その言葉が耳から入り込んで脳に届き、それが理解できるまでに数秒を要した。それほどに優香にとって予想外の言葉だった。

「えっ!?」

　理解し狼狽える優香の手のひらに達哉は小さな香水瓶を乗せる。

「買ったはいいけど、媚薬を使ってほしいなんてやっぱり言い出せなくて。でも、優香のそんな姿を見たら、もっと見たくなった」

「なにを？」

「優香の乱れる姿」

　一瞬で顔が赤くなった。熱さに優香は自分の頬を手のひらで包む。お風呂上がりなのに指先が冷たいと思ってしまうほど顔が熱くなっている。

「もちろん、媚薬といっても常用性はないし、変な成分は入っていない。自分でも試したけど、副作用的な物は何もないよ」

「乱れた？」

「ん？　ああ、使った感想か。ムラムラしたかな」

「そっか、ムラムラするんだ」

　興味津々で聞けば、達哉は優香の手にある香水を指でそっと撫でた。

「気になるなら、自分で試してごらんよ」

　香水の瓶を撫でていた達哉の指が、優香の指の伸ばされる。ゆっくりと撫でられて、ごく小さな快感が背筋を這う。

「乱れちゃったら、どうするの？」

「乱れた優香を心行くまで堪能する」

「乱れなかったら？」

「いつもよりじっくりと攻めて、乱れた優香を堪能する」

　行きつく先は同じだと告げて、達哉はにこりと笑う。

　ヒラヒラの透け感満載なメイド服を着ていて、すでに『普通』ではない。今更普通を求めるのもおかしくて、優香は一つ息をつくと香水を首元につけた。両腕にもつけると、バラの香りに包まれた。

　芳醇な香りに包まれて、ゆっくりとそれを鼻から吸い込んだ。かぐわしい香りが鼻孔を刺激し、気分が落ち着いてくる。

　落ち着く？　と優香は自分でも首を傾げた。

　ムラムラするはずの媚薬で落ち着くのはおかしい。

「ムラムラしないよ？」

　思わず口にすれば、達哉が噴き出した。

「そんなにすぐに効果は出ないよ。だからそれまで……」

　いちゃいちゃしよう？

　耳元で囁かれ、優香は赤くなりながらも小さくうなずいた。
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　黒を基調としたメイド服。襟や袖、スカートの裾などに白いフリルがあしらわれていて、ひらひらしている。腰には白い布のベルト。優香の腰の細さやくびれを強調しているからかよりほっそりとして見える。

　全体的にうっすらと透けていて、黒い下着が見えている。リボンと一体になっている小さなエプロン風の布が恥部を隠していて、見えそうで見えないところがそそる。一方で後ろに回れば、ただでさえ短い丈なのにスカート部分にはスリットが入っていてお尻は丸見えだ。黒い紐がお尻の谷間に食い込んでいるのが欲情をこれでもかと煽ってくる。

　太ももまである黒いタイツも優香の細い足に似合ってた。

「可愛い」

　改めて口にすれば、優香ははにかんだように、けれど恥ずかしそうに、そして嬉しそうに笑う。

　数分前に媚薬入りの香水を振りかけた。

　嗅覚は脳の本能を司る部分と直結していると言われている。肌に直接つければ皮膚から体内に吸収され、また香りとともに媚薬が鼻から吸い込まれて本能がむき出しになる。

　それでも効果が表れるまでには多少時間がかかる。

　だから、達哉はその時間を視姦することにした。

　優香には一切触れずにじっと見ているだけ。ほんのわずかな変化も見逃さないように、そしてじっくりと優香のあられもない姿を目で楽しむ。

　時間が経つほどに優香の頬は火照り始め、肌にはうっすらと汗が浮き始めた。吐く息に熱がこもり始めているのが達哉にも感じられる。

「可愛い」

　達哉は自然とまた口にした。

　とにかく可愛い。目に入れても痛くないとは、こういうことなのだろうと納得する。目に入るすべてが可愛い。

　わずかに赤く色づいた肌に黒い衣装はよく似合う。

　達哉は優香の左手をそっと持ち上げた。その薬指に光る指輪に唇を寄せる。夫婦である証。達哉の妻であるとその指輪が物語っている。

　指輪をしていても最初は不安だった。

　婚約して指輪を贈っても、結婚して初夜を共にしても、優香はどこか遠慮気味だった。達哉の前では背筋を伸ばし、肩肘を張り、いつも緊張した面持ちだった。

　それがなくなったのは、達哉が長期出張を終えて帰ってきたあの時だ。正確に言えば、優香を欲望のままに抱いたときからだ。

　達哉とちゃんと正面から、目を見て話せるようになった。小さな言い合いが増えたが、それすらも愛おしく思える。心の距離が縮まって、前よりもっと優香が好きになり、ずっと惹かれている。

　この衣装を購入する時、着ている時、そして今も、優香の心は達哉で占められている。それがとてつもなく嬉しい。

　ただの男女ではなく、夫婦として同じ指輪をしている。そのことが幸せだった。

　達哉はそのまま腕を引っ張って優香を引き寄せた。柔らかな体は抵抗なく腕の中に収まる。そのまま閉じ込めるように両腕で細い体を抱きしめた。

　ふわりと優しいバラの香りに包まれた。

　優しい香り。このバラの香りは達哉が優香を想って作った。

　長崎にあるオーダーメイドの香水が作れるお店。数十種類ある香りの見本から好きなものを選べば、その場で調合してくれる。自分好みの唯一の香水が作れる店だ。

　ずっと気になっていた。ネットで取り寄せることはできるが、好みの香りでなければ意味がない。そこに長崎への出張の話が出た。これ幸いと出張の合間のわずかな時間を使って手に入れた。

　東京にもいくつか香水を作れる店はあるが、その中にアダルト的な要素を入れられる店は長崎にしかない。きちんとしたお店で、薬を混ぜるといっても危険なものは一切ない。

　優香の頬を手のひらで包んだ。いつもよりほんのわずかに温かい頬。しっとりとしているのは化粧水や乳液だけのせいではない。大きな瞳が熱を孕んだ時のように潤んでいる。魅惑的な果実のように赤い唇。

　吸い寄せられるように達哉はその唇に自らの唇を寄せた。軽く触れるだけのキス。鳥が果実を啄むように、その唇に何度も吸い付く。

「優香」

　名を呼んで、達哉はまた唇を合わせた。唇を離して間近から優香の瞳を見つめる。そうしてまた唇を合わせ見つめ合う。

　言葉で愛を語らなくても、優香の瞳が唇が吐息が達哉を愛していると言っている。

　触れ合うだけのキスでは物足りなくなって、達哉は唇を押し付けた。果実を頬張るように唇すべてを口内に閉じ込めて好きなだけ舐る。上唇を舐め、下唇を甘噛みした。

　優香が甘えるように達哉の首に抱き着いてくる。達哉は優香の後頭部に手を添えると引き寄せて唇を強く押し付けた。

　白い歯に舌を這わせ、赤い舌を吸い上げた。

　貪るように唇を求めた。呼吸の合間すら離れたくなくて、夢中で唇を奪う。達哉に合わせるように応じていた優香が苦しげに眉根を寄せる。

　ほんのわずかな理性が働いて、達哉は優香の唇を離した。途端に優香は空気を求めるように深呼吸を繰り返す。

　呼吸が整うとまた唇を合わせ、それを繰り返しながら二人でベッドに腰かけた。

　頬と額に口づけて、達哉はまた優香の姿態を見下ろす。

「脱がすのがもったいないくらい、可愛い」

　透け感満載のメイド服のベビードール。それはそれでチラリズムが刺激されて堪らない。しかし見えていてもやはり下着をちゃんと見たい。

「下着も、可愛いよ？」

　上目遣いにそう言われて、眩暈がするほど欲情が体の中で膨れ上がる。

　メイド服の前身頃は脱がしやすいようにとファスナーがついている。引き手の部分は襟元のリボンと一体になっていた。リボンを持って、ゆっくりと下していく。胸元が少しずつ露になり、さらに下ろせば黒いブラジャーが現れた。

　色も形も上から透けて見えている。だからわかってはいるのだが、やはり実際に目の前にすると喉が勝手に鳴る。生唾を何度も飲み込んだ。

　ファスナーはへそのあたりまでしかない。限界まで下ろして前を押し開く。

　黒いブラジャーが露になった。ブラジャー自体もレースで透けている。白い肌とピンクの先端が見えていた。

　脱がさなくてもすべてが見える。けれど脱がしたい。

　そう思いながらも達哉はそのブラジャーに指を添わせた。首にかけられた細い紐を指で撫で、そのままブラジャーのレースの際を辿る。胸の布を一周してまた首の紐に戻る。そのまま首筋を辿って顎へと至り、その顎を指でつまんで上向かせる。

「綺麗だ。とても」

　瞳を合わせてそう言い、唇を合わせて同じ言葉を囁く。直接耳に声を吹き込んで、その耳を舌で撫でた。

　こめかみ、眉、額、鼻、頬と顔のいたるところに唇を寄せる。そうして唇にキスを贈り、そのままベッドへ押し倒した。

　優香の髪が華のようにベッドに広がる。息を吸えばバラの香りが鼻孔をくすぐり、理性の隙間から本能へと訴えかける。

　このまま犯してしまえ、と。

　沸き上がった欲情を押さえつけるようにつばを飲み込む。深く息を吸い込んで吐き出し、理性を取り戻す。

　欲望のまま抱くのはまだ早い。今はまだこの華を愛でていたい。

　達哉は優香の首に両手を伸ばした。顎から首をゆっくりと撫でおろし、細い鎖骨に指を添わせる。そこから肩を辿って首から顎に戻る。髪を撫でて耳をくすぐり、頬を手のひらで覆って唇の形を指で辿る。

　唇を寄せてキスを落とし、そのまま顎と首筋にもキスをした。

　手のひらが胸元から柔らかな丘を登り、頂点を通り過ぎてお腹を撫でた。ほんのわずかに手のひらに固い先端が当たって優香が小さく声を上げる。優香の肌の上を滑るように手のひらが這う。

　優香は時折声を上げ、その身を小さく震わせた。

　手のひらに吸い付くような肌。どこもかしこもがすべすべで温かく、そして愛おしい。

　その柔らかな肌に達哉はキスをする。唇で愛でるように、時折舌で肌を刺激しながらあちこちにキスを落とした。

　胸元からゆっくりと膨らみへ唇を這わせ、その頂へ辿りつく。色づいた先端は硬く立ち上がり、優香の興奮を達哉に教えてくれている。

　先端をレース越しにチロリと舐めた。

「はっ、あ、あぁ……っん、や、あぁっ」

　優香の体が跳ねる。達哉はそのままじっくりと舐る。レース越しだが、ほとんど素肌と変わらない。舐めるたびに優香の体が跳ね、甘い声が漏れた。

　唾液で濡れた先端を指で擦る。そうしている間にもう片方の胸の先端にも舌を這わせた。

「はぁ、あ……あぁ……あぁあああ……」

　優香の唇から声が漏れるたび、達哉の行為は淫らになっていく。

　先端を指でコリコリと摘まみ、膨らみ全体を揉みあげる。歯を立てて甘噛みし、強く吸いあげた。

　達哉はいったん攻撃の手を止めた。上から見下ろせば、優香が見上げてくる。その瞳が濡れて光っていた。欲情に濡れた瞳が達哉を誘っている。

「達哉さん」

　抱っこをせがむ子供のように、優香が達哉に手を伸ばす。その手を取って、そのまま腕に手を滑らせる。肩を通った手のひらが、再度胸を撫でおろした。そうしてまた撫で上げる。その際に、達哉は優香のブラジャーを上にずり上げた。

　白い胸が晒される。真ん中にはピンクの蕾がひっそりと、しかししっかりと立ち上がってその存在感を強調していた。

　両手で胸を揉みしだき、先端の蕾を唇と舌で愛撫する。舌を這わせて舐め、巻き付けた。唇をすぼめ、音を鳴らして吸いあげる。

　硬い先端がさらにその身を硬くし、優香が身をよじらせて快感に啼いた。

　肌を弄り、あらゆるところに触れて揉む。ファスナーから覗く一部分だけでは満足できなくなって、達哉はメイド服を脱がしにかかった。が、構造がよくわからない。

「後ろのリボン……外して」

　気づいた優香が達哉に教えた。同時に体をうつ伏せにして、腰で結ってある大きなリボンを達哉に見せる。

　リボンの端を引けば、するりとほどけた。

　ワンピースのような作りだと思っていたメイド服は、上下に分かれていた。リボンで留められた上部とスカートのツーピースだった。

　前身頃のファスナーが外しやすいようにと、優香がベッドの上で四つん這いになる。その優香に覆いかぶさるようにして達哉は後ろから手を回しファスナーを外した。そのまま掬い上げるようにして胸を揉む。

　弾力のある柔らかな双丘。両の手のひらを使って全体を揉みながら、人差し指と中指で先端を摘まんで刺激を与え続ける。

「っん……く、ぅ……あっ」

　片手で胸を揉み、もう片方の手は優香の体を這いまわる。その手が腰に向かい、太ももへと降りる。剥き出しの尻を撫で、内股を指で優しくくすぐる。

「ひ、あぁっ……！」

　くすぐったさの中に快楽を感じているのか、上がる声に甘さが混じっている。鼻にかかる上ずった声。普段絶対に聞くことのない声。

　聞いていいのは達哉だけだ。言わせていいのも達哉だけ。

　耳に届く優香の声に、達哉は満足げな笑みを浮かべた。独占欲、支配欲、優越感、承認欲。あらゆる強欲が達哉の中に息づき、それが優香の声で昇華されている。

　自分の愛を捧げ、その愛を同じだけ返してくれる愛おしい妻。

「ああ……達哉さん、きもち、いい……」

　ビクビクと身を震わせて優香が背を反らした。その声に導かれるように先端を指で扱いて、コリコリと摘まみ上げる。

「っぅあ！　あ、あんぅ……はっ…やぁ、駄目……ああああぁぁっ」

　体を大きく震わせ、優香が快感の声を上げた。背を反らし、ぎゅっと体に力を入れている。

　達哉は目を瞬かせた。そして大きく息を吐く。呼吸することすら忘れて優香の痴態を見ていたらしい。それくらい衝撃的だった。

　胸を弄っただけで達した。感じることはあっても絶頂を迎えることは今までなかった。確実に媚薬が効いている証拠だ。

　自分で試した時は一発抜けば効果は半減以下になった。しかし優香の場合はまだ効いている。恍惚とした表情がそれを物語っている。

　男女では効能が変わるのかもしれない。感じ方も絶頂の感覚もまるで違う。そう思えば優香の痴態は理解できる。

　しかし違うからといって、ここで止めることはできない。達哉も辛いし、優香はもっと辛いだろう。疼く体を抱えて眠ることなどできようはずがない。

　優香は自重を支えられずにベッドに崩折れている。尻だけが高く掲げられ、猫のような姿勢になっているがそれは好都合だった。

　達哉はさらなる愛欲を求めて、優香の下半身へと体をずらした。

　レースでできた透けたスカート。お尻の部分にはスリットが入っている。四つん這いになっている今、尻は丸見えでスカートの役目は果たされていない。その下の布がほとんどないショーツ。お尻の谷間に紐が見え隠れしているのがなんともいやらしい。

　白い尻を撫でそのまま太腿を撫でおろす。ニーハイも黒く、上部はレースがあしらわれていて、綺麗な優香の足をさらに美しく飾り付けている。

「はあぁ……綺麗だ」

　脳が優香の色気に当てられたように、同じ言葉しか浮かんでこない。すべすべの尻を手のひらで堪能し、キスを落とす。リップ音をさせながら、尻のいたるところに唇を這わせた。

　丸い尻の形を楽しむように手のひらを滑り下ろし、内股を這い上る。

　優香が小さく声を上げた。と同時に達哉も気づいた。内股が濡れている。その雫を辿れば秘所に辿り着いた。

「あ、あっん……やっ、駄目……」

「駄目って言いながら、ずいぶんといやらしい汁が垂れている」

「やだ、言わないでぇ」

　甘えた声を出しながら、優香が背後の達哉を振り返る。その瞳が涙で濡れている。媚薬が快感を何倍にも増幅させている。

　たまらなく可愛い。そしてたまらなくいやらしい。

　割れ目に食い込んでいる紐を指で擦る。すでに紐はぐっしょりと濡れていた。ただそれだけの行為でさらに奥から蜜が溢れてベッドに雫を垂らした。

「凄いな。ぐしょぐしょじゃないか」

　何度も何度も紐の上を指が行き交う。その擦れる小さな振動が優香に快楽を与えている。優香はたまらず甘い声を上げる。それが達哉の耳と脳を刺激し、さらに攻め立てる起因となった。

「っぁひ……ん、んんっ」

　繰り返すたびに声が漏れ、繰り返すごとに蜜が溢れ出てくる。

　達哉は秘所に食い込んだ濡れそぼった紐を引き、そして指で弾いた。小さな音を立てて紐が秘所を叩く。

「きゃぁ……んっ！」

　ほんのわずかな刺激だ。輪ゴムを使うほど強くはないからもちろん痛くもない。軽く指で弾いたくらいの強さでしかないのに、優香は首を振って涙を流す。けれどその瞳を見ればわかる。

　もっと、と言っている。

　達哉は今度はもっと強く紐を引き、放す。さきほどよりも勢い良く紐が秘所を叩いた。

「あっ！　ひぅ……ぁあああああああ！」

　優香がまた背を反らして絶叫する。体を大きく震わせながら、何度も声を上げてイった。

　達哉はその様子を見ながら、指についた優香の蜜を舐めとった。蜜のように甘い濃密な汁を啜り、喉を鳴らして飲み込む。それが食道を通り胃へ到達する。熱くもないのに熱を伴った唾液が胃に落ちた感覚がする。それが胃の内部に広がった瞬間、達哉の血液が沸騰したかと思うほど熱くなった。

　勝手に呼吸が速くなり、息が上がる。

　香水の媚薬が、達哉にも影響を及ぼしている。そんな考えが頭によぎり、すぐに欲望に塗り替えられた。

　媚薬が安全であるかを確かめるために香水を自分に振りかけたとき、欲望を収めるのに使ったのは己の右手だった。しかし今は目の前に優香がいる。

　同じ指輪をして、一生を添い遂げると誓った。生涯尽くし、思う存分愛してもいい最愛の妻。

　その妻が目の前で息も絶え絶えに絶頂しながら、それでもまだ快楽を求めて体を揺らしている。肩が震え、尻が揺れる。

　目の前で揺らされるその白い双丘に達哉は両手で揉みこんだ。

「はぁ、あぁ……あぁあああ……」

　尻を両手でまさぐりながら、夢中で舌を這わす。肌にはうっすらと汗が浮かんでいた。それを舐めとる。

　もっともっとと心が急いている。

　達哉はその声に従って優香の秘所に舌を伸ばした。濡れそぼった紐を舐めた。蜜がしみ込んだ紐から甘い味が感じられる。それを押しのけ、達哉は直接秘裂に舌をねじ込んだ。

「っあ、あぁ！」

　溢れ出てくる蜜をじゅるじゅると音を立てて啜る。その唇の動きでさえ優香は快感と捉えて身を反らせた。

　舌を伸ばして蜜壺の中にまで入り込む。直接蜜を吸い取り、飲み込む。まるで極上の甘いジュースのようだ。それがどんどん溢れてくる。吸い取っても舐めとってもなくならない。

「あああああっっ!!」

　何度目になるかわからない絶頂。中から溢れた蜜が達哉の顔に降りかかる。達哉はようやく秘所から顔を離し、飛び散った蜜を赤い舌で舐めた。頬や額にかかった蜜も手の甲で拭い、それをまた舐めとる。

　この極上の蜜を、一滴ですらこぼしたくない。

　手の甲の蜜を舐め終わって見下ろせば、ベッドにいまだ呼吸を荒げたままの優香がぐったりとしていた。しかしその瞳は相変わらず達哉に向けられている。

　とろんとした瞳に、色欲が浮かび欲情で濡れて光っている。

　優香の体から衣装をはぎ取る。腰回りのスカートも脱がす必要はないが、達哉はそれも取り去った。優香を覆うのはずり上がったブラジャーと黒いレースの紐パン、黒のニーハイだけだ。

　優香の美しい肌を彩る下着。優香の美しさを邪魔せず、一層綺麗に魅せてくれる。

　あおむけにベッドに横たわった裸体の優香は美しい。ベッドのシーツが白く、まるで高名な画家が描いた絵画のようだ。

　じっと上から見下ろしていると、じわじわと肌が色づき、汗がにじんでくる。蜜が再び溢れているのか、甘い匂いが鼻孔をくすぐる。

「優香」

　顔の横に手をつき、唇を合わせる。

「愛してる……愛している」

　うわ言のように繰り返し言いながら、達哉は優香の顔中にキスをする。肩から鎖骨。腕を通って手を取り、指輪に口づける。そうしてまた肩へと戻り、柔らかな胸に口づけた。

　所有している証を残すように、点々と赤い痕を残す。もともと赤く色づいている胸の先端にも、証を残すように何度も吸い付く。しこりのように硬くなった先端に舌を巻き付け、歯を立てる。

　脇腹、へそ、下腹にも愛おしげにキスをする。股間を素通りし、太ももとふくらはぎ、足の指にも唇を寄せる。足を抱え上げ、足の裏にも口づけた。足の甲を通って脛へ至り、内股にちゅっと音を立てて吸い付いた。

　ちらりと優香を見下ろせば、恍惚とした瞳で達哉の行為を見ている。薄く開いた唇から赤い舌が見える。煽情的な表情に達哉は膝に唇を押し当てた。

　足を抱え上げたまま、真下にある秘所を見下ろす。薄いレースの布とその下の茂みが秘所を覆っている。見えはしないが、そこから溢れているだろう極上の蜜を想像して唇を舐めた。

「愛してる」

　再度言葉にして達哉はショーツに唇を落とした。他の場所と同じように、それでいてずっと丁寧に優しく口づけた。布をほんのわずかにずらせば秘所が目の前に晒される。その布を指で辿り、縁をゆっくりと撫でる。そのまま結ばれている紐に指を這わせた。

　落ちないようにと硬く結ばれている紐。しかし蝶々結びのために紐の端を引っ張れば簡単にほどけるだろう。

　軽く紐を引っ張る。ツンツンと指に感じる結び目のわずかな抵抗。獲物がその先にいることは承知している。子猫が獲物を捕って遊ぶように、達哉もその紐の抵抗感にゾクゾクとした言い知れぬ快感を感じた。

　その時、指から抵抗がなくなった。結び目がほどけたのだ。

　獲物が動かなくなり、遊べなくなった落胆。しかしそれ以上に、獲物を喰えることへの期待と興奮が鼻息を荒くさせる。

　どうしようもなく喉が渇いたときのように喉が鳴り、飢えた獣のように達哉は優香の秘所にむしゃぶりついた。

「あ、あっ……あんぁ、や！　やぁっ！」

　蜜を啜って飲み込む。だがまだ足りない。舌を伸ばして蜜を掬い上げて飲み込む。それでも足りなかった。秘裂に指を押し当て花弁を押し開く。美しくピンクに濡れて光っている。蜜が湧きだす泉。その泉のほとりに赤い花の芽があった。いまだに皮を被り、その姿は隠されている。

　達哉は生唾を飲み込んで皮を持ち上げる。下からぷっくりと膨らんだ芽が姿を見せる。赤い宝石を思わせる花の芽。チロリと舐めると泉から蜜が流れた。流れた蜜を吸い取って、花芽を舐める。また蜜が溢れた。

　花芽を愛でれば極上の蜜が泉から溢れる。

　達哉は花芽を唇で挟んで固定し、その最も感じる先端を舌先で何度も擦り上げた。

「ひぅ……あっ、あ、あひっ……イ、あああっ!!」

　あまりの快感に優香が逃げるように腰を上げる。達哉はその足を抱えて逃げられないようにがっちりと掴んだ。動けない優香の花芽をさらにしゃぶる。溢れた蜜はすべて舐めとり、ただの一滴すらベッドには落さない。

　何度も達しては蜜を溢れさせ、そのたびに啜られてまた花芽を指と舌で擦られる。繰り返される攻めに、時折優香の嬌声が途絶えた。

　あまりの快感に気を失い、やまない快楽に意識を取り戻して咽び泣く。背は反り返り、肌から玉のような汗が流れた。それすら優香を彩る宝石のように見え、達哉はさらに優香を攻め立てる。

　極上の蜜を満足いくまで飲み干して、達哉は唇を手の甲で拭った。激しく呼吸を繰り返す優香が落ち着くまで、達哉はそっとその黒髪を撫でた。
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　ベッドに横たわり、優香は小さく息を吐いた。

　ずっとイきっぱなしでは体がもたない。優香の体を慮って、達哉はこうしたわずかな休憩を入れてくれる。体の奥は熱く疼いているが、達哉の優しさが身に染みた。と同時にまた一つ達哉の好きなところが増えた。

　達哉はサイドテーブルのペットボトルに入った水を口に含んだ。優香も喉の渇きを覚えて水が欲しいと手を伸ばす。その手をすり抜け、達哉は優香に口づけた。舌が唇に割って入り、それを伝うように水が流し込まれる。優香は喉を鳴らして水を飲み込んだ。

　達哉から与えられる水は蕩けるように甘い。

　数回に分けて水を与えられて優香が満足すると、達哉はその横に寝転がった。優香を抱き寄せて髪を撫でてくる。

　その感触がくすぐったくて、けれど気持ちよくて目を細めた。

「あの、ね。凄く……気持ちいい」

　達哉の目を見上げて微笑んだ。

「髪が？　それとも、体が？」

　意地悪く目を細めて聞かれ、優香はわずかに唇を尖らせる。

「わかってるくせに」

「わかってても、ちゃんと優香の口から聞きたい」

「か、体……」

　言葉にした瞬間、体の中がカッと熱くなった。何もしていないのにとろりと秘所から蜜が溢れる感触に、優香は太ももを擦り合わせた。

「俺も、凄く気持ちいいよ」

　達哉の返答に優香は目を丸めた。優香は何度もイかされたが、達哉はまだ一度として出していない。優香の中に入れてもいないのだ。

　それでも気持ちいいものなのだろうか。何が気持ちいいのだろうか。

　そんな疑問が顔に表れていたのか、達哉はくすりと笑って優香の額に優しく口づけた。

「優香が感じている姿や表情を見るのが嬉しい。快楽とは少し違うけど……心が気持ちいいっていうのかな？」

　何と表現していいのかわからないけれど、と達哉は笑って優香をさらに引き寄せた。

「ただ入れて満足するだけじゃない。心を通わせるっていうのかな。体を通して心に触れてる感じ。それが、凄く心地よくて気持ちいい」

　体を通して心に触れる。

　優香は達哉の心に触れたくて、そっと逞しい胸板に手を置いた。その手の上から達哉が自分の手のひらを重ねる。

　達哉の鼓動、温もり。それが手のひらを通して優香に伝わってくる。抱きしめてくる腕、触れてくる唇。そのどれもが優香を好きだと伝えてくる。優しさを優香に与えてくれている。

　一部を除いて。

　優香は視線を下におろした。

　快楽だけでなく、甘えさせ与えてくれる達哉の中で、唯一優香を欲しがり続けている存在。欲しいのだと訴えるように天を衝く剛直。

「あ、その……入れなくても気持ちいいんだけど、でも入れたくないわけじゃないんだ。本当いうと入れたい。今、すぐ」

　心が満足していても体は正直で、起立した剛直の側面には血管が浮いていて、すでに臨戦態勢だ。

「入れていい？」

「……駄目」

　優香の答えに達哉はきょとんとし、それから焦ったように口を閉じたり開いたりする。それがおかしくて苦笑しながら、優香は達哉の肩をベッドに押し付けた。

「達哉さんの前でなら、乱れてもいいんでしょう？」

　優香はベッドサイドに置いたままだった媚薬入りの香水を手に取ると、二人の頭上に振りかけた。

　霧状に広がった水滴が、照明を受けて煌めきながら落ちてくる。優香はそれを吸い込む。同時に達哉も深く吸い込んだ。

「達哉さんも、気持ちよくなって」

　優香はゆっくりと達哉に覆いかぶさり、その唇にそっと口づけた。ちゅっちゅと繰り返しキスをし、均整の取れた胸板、割れた腹筋に唇を添わせる。

　大胆とも思える行動が、優香の心臓の鼓動を速くする。血が巡り体が熱くなると呼吸も上がり、同時に子宮が疼いた。

　達哉が欲しい。何もかも忘れて、達哉との行為に溺れたい。

　筋肉の筋を確かめるように指を添わせ、肌に浮いた汗を味わうように舐めとった。硬い体の中でさらに硬く蕾んでいる胸の突起を、飴玉のように舌先で舐めて、舌全体で転がす。

　達哉は歯を食いしばって身をのけ反らせた。

　優香が攻めに達哉の反応が返ってくるのが嬉しくて、優香は達哉の体にキスを落として舌を這わせた。

　股間へと唇を滑らせた優香の前に、雄々しく立ち上がる剛直がある。優香はそれに細い指を絡み付かせた。軽く扱けば、達哉の食いしばった歯の間から声が漏れた。

　達哉を振り仰げばしっかりと目が合った。眉尻を上げ、歯を食いしばって快感に耐えているのに、視線は優香に向けたままだ。まるで優香の攻めている姿を一瞬でも見逃したくないというように、瞬きもせずに様子を見守っている。

　見られていると思うと恥ずかしい。けれど、もっと見ていてほしい。相反する思いに優香は自分を落ち着かせるように深呼吸すると、達哉の瞳をじっと見返した。

「ちゃんと、見ててね？」

　見られていると興奮する。きっと達哉も優香の姿態を見て同じように興奮するだろう。

　優香は達哉の剛直の先端にキスをしてから、ことさらゆっくりと剛直を口の中へ迎え入れた。

　硬く、筋肉を思わせる筋。皮膚は弾力があり、表面は柔らかいのに芯は硬い。奥まで含んで剛直の先端が喉に当たるところで唇を引いていく。

　自分が可愛がっているものを確認するように、優香は目の前の滾りをじっと見つめる。唾液にまみれた剛直が、ぬらぬらと光っていた。妖しくも美しいその姿にうっとりとしながら、先端に再度キスを贈る。

　全体的に柔らかい中で、先端はツルツルしていて舌触りがいい。ぺろぺろと先端を舐めて、時折クビレにも舌を這わした。

　そうして奉仕に夢中になっていると、達哉が優香の丸い尻をさらりと撫でた。

「ん、んうっ!?」

　優香の口の中で、達哉の剛直がかすかに震えて硬度が増した。そのせいで大きくなったように感じる。

「……達哉さんの、大きくなった」

「そりゃ、こんなおいしそうなお尻を見せられたら、興奮もする」

　さらりと尻を撫でられ優香は背筋を震わせた。足に引っかかったままだった紐パンを外し、達哉はさらに尻を撫でた。

「可愛がってあげるから、俺を跨いで」

　導くように優香の足を掴まれて、優香は素直に従った。達哉の胸を跨ぐ。

　きっと達哉の目の前には優香の割れ目があるはずだ。熱い息がかかると優香は身悶えた。

「優香はどこもかしこも綺麗だ」

　ここも、と達哉が優香の秘裂に指を添わせた。すでに濡れているだろうそこは、指を差し入れるだけで蜜が滴る。入り口を指先でくすぐられ、剛直を咥えていた優香は鼻息を荒げた。

　くぐもった声が唇の端から漏れ出る。

　指を上下に動かされると、静かな部屋にくちゅくちゅと水音が響く。秘裂を指で摘まれて、そのまま引っ張るように開かれた。トロリと蜜が足を伝って流れる。

「くぅっ……んん！」

　花芽を唇で食まれて、剛直を咥えたまま優香は悶えた。その唇が揺れるたび、達哉からも快楽の声が漏れる。お返しとばかりに花芽を舌で突かれて、快感に翻弄されながらも剛直を唇で扱いた。

　快楽を与えながら、与えられていた。気持ちよくさせようと頑張れば、同じだけ気持ちよさが返ってくる。

　喉が渇いたように張り付いていた。早まった呼吸と合わせるように心臓の音も速くなる。耳に心臓があるのかと思うほどその音が耳につく。

「優香、もう……やば、いっ」

　限界を感じて達哉が苦しげに呻いた。剛直がまた口の中で一回り大きくなったように感じる。達哉の膨らんだ欲望のせいだ。それだけ爆発が近いことを意味していた。

　達哉は何度も優香に離れるように警告した。しかし、優香は離さなかった。剛直から口を離さず、さらに刺激を与え続ける。

「優香！　もぅ……駄目、だっ！　くぅ……あぁっ！」

　我慢に我慢を重ねて、それでも限界を迎えた達哉が快楽の叫びをあげた。白濁が優香の口の中に吐き出される。弾けるように放たれた液体は、優香の口内を満たしていく。

　その勢いが衰え、先端から何も出なくなると、優香はそっと唇を滑らせた。剛直から離れるときに、一滴も漏らすまいと唇をすぼめて吸い取る。

　唾液と白濁の細い橋がかかり、それがぷつりと切れると同時に優香は自分の中の達哉の欲望をこくりと音をさせて飲み込んだ。

「苦い、ね」

　口の中には何も残っていない。白い雫の一滴すら。

「でも、達哉さんの味がする」

　ふふっと笑って見下ろすと、達哉の呆けていた表情が変わった。驚きと戸惑いが消えて、明確な意思がその瞳にはっきりと宿る。

　攻撃的な、狂気を孕むほどの淫欲。

　優香の下からするりと抜け出すと、背中から強い力で抱きしめられた。背中に熱い唇が押し当てられる。左の胸を手のひら全体でまさぐられ、快感を引き出すように先端を指先で転がす。

「ひっん、ああっ」

　右の手が優香の秘所に伸びた。秘裂を割り開いて指を蜜壺に埋め込む。激しく上下に動かして内壁を擦り上げられた。

「あ、ぁっあああああああああっ!!」

　達哉の愛撫は容赦なく優香を攻め立てた。じゅぶじゅぶと指を動かすたびに卑猥な水音が鳴り、それを打つ消すように優香の嬌声が響いた。

「やぁ！　はげし……すぎ、る……ああっ、待って、お……ねが、い……待って、あぅっ、ああっ、駄目!!」

　優香は背を反らして快楽の頂へと達する。けれど達哉は止まらない。中を擦る指を曲げ、感じるポイントを徹底的に擦り上げてくる。胸を弄る左手で花芽を擦り付ければ優香はさらに乱れた。

　真っ白な世界が目の前に広がり、それが収まるより早く次の快楽に押し上げられてまた達する。白い世界が明滅し、体が深く沈んでいくような、それでいてどこかへ飛んでいくような感覚が襲う。

　気持ちよすぎて乱れ、淫らに喘いで髪を振り乱す。背を反らし、体を震わせて何度も何度も達した。

　もう無理だと懇願し、頭がもうろうとしてきたころにようやく解放された。全身から力が抜けきって糸の切れた人形のようにベッドに倒れ込み、失った酸素を求めるように呼吸を繰り返す。

　ぼんやりとした視界はかすみがかったように曖昧で、けれど体の中の欲望はまだ渦巻いている。

　もう無理だと体が言っているのに、もっと欲しいと本能が叫んでいる。

　達哉を視線だけで見上げれば、ゆがんだ笑みを見せながら優香を見下ろしていた。

「まだ足りない」

「私も、もっと欲しい」

　力の入らない腕を叱咤して、達哉に差し向けた。その手を取られて指に口づけられた。

　左の薬指。そこに嵌まっている結婚指輪にキスをして、手の甲にもキスをする。

「愛してる」

「私も、愛してる」

　優香が口にすれば、達哉は一瞬驚き、次いで泣きそうな顔で笑みを浮かべた。

「初めて、ちゃんと聞いた」

　優香は目を瞬かせた。そういえば、言ったことはなかったのかもしれない。

　好意は伝わっていると思っていた。だが、言葉にしないと不安になるのは誰も同じだ。優香も泣きそうになりながら笑う。

「達哉さんが好き、大好き。愛してる」

「うん。愛してる、優香」

　達哉は優香の上に覆いかぶさると、耐えるように息を吐き出した。肩口に温かな息を感じ、その直後に甘噛みされた。

「ごめん、優香。俺もう、優しく……できないかも」

「いいよ。来て、達哉さん」

　首筋にちくりとした痛みが走る。歯を立てて噛まれた。けれどそれすら嬉しい。達哉のものだと体に刻まれたのだ。

「何もかもわからなくなるくらい、抱いて抱きしめて」

　言葉が終わると同時に、達哉の熱い杭が優香の秘所へ一気に打ち込まれた。足を抱え上げ、さらに奥へと突き刺してくる。

「あああああああっ!!」

　それだけで優香は絶頂を迎えた。それほど体は蕩け切っていた。言葉で語れるほど冷静でも、体は媚薬でドロドロになっていたのだ。

「あ、はぁ……あ、やあああっ……あんぁぁ……」

　動いていないのに、優香の中に入り込んだ熱く硬い剛直が快感を与え続ける。快感に喘ぐ優香の中から、達哉は一度剛直を引き抜いた。

「あ……あぁ……ん、え？」

　体の中心から熱を失って優香は疑問の声を上げた。秘所も達哉を求めるように恥ずかしいほどひくついている。そこに再度剛直を奥まで差し込まれる。じゅぶっと水音とともに蜜が飛び、優香が喉を反らして快感に耐える。

「あ……あっああん！」

　達哉は剛直を入れては出してを繰り返す。喪失と一気に押し入られ子宮口を強く穿たれることを繰り返す行為。水音はそのたびに大きくなり、蜜をまき散らした。

　達哉は優香の腰を両手でしっかり固定すると、抽挿を開始した。

「ひゃん！　あぅ……あ、あぁんっ！　やぅ、……あっ、ああっ！」

　腰を打ち付ける。抜いてまた打ちつける。強く深く激しく奥をえぐられ、優香は啼いて叫んだ。熱を抱えきれなくなると絶頂し、それが下がらぬうちにまた剛直から熱が与えられる。

「あっあああん！　や……駄目！　イク、イっちゃ、ぅ……イっちゃう!!」

　言葉と共に優香は背を反らした。弓なりになった背が勝手にビクビクと震え、快感に悶える。肌を汗が流れ、頬を涙が流れた。

　もっと淫らに、もっと達哉を感じたい。獣のように言葉が出なくなるまで。もっと、もっとと心が求めるままに、優香は嬌声を上げ腰を反らして達哉を迎え入れる。

「いっ……あ！　やぁ、おっくぅ、駄目……あ、あああああっ」

　突く角度が変わり、さらに深く繋がる。子宮の入り口にまで届く剛直が、体内を直接揺らし快感を体に刻み付ける。

　のけ反った首に達哉は食らいつくように唇を当てた。優香がびくりと震えると歯があたり、本当に食らいつかれているような錯覚に陥った。

　このまま食べられてしまいたい。永遠に一つに。

　達哉は剛直を優香の中から引き抜いた。泡立った蜜が優香と達哉の間で雫の橋を作り、ゆっくりと落ちていった。

　今度は優香を四つん這いにさせて後ろからゆっくりと入ってくる。先ほどの性急な行為とは逆に、ゆっくりと焦らすような腰の動き。

　緩やかに腰を進めて奥までいっぱいにされ、またゆっくりと引き抜かれる。先端まで引き抜いて再び差し込む。じっくりと時間をかけて出し入れを繰り返されて、先ほどよりもずっと明確に快感が刻みつけられる。

「んっ……あっ、ああ……」

　最奥を突かれて喘げば、腰を揺らして入り口をかき回される。中で動く剛直が、すべての内壁を擦って優香の快感を引き出した。

「はっ、あ…………っん……はぁ、やぁ」

　先ほどまでの強烈な刺激がなくなって、優香は物足りなさに呻いた。それでも達哉は行為を楽しむようにゆっくり動く。

　ゆっくりと引き抜かれ挿入するタイミングで優香は自ら動いた。達哉の動きに合わせるようにして、尻を達哉に突き出したのだ。パンっと音がして肉同士がぶつかる。中でも先端が子宮口にぶち当たって優香は背を弓なりに反らした。快感が弾け、目の前がスパークする。

　とてつもなく気持ちいい。

「んあっ……きもち、いいっ」

　別々の体で同じ快感を共有する。体で語り、心を触れ合わせる。

　その行為に没頭していると、達哉の手が伸びて優香の秘所を弄った。達哉の指が花芽を探し当てると、痺れるほどの強烈な快感が全身を貫く。

「ひゃん！　あっ、ああ！　や……だ、め…！　イク、イっちゃう!!」

　中を擦られ同時に花芽を弄られて、優香はあっという間に達した。

「あ！　駄目……今、イってる、と、ちゅう……だから」

　優香が絶頂を迎えると同時に、達哉は腰の動きを速めた。指も忙しなく動く。達哉の体すべてが優香の熱を上げている。

「んっ、あ……や、ぁあああっ」

　体位を変えて時に激しく時に優しく攻められる。優香はもう何度達したのかわからなくなっていた。おそらく両手両足では数えられないほどイっている。それでも中から蜜が溢れ、嬌声はやまない。

　媚薬の持続時間がどのくらいかわからないが、すでに肌を合わせてから数時間が経っていた。優香は体力の限界を感じ、達哉にされるままになっていた。

　意識はもうろうとしているのに、快感だけははっきりと感じ取れる。

「っぅ……ん、はぁ……は、あぁっ」

　側位で攻められていた優香は、空に手を伸ばした。その手が達哉の腕を掴む。

「あ、やぁ……達哉さん、もっと……んあぁ、近く」

　もっと近くで達哉を感じたい。抱きしめてその体を温もりを確かめたい。

「もっと……達哉さんを、感じたいの……ぎゅって、して」

　達哉は苦笑して剛直を引き抜いた。優香をベッドから抱き起こして膝の上に座らせる。優香は正面から達哉の首に抱き着いて頬を寄せた。

「す、き……大好き」

　達哉が優香を力いっぱい抱きしめてくれる。力の入らない腕で、優香もぎゅっと抱き着いた。

「愛してる、優香。愛してる」

　達哉は優香を再びベッドに押し倒し、感情をぶつけるように腰を打ち付けてきた。

「ひっ、ああっ！　好きぃ、達哉さん！　好き……やっ、ああああぁ!!」

　目の前が真っ白に染まり、達哉も数度腰を揺らして優香の中に精を吐き出した。子宮の奥に放たれた白濁。目には見えないほど小さなたくさんの白い精子たちが、解き放たれた。

　このまま孕んでしまえばいいのにと、優香は薄れゆく意識の中で思った。優香と達哉の愛し合った証。小さな小さな命が宿ることを望んで、優香はそのまま意識を手放した。







エピローグ








　春の日差しを受けて、優香はその温かさに目を細めた。右手を見れば、一回り大きな手が優香の指と組まれるようにして掴まれている。その手をたどって視線を上げる。

　春用の薄手の上着。男性らしい首元。喉仏が動いてどきりとする。さらに視線を上げると鋭いまなざしが優香に向けられていた。

　甘いマスクに周りの女性の視線が集まるが、横にいる優香に視線を向けてすぐに興味をなくして去っていく。

　春のいたずらな風が優香のスカートをふわりと巻き上げた。その裾を押さえてやり過ごすと、肩に男物の上着がかけられた。

「帰ろう」

　達哉の言葉に優香は呆れる。時間は午前十一時を少し回ったくらいで、先ほど電車を降りて駅から出てきたばかりだ。せっかく久しぶりのお出かけなのに、来た途端にトンボ返りなどもったいない。

「やだ。今日は服を買って、お昼ごはん食べて、買い物するの」

　荷物持ちもいることだし、いろいろなものを物色して回るのだ。優香の言葉に達哉は不満と不安な表情を浮かべた。

「風もまだ冷たい。体を冷やしたらどうする？」

「だから厚着してきた」

「歩き回って疲れたらどうする？」

「歩くのは悪いことじゃないのよ。それにちゃんと休みながら歩くから大丈夫」

「しかし」

「駄目よ。今日は私が見て、買うの。達哉さんに任せたら、際限なく買ってくるんだもん」

　言われて達哉は押し黙った。

　広い部屋が狭く感じるくらい荷物があるのは、達哉があれもこれもと買うからだ。

「困ったパパだよね～」

　優香は突き出たおなかをさすりながら話しかける。同意するようにおなかを蹴られて優香は驚いて声を出した。が、それ以上に達哉が焦った声を出す。

「どうした？　何かあったのか？　産まれるのか!?」

「産まれるのは、あとひと月先だから」

　優香は呆れ、そして苦笑する。

　半年前、優香が妊娠していると告げた途端、達哉は諸手を挙げて喜んだ。そしてその日から達哉の買い物が始まった。赤ちゃん用品を手当たり次第に買い始めたのだ。服や靴下、哺乳瓶にベビーベッド。おもちゃやぬいぐるみは部屋の壁際にずらっと並んでいた。なのに赤ちゃん用品のサイトを見てはどんどん購入していく。気付いた優香に怒られるのに、またニヤニヤしながらサイトを見て購入ボタンを押す。

　達哉は、優香に対して前以上に過保護になった。荷物の一つも持たせてくれない。近くのスーパーに行くのも車で送り迎えしてくれる。家事のほとんどは達哉が行い、苦手な料理も覚えてキッチンに立つ時間が増えた。逆に仕事を辞めた優香はすることがなくなった。

　一日三回食事をし、ほとんど動かないとなれば体重が増える。産婦人科の医師に体重管理のことを夫婦してこんこんと説明され、ようやく達哉が二人でならと遠出の許可を出してくれたのだ。

　子供服の所で立ち止まり、ピンクや黄色のスカートを見てはニヤニヤしている達哉に優香は苦笑した。達哉だけでなく、各々の両親も初めての孫ということで、いろいろなものを買ってくれる。

　嬉しい反面、困ったものだと頭を抱えることもあった。

　お腹の子供の性別がわかったときもひと悶着あった。

　女の子だとわかったとき、達哉は大喜びしながら優香に抱き着いてきた。そんなに女の子が嬉しいのかと問えば、

「男だったら『ママと結婚する』とか言ってくるんだぞ。俺は俺の子供でも優香は譲らないからな」

　そう言って憤慨していた。

　自分の子供相手にも嫉妬心丸出しで、喜んでいいのか呆れればいいのかわからなかった。

「優香、これどう？」

　一人で思い出し笑いしていると、達哉が小さな洋服を持って駆けてきた。

　赤ちゃんの服としては珍しく、黒を基調としたものだった。涎掛けが白いエプロンのようになっていて、裾には白いフリルがついている。ひらひらしており、女の子らしく可愛い。

「これ……」

「親子でメイド服とか」

「あのねぇ」

　文句を言おうとした唇に達哉の人差し指が置かれた。

「子供は何人いてもいいんだ。たくさんいた方がにぎやかでいいし」

　達哉はいたずらっ子のように笑うと優香の耳元に唇を寄せた。

「この子が産まれたら、またいっぱい愛してあげる。優香を抱いてない分の想いを込めて」

「…………うん」

　小さな声で交わされた甘い約束。

　子供が産まれれば子供中心の生活に変わるだろう。夜になれば愛を確かめ合える新婚の時のようにはいかない。

　それでもこの甘い約束はきっと果たされる。

　子供は何人いてもいい。何度も愛し合って、その結晶たる子供をたくさん産もう。達哉似の逞しい男の子でも、優しい性格の女の子でも。

　愛された数だけ、子供たちを愛そう。






あとがき








　こんにちは、久く遠おん縄なわ斗とです。

　このたび、『溺あま夫婦のエロス事情　～二人だけのいやらしい蜜事をしよう～』を選んでくださり、また最後まで読んでいただき、本当にありがとうございます。

　

　初めて私の作品をお手に取っていただいた方はもちろん、そうでない方にも楽しんでいただけるように今回もエロに重きを置きました。

　前回もお話ししましたが、私が小説を書く上で大切にしているのは、空想的なエッチではなく、お手本にできるようなエッチです。なので私の書くものはエロばかりです（笑）

　同じラブエッチを毎回ベッドでするのもいいんですが、やはり色々な場所で変わったことをさせてみたいと思いまして、今回ベッドで致すシーンは半分です。その代わり『普通』ではない所で、『普通』ではないシチュエーションで致しました。

　

　キッチンは、現在は少し違っていますが昔は女性の城だという考えが色濃くありまして、そこでエッチをさせるのがちょっと好きなんです。城を攻略する、みたいな感じがゲームみたいで。

　あとは定番のお風呂ですよね。これは声が響いてとてもエロいです。しかし昨今防音対策がしっかりしているとはいえ、お風呂には窓があるわけで現実向きではないんです。しかしながら、書いてみたい欲望に勝てずに入れ込んでみました。

　今回の中で一番悩んだのは、女体盛りです。

　作中にもありますが、器は料理の一つだと考えています。目で楽しんで香りを満喫し、舌で味わい器を愛でる。食べ物を粗末にするつもりも、遊んでいるつもりも全くありません。美しい器に美しく飾り付け、最後までおいしくいただく。一種のアート作品を描いているつもりで書かせていただきました。

　皆さまにはどんなふうに届いたでしょうか。これを読んだ後に、エッチしたいなと思っていただければ、作者冥利に尽きます。

　最後に、この物語を書くにあたりたくさんのご迷惑といろいろな意見やアイデアをくださった担当様、魅惑的なイラストを描いてくださった夜や咲ざきこん様、そして今こちらを読んでくださっている皆様に、心から感謝いたします。

　

　また、いつかどこかで。





久遠縄斗
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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。









●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り
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